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一章 溺愛御曹司と契約婚








　ラグジュアリーホテルの壮麗なエントランス前に、一台のタクシーが停車した。

　タクシーに乗っていた私──桜さくら井い沙さ織おりは、着物の帯を軽く整えつつ、窓の外に目を向ける。そこは上司から指定された場所なのだが、あまりにも高級ホテルだったので臆する。

「え、ここ……なの？」

　優美な曲線を描く車寄せには、黒服のドアマンがいて、高級車から降りた来客の対応をしている。

　全面がフルハイトの硝子の向こうは、豪奢なシャンデリアに照らされた華麗な空間が広がっていた。午後二時という、昼間の時間にもかかわらず、まるで貴族が集う夜会のごとく煌びやかで眩い。

　一般的な会社員である私には縁のないセレブリティな世界だ。しかも私は凡庸な顔立ちで、特別スタイルがよいわけでもないので、こんなにも華やかなところにいていいものか困惑する。

　呆然としていると、回転ドアをくぐり抜け颯爽とした足取りで男性がやってきた。三つ揃えのスーツをまとった彼は、私に向かって手を挙げる。

「やあ、桜井さん。待っていたよ」

「天てん空くう寺じ専務！」

　私の上司である天空寺翔しょう真まは、美麗な笑みを浮かべる。彼はタクシーの開いたドアから手のひらを差し出した。まるでエスコートするような仕草だ。

　彼の端麗な目鼻立ちが、射し込む陽射しにくっきりと映えている。それなのに蕩けそうなほどに甘いのは、笑顔に可愛らしさがあるからだろうか。

　濃紺のスーツと同色のネクタイが、彼のたぐいまれな容貌を、きりりと引きしめていた。

　はっとした私は見惚れていたことに気づいた。慌ててバッグから財布を取り出し、タクシーの精算を済ませようとするが、天空寺専務はそれを軽く手で押し留める。

「それはいいから。俺の手を取るんだ」

「は、はい。でも、精算がまだなんですけど……」

「俺が払うから気にしなくていい。今日ここにきみを呼んだのは、俺なんだからね」

　甘くて低い美声でそう言われ、どきりと胸が弾む。

　恭しく差し出された大きな手のひらに、私はそっと手を重ねた。

　私の手を優しく握りしめた天空寺専務は、振袖をまとった私の体を支えるように片手を添えて、タクシーから降ろす。

　振袖に描かれた淡い色の桜が、ふわりと舞う。

　二十六歳の私が成人式でもないのに、なぜ休日に正装をしてラグジュアリーホテルへ来たかというと、それにはわけがある。

　天空寺専務のお見合いに付き添うためだ。

　財閥を前身とする天空寺グループの御曹司である彼は、現在はグループの中核とされる天空寺商事の専務に就いている。二十九歳、独身。

　国家を代表すると謳われる大手企業の御曹司がいつまでも独身でいるわけにはいかないようで、彼は何度もお見合いをしたそうだが、縁談はまとまらず。

　そこでなぜか直属の部下の私に、「お見合いに付き添ってほしい」と天空寺専務からお願いされた。

　常に紳士的で流暢な口調の天空寺専務だけれど、お見合いとなると緊張して話せなくなるのかもしれない。私がそばにいて、彼の仕事ぶりだとか、人柄のよさなどを持ち上げたらよいのだと思う。そうすれば、お見合い相手の女性は天空寺専務に好感を持つだろう。

　そう考えた私は、付き添い役を引き受けた。

　これも会社のため、そして天空寺専務の幸せを思えばこそである。

　普段から仕事のできる彼に対して尊敬の念を抱いているので、ぜひとも良縁を見つけて幸せになってほしい。

　タクシーから降ろされた私はさっそく緊張してきた。天空寺専務は胸ポケットから取り出したブラックカードを、タクシーの運転手に差し出す。

　精算を済ませているうちに、さりげなく彼は私に話しかけた。

「振袖姿は初めて見たけど、綺麗だね。桜井さんには桜柄が似合うな」

「あ、ありがとうございます……」

　あくまでも付き添いなので、派手になりすぎないよう、控えめな柄の着物を選んだ。水色を基調とした着物は、流れる川のようなグラデーションが裾にかけて広がり、桜の花びらがちりばめられている。長い黒髪は美容院で結い上げて、桜の飾りがついたかんざしを挿していた。

　運転手からカードを受け取った天空寺専務は、それをスーツの胸ポケットにしまうと、すぐに私に視線を注ぐ。

　彼の目は愛しげに細められ、なぜか胸の鼓動がどきりと跳ねる。

　それを隠すように、握られていた彼の手をさりげなくほどいて、私はお辞儀をする。

「天空寺専務、本日はよろしくお願いします。それから、タクシー代を払っていただき、ありがとうございました」

　すると、天空寺専務は朗らかな笑みを見せた。

「どういたしまして。でも社内じゃないから、今日は役職で呼ばないでほしいな。俺のことは、『翔真さん』と名前で呼んでくれ」

「わかりました」

　天空寺という苗字を口にすると、耳にした人が振り返ってしまうほど有名なので、社外では慎むべきかもしれない。天空寺専務──翔真さんの言う通り、今日だけは名前で呼んだほうが無難だろう。

　彼はまたもや私に手を差し出すと、榛色の双眸を近づける。

「練習しようか。さあ、言ってみて」

「……翔真さん」

　彼の名前を口にすると、舌の上で甘く溶けるような感じがした。

　なんだか特別な関係になった気がして、ドキドキと鼓動が高鳴る。あくまでも便宜上というだけなのに。

「上出来だ。それじゃあ、俺のエスコートに応じてくれるね？」

　男性にエスコートされるなんて初めてで、経験のない私は戸惑ってしまう。

　しかも本日の主役は私ではないのに、翔真さんのエスコートを受けていいものだろうか。

　うろうろと視線をさまよわせた私は小ぶりのバッグの持ち手を、ぎゅっと両手で握りしめる。

「あの、でも、私は付き添いですから、翔真さんと手をつないでいるところをお相手の女性が見たら、不快にさせてしまうのではないでしょうか？」

「問題ない。それより中へ入ろう。正装の女性をいつまでも車寄せに立たせておくなんて、俺の器量が疑問視される」

　はっとした私はすぐに翔真さんが差し出した手に、自らの手を重ねた。

　車寄せには次々に高級車やタクシーが停車してくる。そこにいつまでも佇んでいるわけにはいかない。女性をエスコートしない翔真さんの品格がないとされてしまうのだ。

　手をつないだ私たちは、曇りひとつない回転ドアをくぐる。

　翔真さんはまるでお姫様を案内するかのように、私とつないだ手を胸の位置に高く掲げた。

　煌めくシャンデリアが、広大なエントランスホールを眩く照らしている。敷かれている瀟洒な絨毯はふかふかしていて、白練の草履が包み込まれるよう。

　私たちが通ると、漆黒のスーツをまとったホテルコンシェルジュたちが深いお辞儀をする。堂々としている翔真さんは、さすが御曹司で、人に傅かれるのに慣れているようだ。私は緊張して転ばないよう気をつけるのが精一杯なのに。

　そんな私の心中を汲み取ったのか、翔真さんが美麗な笑みを向ける。

「緊張してる？」

「してますよ……」

「俺がついてるから安心して」

　頼もしい台詞に、きゅんと甘く胸が鳴ってしまう。

　天空寺専務……じゃなくて、翔真さんって、こんなに格好よかったのね……。それとも特別な空間だから、素敵に見えているだけなのかな？

　職場では彼に特別な気持ちを持ったことがないので、なぜ胸がときめくのかわからない。

　奥のエレベーターホールへ辿り着くと、翔真さんはボタンを押した。

　アーモンド型の目はくっきりとした二重瞼を描き、榛色の瞳は澄みきっている。すっと通った鼻梁に、形のよい唇、シャープな顎のラインからは雄々しさが滲み出ていた。しかも百八十センチを超える高身長で体躯がよく、鍛え上げていると思われる肉体を上質のスーツに包んでいる。さらに人柄は穏やかで紳士的、仕事ができる頼れる上司である。翔真さんはどこから見ても完璧なイケメン御曹司だ。

　当然、会社の女性社員から絶大な人気を誇っている。数え切れないほどの告白を受けていると思われるが、彼は誰とも付き合わない。御曹司だから親が決めた令嬢としか交際しないのだろう、という噂が広まっていた。どんな名家のご令嬢でも、こんなに素敵な翔真さんを断る人なんていないだろう。

　それなのに縁談がまとまらないのは、なぜなのか。

　いざお見合いになったときに、翔真さんがガチガチに固まる姿なんて想像しにくいけれど。

　到着したエレベーターには私たちふたりきりしか乗っていない。

　気になった私は翔真さんに訊ねた。

「翔真さんはいつもお見合いでは、どんな感じなんですか？」

「普段と同じだよ。庭園を散策する場合は礼儀上、エスコートはする。仕方なく」

　仕方なく……というひとことが気にかかる。あまりお見合いに積極的ではないのだろうか。彼は無表情を貼りつけているので、心中は読み取れない。

「結婚したいとは思っているんですよね？」

「まあね。ところで桜井さんは、どうなの？」

「私のことはいいじゃないですか。翔真さんのお見合いなんですから」

「そうだけど、桜井さん自身は結婚願望はあるのかな？　今後の参考のために教えてほしい」

　私は頬を引きつらせた。「結婚したいと思ってるの？」という系統の質問はよく親戚や知人からされるのだけれど、もはや答えに窮するようになっていた。

　なぜなら、結婚どころか、私は二十六歳にして処女なのである。誰かと交際した経験すらないので、完全な干物女だ。

　もちろん乙女らしく、いずれは好きな人と交際して結婚して子どもを授かり……なんて幸せを夢見ていた時期もあったが、まったく縁がないので諦めた。学生のときは一貫して女子校だったし、合コンはお酒がほとんど飲めないので行かない。会社の男性とは仕事の話しかしたことがない。環境のせいもあるだろうけれど、私の顔立ちが凡庸なので華やかな世界とは縁遠かったのかなと思う。

　それなのに、翔真さんの付き添いに指名されたときは驚いた。

　もっと年配で既婚の人のほうが適格なのでは……と言ったのだが、翔真さんは私こそが適任だと言って譲らなかったのだ。

「結婚願望は……昔は持っていましたけど、もう諦めましたね。相手がいませんし」

「ということは、相手さえいれば結婚を考えてもいいということだな？」

　翔真さんは真剣な色を含んだ双眸を向けてきた。彼の声色も真摯さを帯びている。

　やたらとこだわるなぁ、と不思議に思った私は首を捻る。

　いくら女性でも、未経験の私の意見なんて参考になるのだろうか。

　でもさすがに翔真さんに、「処女で交際経験ゼロです」とは言えない。というか、もはや誰にも言えなくなっていた。実家に帰れば両親には「いつ結婚するの」と詰め寄られるし、親友はどんどん結婚して出産し、縁遠くなっていく。周囲と自分の状況の乖離が年齢とともに広がっていくのだ。

　私のような女性は世の中にはたくさんいるのかもしれないが、相談できる人がいないし、今の状況を打破する方法がわからない。

　けれど、結婚の夢を捨てたわけではない。

　ほんの少しだけ希望は持っていた。心の隅に、欠片ほど。

　エレベーターが到着音を知らせたので、私は手短にこの話題を終わらせた。

「そうですね。相手がいたなら考えますね」

「なるほど」

　重々しくつぶやいた翔真さんは深く頷く。

　彼は開いたドアから、私とつないだ手を高々と掲げて箱を出た。

　下りたのは客室のフロアではなく、ミーティングや会議などに利用する部屋が並ぶエリアだった。

　その中のひとつの扉の前で、翔真さんは足を止める。

「ここだ」

　彼が扉を開けると、シンプルな室内には柔らかな陽射しが零れていた。

　中央に会議用のテーブルが鎮座していて、椅子が八脚ある。窓からは都会の壮麗なビル群が見渡せた。

　少人数用の会議室といった様相だが、お見合いなどにも使用するのだろう。

　まだ誰もいないので、お相手の令嬢や翔真さんのご両親はこれから来るのだと思われる。

　入室した翔真さんは、ようやくつないでいた手を離す。

　離れていった熱に、ほっとしたような、寂しいような、複雑な気持ちになった。

　どうしてこんな気持ちになるのか、やっぱり自分でもよくわからないけれど。

　私は離れた手を無意識に自分の手で擦る。まるでそこにある熾火が消えないようにするために。

　だけど、もし先にお見合い相手の令嬢がいたら、誤解されたのではないかと思うところだ。手を離すのは当然だろう。

　平然としている翔真さんは、上座の隣の椅子を引くと、私を促した。

「桜井さんは、この席に座って」

「はい」

　席に着くと同時に、翔真さんが椅子を押してくれた。

　完璧なエスコートをした彼は、私の隣に腰を下ろす。

　そこで違和感に気づいた私はふと、首を捻った。

「あの……私がこの席にいると、翔真さんの妹のようになりませんか？　会社の部下なら末席のほうがいいのでは？」

「いや、そこでいいんだ」

「……そうですか」

　席順はそんなに問題にはならないようだ。

　私は本番に向けて、いかに翔真さんのよいところをアピールするか、熟考してきた文言をそらんじた。

「翔真さんはいつも紳士的で優しく接してくださいます。彼が手がけた案件はすぐにまとまり、部下からの信頼も厚く、とても頼りがいのある方です……」

「なんだい、それ」

　薄く笑った翔真さんは、少しだけ首をかしげる。

「お相手にアピールするコメントです。今日こそ翔真さんの縁談がまとまるよう、私も精一杯お手伝いしますね」

「ありがとう。頼んだよ」

　眩しいほどの笑顔を見せられ、私の心臓がとくんと鳴る。

　なんだか、ほんの少しだけ、切ない想いになるのはなぜだろう。

　翔真さんが結婚するのは、彼のためにも会社のためにもよいことのはず。

　気持ちを切り替えようとした、そのとき──。

　コンコンと扉をノックする音が部屋に響いた。

　お相手が来たようだ。

　素早く椅子から立ち上がった私とともに、翔真さんも立ち上がる。彼は低い声で促した。

「どうぞ」

　翔真さんのお相手はどんな令嬢だろう。

　私は緊張に身を固くした。

　ガチャリと音を立てて扉から入ってきたのは、中年の男女だった。ふたりだけだ。

「翔真、来ていたのか」

　気さくに声をかけたスーツ姿の男性は翔真さんの父親で、着物をまとった女性は母親のようだ。ふたりとも、顔立ちがどことなく翔真さんを思わせる。

　お見合い相手の令嬢かと思ったが違ったので、私の肩から力が抜ける。

　翔真さんは手をかざして、両親に私を紹介した。

「父さん、母さん。この人が、話していた桜井沙織さんだ」

「初めまして。桜井沙織と申します。天空寺商事、営業部四年目になります。日頃から専務の翔真さんにお世話になっております」

　私は翔真さんの部下として、頭を下げて挨拶した。彼の父親は天空寺グループの会長だが、直接話すのはこれが初めてだ。つまり翔真さんのお父さんは私の上司でもある。

　だが会長は困惑の色を浮かべ、黙って私たちの向かいの席に腰を下ろした。目を伏せている母親も、静かに隣の席に座る。

　あれ──？

　私は目を瞬かせた。

　そこは、お見合い相手の令嬢と、その両親が座る席ではないだろうか。

　翔真さんのご両親が私たちの向かいの席に座ったら、お見合い相手はいったいどこに座ればいいのか。

　戸惑っていると、会長は思いもしなかった言葉を発した。

「翔真。おまえが結婚したいというのは、その女性か」

　──えっ？

　意味が飲み込めない私は、瞬きが速くなる。

　呆然としていると、翔真さんに手を握られた。腰を下ろした彼とともに、すとんと着席する。

「そうだ。もう見合いの話は持ってこなくていい。俺には心に決めた人がいるんだからな」

「だが、まさか会社の部下とはな。いつから付き合っていたんだ？」

「だいぶ前からだよ。反対されると思って秘密にしていた」

　会長は疑念を宿した目を細めた。対して翔真さんは堂々と胸を張り、まっすぐに会長と向き合う。

　事態が飲み込めず、硬直している私に、会長が目を向ける。

「きみは息子のことをどう思っているのかね。なにやら動揺しているようだが？」

「え、あの……」

　どうしよう。

　なぜ私が翔真さんの結婚相手にされているのだろう。

　しかも翔真さんが言うには、私たちはずっと前から交際している関係になっている。

　彼と付き合っているわけはないし、もちろん結婚の約束なんてしていない。

　それなのに、「私は翔真さんを愛しています」と言わなければならない雰囲気だ。想像していたこととまったく違う展開なので、焦りばかりが先立つ。

　うろうろと視線をさまよわせ、無為に腰を上げようとしたが、思いとどまり座り直す。

　ご両親は私がなにを言うのか、じっと視線を注いで待ち構えている。針のむしろだ。

　動揺する私を落ち着かせるかのように、翔真さんはつないだ手を、ぎゅっと握りしめた。

　ここは話を合わせてほしいという合図を受け取る。

　なんらかの事情があるようなので協力したいけれど、ご両親に嘘をつくのはどうなのか。

　だけど、とにかく、なにか言わないといけない。

　困った私の口から、強張った声が絞り出た。

「翔真さんは紳士的で優しく接してくださいます。彼が手がけた案件はすぐにまとまり、部下からの信頼も厚く、とても頼りがいのある方です……」

　何度も練習した台詞なので、するりと述べることができた。

　だが会長は納得しない。眉をひそめて続きを促す。

「つまり？」

「つ、つまり……翔真さんを尊敬しています」

　とても『愛しています』という台詞は出ない。そんな言葉を誰にも言ったことがないし、思ったこともないので、嘘でも言うのは抵抗があった。

　けれど翔真さんを上司として尊敬しているのは本当なので、力強く言えた。

　ようやく納得してくれたらしき会長は頷くが、私への質問は続く。

「きみが息子のことを真剣に考えているのは、わかった。だが、翔真は天空寺グループの跡取りだ。しかるべき家柄の令嬢と結婚して、会社を守っていかなければならない。それは理解してくれるね？」

「は、はい。わかっております」

　庶民の私と翔真さんでは家柄が釣り合わないので、身を引いてほしいという方向の話を会長はしている。

　それはもっともだ。私の両親は一般的な会社員で、ごくふつうの家庭である。

　翔真さんのご両親が私たちの結婚を許すわけがない。偽装するにしても無理があるだろう。

　私は笑みを浮かべて、会長の話に乗ろうとした。

「家の格が違いすぎることはわかっていますから、翔真さんの幸せのために身を引き──」

「ちょっと待ってくれ！　俺には沙織しかいないんだ」

　翔真さんの渾身の演技に、私の頬が強張る。

　とても演技とは思えないほど気迫に満ちた声色だ。

　いったい、どういうことなの……どうすればいいの……？

　どちらに味方すればよいのかわからない。そもそもこの話の着地点はどこにあるのか。

　困惑した私の肩を抱き寄せた翔真さんは、両親に強い眼差しを向ける。

「俺は、沙織以外の女とは結婚しない。子どもも作らない。彼女と結婚できなければ、天空寺家は俺の代で終わりだ」

「それは困る！　創業家に跡取りがいなくては、代々の会長に顔向けできんではないか」

「そうだろう。だから沙織との間に子どもができたら、結婚を認めてほしい」

「なんだと!?」

　父子の苛烈な言い争いに、私はなにも言う余地がない。息を殺して事態を見守っているしかなかった。

　それまで黙ってやり取りを聞いていたお母さんが着物の袖を上げると、ぽんと会長の肩を叩いた。

「あなた。翔真の意志は固いようですから、今は反対しても無駄でしょう」

「うむ……」

　身を乗り出していた会長は背もたれに体を預けると、腕組みをした。

「それより、跡取りができたら結婚を認めてあげればよろしいんじゃないですか？　恋愛はすぐに冷めることもありますし……。もし子どもができなかったら破談ということで収めたらいかがでしょう」

「ふむ……そうだな。なによりも優先されるのは跡取りのことだ。令嬢と結婚すれば跡取りができるという保証はないからな。こちらの女性と子どもができたならよし、できなかったら、翔真を改めて見合いさせる。その条件でいいだろう」

　翔真さんのご両親は納得したようだ。

　ただ、条件付きで認めてもらえただけである。私たちの仲がすぐに冷めて別れるのではないかと期待しているみたいだ。そうなっても、改めて息子を名家の令嬢と結婚させればよいわけなので、ご両親にとってはリスクがない。

　私は愛する彼と結婚するために、子作りに励まなくてはならないらしい……。

　ご両親を説得するだけの、この場限りの嘘なので、まさか本当に子作りするわけではないとわかってはいるものの、処女の私にとっては子作りするという状況だけで混乱してしまう。

　固く私の手を握りしめた翔真さんが、極上の笑顔になる。

「ありがとう。父さん、母さん。すぐに孫の顔を見せるよ」

「……ありがとうございます」

　私も目眩をこらえて、どうにか礼を口にする。

　気遣わしげな視線をこちらに向けた翔真さんは、つないだ手を掲げて席を立たせた。

「沙織は緊張しすぎて気分が優れないみたいだ。庭園を散歩してくる。ふたりでゆっくり話したいこともあるから、今日はこれで」

「すみません、失礼します……」

　個室にご両親を置いて、私たちは部屋を出た。

　私は体調が悪いふりをするまでもなく、顔色が青ざめているという自覚がある。

　翔真さんに連れられてエレベーターに乗り、一階で下りる。庭園へ出ると、眩い新緑が目を潤した。

　一息ついた私は、翔真さんの手をふりほどいた。唇を尖らせて、紅梅色の絞り帯揚げを整える。

　移動中にふつふつと怒りの感情が湧いてきた。どうして私が天空寺家のいざこざに巻き込まれなくてはいけないのか。会長に嘘をつくなんて、とんでもないことをしてしまった。それもこれも、翔真さんのせいである。

　私の態度にも飄々としている翔真さんは微笑を浮かべ、私の腰に触れるか触れないかのタッチでエスコートする。

「突然の話で驚いただろう」

「驚きましたよ……。いったい、どういうことなんですか。いつの間にか私が翔真さんの恋人で、あなたとの結婚を望んでいる状況になってるんですけど？」

　私たちは単なる上司と部下であり、手をつないだのも今日が初めてである。

　しかも私は彼のお見合いの付き添いとして同行しただけのはずなのに、なぜか翔真さんの結婚相手になってしまっている。この先、どんな顔で会社に行けばいいのかわからない。怒りとともに困惑が胸を占める。

　もうわかっているが、彼に騙されたのだ。お見合い相手の令嬢なんて、初めから来る予定がなかった。彼は私を結婚相手として紹介するつもりで、ご両親を呼び出したのだ。

　眉尻を下げた翔真さんは、拝むように手を合わせた。

　そうすると、しょげている大型犬みたいな憐憫を誘われる。そんな姿を見たら、次第に怒りが萎んできた。

「すまない。黙っていて悪かった。実は今日は見合いじゃないんだ。両親が結婚しろとうるさいから『桜井沙織さんと結婚する』と言って、きみを両親に会わせるために席を設けた」

「どうして初めから説明してくれなかったんですか。突然すぎて、偽装するにしても困りましたよ」

　ふう、と息をついた私は怒りを収める。翔真さんがどうしてそこまでお見合いしたくないのか、わけを知りたいと思った。まさか本当に私と結婚するつもりではないだろうし、生涯独身を貫きたいだとか、なんらかの理由があるのだろうか。

　ところが彼は、あっさりと言った。

「ん？　偽装じゃないよ」

「……え？　翔真さんがお見合いしたくないから、私と結婚すると偽ったんでしょう？　偽装ですよね」

　美麗な笑みを見せた翔真さんは、両手で私の手を掬い上げる。

　彼は透き通った榛色の双眸を、まっすぐに向けた。

「俺は、きみと結婚したい」

「……えっ？」

「俺が両親に言ったことに嘘偽りはない。俺は、きみと本気で結婚したいと考えている。もう両親に紹介したわけだから、俺たちは婚約者だ。これから結婚に向けて、仲を深めていこう」

　目を見開いた私は翔真さんの言葉を反芻する。

　演技ではなかった。彼は本気で私と結婚するつもりでいて、それをご両親に訴えたのだ。

　どうりで真に迫っていると思った……。

　私としては、あの場限りの嘘だと思っていた。偽装の関係ではなく、まさか本当に結婚するなんて信じられない。そうすると、ご両親と交わした条件が有効になってしまうのではないか。つまり結婚に向けて、彼と子作りをするわけである。

　そうなるには多大な障壁があると思うのだが。

「ちょっと待ってください。私たち、付き合ってませんよね？」

「ずっと好きだった。俺と付き合ってくれ」

「……翔真さんの言うことが一ミリも信じられないんですけど」

　こんなに軽々しく『好き』とか『付き合ってくれ』とか『結婚したい』が連発されていいものか。

　恋愛や結婚に至る関係とは、時間を経てふたりの愛情が育っていくものと思っていたのは、私の拙い願望なのだろうか。

　嘆息を零した翔真さんは、私の手を引いて庭園を歩き出した。

　静かな午後の庭園は誰もいない。池の鯉が身を翻すと、チャプンと小さな水音が鳴った。

「まあ、信じられないよな。だって一度もふたりきりで食事したことすらないものな」

　それを言われて気まずくなった私は目を逸らす。

　翔真さんから食事に誘われたことは何度かあるのだが、そのたびに断っていた。

　御曹司である天空寺専務と、一介の会社員であり凡庸な私がふたりきりで食事に行ったなんて噂が広まったら、彼を狙う女性社員たちからにらまれてしまう。社内の円滑な人間関係を優先させたいし、翔真さんの意図がわからないので誘いに乗れなかった。

「それはそうですよ……。どうして私を食事に誘うんですか」

「きみに興味があるからだよ。それ以外になにがあるんだ」

　イケメン御曹司の彼が、美人でもない私を恋人にしたいなんて思うわけない。彼が本気だなんて、とても信じられなかった。

　今回の、お見合いの付き添いの件は、仕事の範疇といったところなので同意したのだ。見事に騙されてしまったわけだけれど。

「それで私を誘い出すために、お見合いの付き添いをしてほしいと言ったわけですか……」

「悪かったよ。だけどそうでも言わないと、来てくれなかっただろ？　俺の婚約者として両親に会ってほしいって頼んだら、承諾したか？」

「それはお断りしますね」

「だろ？　俺は真剣に沙織が好きなんだ。どんな手段を使ってでも、きみを恋人にしたかった」

　彼の甘い微笑の中に覗く強引さに、どきんと胸が弾む。

　騙されたのだから怒って帰らないといけないのに、そんな気にはならなかった。こんなに容易く翔真さんの笑顔に心が惹かれてしまうなんて、自分でもどうしてなのかよくわからない。

　つながれた手から伝わる彼の体温が、じわりと心地よく染みた。

　告白されたからには、翔真さんの提案を受け入れようと思う。ここで断っても、今はお見合いする気のない翔真さんの将来がよい方向に向かわない気がする。

　だけど私は彼に恋心を抱かないために、ストッパーをかけることにした。本気で好きになったら、傷つくのは目に見えている。それだけこの恋人や婚約者という関係が、いびつなものだと思えたから。

「いいですけどね。翔真さんの恋人役と婚約者役をやってあげても。ご両親に真実を言えなかった私にも責任があるわけですし」

　あくまでも、そういう役割だ。私は自分の立場を理解している。イケメン御曹司に選ばれるような絶世の美人ではないのだから、勘違いしてはいけない。だからひとときの間、彼の将来の伴侶を演じるのだ。

　乗りかかった船なので仕方なく……ということなのに、なぜか私の心が躍る。

　かりそめではあるものの、初めての恋人ができたからだろうか。

「ありがとう。〝役〟というところが気になるけど……俺たちは本物の恋人だし、婚約者になったんだよ」

「でも、子どもができなかったら破談になるという条件でしたよね」

　翔真さんのことは嫌いではないけれど、いきなり子作りするなんて、ハードルが高すぎてどのように捉えたらいいのかわからなかった。

　いずれは破談になるのではないだろうか。

　おそらく彼のご両親も、私たちが本物の恋人ではないと見抜いているのかもしれない。だから破談を前提にして、今日は認めてくれたのではないかと思う。

　翔真さんだって、時間を置いたら本当に好きな人が現れて結婚を考えるだろうし、お見合いをしてもよいと考え直すかもしれない。

　あくまでも私は近場にいた部下であって、お見合いを断る口実を作るために動員されただけだ。彼に愛されているのかも、なんておごってはいけない。

　だけど翔真さんは、ゆるりと口にする。

「俺は、欲しいな。きみとの子ども」

「えっ……そ、そんなことを言われましても」

　動揺した私は視線をさまよわせる。

　なぜか顔が熱くなるのを感じた。

　あまりにも柔らかく、優しく、彼がその台詞を言ったから。

「沙織は？　子どもは好き？」

「……わかりません。可愛いなとは思いますけど」

「そう思えるなら充分だよ。じゃあ、俺のことは好き？」

「えっ、ええと……翔真さんは素敵だと思います。先ほどご両親に、あなたを尊敬していますと言ったのは嘘じゃありません」

　そう答えると、翔真さんは蕩けるような笑みを見せた。

　とても端正な顔立ちなのに、目尻に皺を寄せた笑顔が可愛らしい。

「俺はきみのそういう誠実なところが好きだな」

「そ、そうなんですね……」

「沙織にも俺のことを知ってほしいな。せっかくだから食事しながら話さないか？　ここのホテルのレストランはフランスの有名なシェフが監修してるんだ。酒が苦手でも、ノンアルコールワインもメニューにあるから大丈夫だよ。ぜひ堪能してほしい」

「あ……私がほとんど飲めないこと、知ってるんですね」

　もはや翔真さんは『桜井さん』ではなく、すっかり名前で呼んでしまっているが、社内ではないし、自然に受け入れられた。彼とこんなにプライベートなことを話したのは初めてなのだけれど、思いがけず話が弾んでしまったのもある。

　翔真さんは着物の私に合わせて、ゆっくり歩いてくれていることに、今さらながら気がついた。

　柔らかな木漏れ日が彼の端正な横顔に繊細な模様を描いている。

「もちろん知ってるよ。お酒が飲めないから食事に行けません、って何度も断られたからな」

「だって、居酒屋でずっとウーロン茶を飲むのも気まずいんですよね」

「きみを安い店には連れていかないから心配しないで。レストランには着物のまま入れるよ。沙織の可愛い着物姿を、もっと見ていたいな」

　可愛いと言われて、かぁっと私の頬が熱くなる。

　ついに私は翔真さんとの食事を了承した。

「それじゃあ……食事をご一緒させてください」

「よかった。最高の席をリザーブするよ」

　嬉しそうに微笑んだ翔真さんを見ると、私の心がどきどきと弾んだ。

　その胸の高鳴りは、まるで恋の始まりのように、眩いものだった。




　美しい庭園を散策したあとは、ホテルのロビーラウンジで休憩をとる。

　そこは広々とした吹き抜けの空間で、窓からは庭園が見渡せる。

　私がソファに座って紅茶を飲んでいると、翔真さんは「レストランの予約を入れてくるよ」と言って席を外し、コンシェルジュデスクへ向かった。

　すぐに戻ってきた彼は、向かいのソファに腰を落ち着ける。

「予約できたよ。まだ少し時間があるから、クラブラウンジでアペリティフでも……と、酒に弱いんだったな」

　アペリティフは食前酒のことだ。コース料理などの食事の前に、軽くお酒やおつまみを楽しむ習慣がある。私はもちろんそのようなラグジュアリーな経験をしたことはないので、メディアから仕入れた知識だけれど。

　お酒が飲めないので彼に気を使わせているのではと思い、申し訳なくなった。

「すみません……。紅茶で充分です」

「謝らなくていいんだよ。俺の前では、ありのままのきみでいいから」

　オーダーを取りに来たスタッフに、翔真さんはコーヒーを注文する。それから、「彼女にお代わりの紅茶を」と言って、私の分も頼んでくれた。

　空になった紅茶のカップをソーサーに置いた私は、彼に訊ねる。

「翔真さんは、お酒が好きなんですか？」

「そうでもないよ。付き合い程度だね。だから自分が飲みたいわけじゃないんだ。ただ、酒や食事をだしにして、きみを誘いたいだけ」

　茶目っ気を出して片目を瞑るので、そんな彼に笑いを誘われる。

「ふふ。翔真さんって、おもしろい人なんですね」

「笑ってくれたね。やっぱりきみは笑った顔が魅力的だ」

　そう言われると意識してしまい、私は表情を引きしめる。

　翔真さんはそんな私を、目を細めて眺めていた。

　音もなくテーブルへやってきたスタッフが、銀盆にのせたコーヒーと紅茶を提供する。

　コーヒーカップを手にした翔真さんだったが、彼はコーヒーを飲んでいる最中も私に視線を注ぎ続けるので、なんだか恥ずかしくなってしまう。

　近くの席に着いた裕福そうな婦人たちが、こちらに目を向けて「あら、お見合いかしら」と囁いていた。

　私が着物を着ているので、そう誤解されても仕方ないだろう。

　苦笑した翔真さんはコーヒーカップを下ろした。

「確かにこうしていると、俺たちがお見合いしてるみたいだな」

「そうですよね。なんだか照れます……」

「お見合いのつもりで、俺と新たに関係を築いていくと考えるのは、どうかな」

　それを聞いた私は睫毛を瞬かせる。

　今日は怒濤の流れだったので、まだ気持ちの整理がついていない。

　けれど、少なくとも私と本気で結婚したいと言ってくれている彼に対して、曖昧な態度ではいたくなかった。

　彼の尊厳を守るためにも、私は翔真さんの婚約者でいなくてはならないのだ。

　そのことに納得した私は、こくりと頷く。

「わかりました。翔真さんの立場のためにも、あなたの婚約者になります」

「理由が少々引っかかるが……まあ、いずれ好きにさせてみるよ」

　余裕の表情を浮かべた翔真さんは、甘い声で私の鼓膜を撫でる。

　顔が赤くなっていないかと気になった私は、うつむいた。

　これまでは、彼とは仕事上だけの付き合いで、頼れる上司という認識だった。

　時折私に見せてくれる笑顔に心がぐらつきかけたこともあったけれど、彼は御曹司なのだから手の届かない人だと思い、恋をする前に諦めていた。

　でも、これから恋を始めてもいいのだろうか。

　私の胸のうちで、翔真さんと恋がしたいという思いと、身分違いなのだから御曹司との恋愛なんて成就しないという諦めがせめぎ合う。

　しかも私は誰とも交際したことがないのに、結婚なんて、夢のまた夢だ。

　困惑した私は正直に伝えた。

「私……誰ともお付き合いしたことがないんですよ。だから恋愛とか結婚が遠すぎて、どういうふうに関係を築いていくものなのかわからないんです」

「難しく考えなくていいんだ。俺と散歩しながら話したり、こうしてお茶したりして、一緒に過ごすだけでいいんだよ」

「そういうものですか……」

　それなら先ほどからしていることだから、さほど難しくはない。

　翔真さんとこうしてゆったりと過ごすのはとても心地のよいものだった。

　お見合いや恋愛をして結婚という道へ向かうには、特別なイベントをいくつもこなさなければ辿り着けないものだと、私は思い込んでいたのかもしれない。

「それなら、私にもできそうです。翔真さんと一緒に過ごすのは、心が落ち着くと思っていましたから」

「そうか……。嬉しいよ、ありがとう」

　なぜか礼を言われたので、私は微笑を浮かべながら小首をかしげる。

　そんな私を、翔真さんは愛しげに双眸を細めて見つめていた。




　穏やかな時間は瞬く間に過ぎ、陽が傾いてきた。

　優雅な仕草でコーヒーを飲み干した翔真さんは、カップを置くと、スタッフを手招く。

　お仕着せをまとったスタッフがやってくると、彼は二つ折りの伝票ホルダーを開き、サインをしてから手渡す。

　伝票ホルダーを受け取ったスタッフは「ありがとうございました」と言って、慇懃な礼をした。

　会計はしなくてもよいらしい。庶民の私なら、すぐにレジを探してしまいそうだが、ラグジュアリーホテルには独特のマナーがあるようだ。

　こういった所作が御曹司なんだなと、感心してしまう。

　彼が伝票やスタッフに目を移していたのは、ほんの一瞬ほどで、また私を視界の中心に据えた。微笑を浮かべた彼は甘く低い声で私に語りかける。

「そろそろレストランへ行こうか。今夜は俺に、お姫様のエスコートを任せてくれるかな？」

　すっと立ち上がった翔真さんは私の前にやってくると、恭しい仕草で手のひらを差し出した。

　気品ある佇まいは、まるで王子様のよう。

　とくん、と私の胸が甘い鼓動を刻む。

　私がお姫様のわけはないけれど、彼は私を尊い存在のように考えて大切に扱ってくれるのだ。

　翔真さんの心遣いが伝わり、安心して手を預けられた。

　彼の手を借りて立ち上がると、振袖に描かれた桜がひらりと舞う。

　私たちはロビーラウンジを出て、奥のエレベーターホールへ向かった。

　シャンデリアの煌めく明かりに、胸がどきどきと高鳴る。これから素敵なことが起こる予感が胸に湧く。

　翔真さんとともに到着したエレベーターに乗り込むと、彼はパネルのボタンを押した。

　熱い翔真さんの手を、きゅっと握りしめると、彼は微笑を浮かべてこちらを見た。

　ふたりのつないだ手に、翔真さんはもう片方の手を重ねる。

「緊張してる？　着物を着てると人目を引くから、気疲れするよな」

「大丈夫です。手をつないでもらってると、安心します」

「でも食事中はさすがに手をつないだままではいられないだろう？」

　翔真さんは悪戯めいた表情で片目を瞑る。

　意味を掴みかね、小首をかしげた私は相づちを打った。

「そうですね？」

「だから個室をリザーブしたよ。そこなら手をつなぐこともできるし、きみも人目を気にせず、ゆっくりできるだろう？　俺も沙織の美しい姿を誰にも見せずに、独占できるから安心だ」

「独占だなんて……さっきから見てるじゃないですか」

「俺だけが見たいんだよ。女性はともかく、ほかの男がきみを振り返ってじっくり眺められると、腹の底が煮えたぎる」

「みなさんは私を見ているというより、着物の美しさに見惚れているんじゃないかなと思いますけど……」

　彼の意外な独占欲の強さに、微苦笑が零れる。

　私は人目を引くような美人ではない。どこにでもいる凡庸な女だ。美しい着物を着ていなければ、誰も振り返って見たりはしない。

　それなのに翔真さんは困ったような顔をして、つないだ手をぎゅっと握る。

「沙織はわかってないな。きみは美しいよ」

　真摯な双眸で告げられ、きゅんと胸が弾む。

　目を瞬かせた私は動揺しつつも、顔が熱くなるのを感じた。

　そんなふうに褒められるのは初めてなので、戸惑ってしまう。

「そ、そんなこと……初めて言われました」

「そうか。俺がきみを美しいと初めて口に出した男なんだな。嬉しいよ」

　私を美しいと褒めるなんて、きっと翔真さんだけだ。

　だけどもちろん悪い気はしない。嬉しくて恥ずかしくて、ふわふわと心が浮き立つ。

　この胸のときめきを大切にしようと、私は思った。




　エレベーターを下り、フロアにあるレストランへ入る。

　フレンチビストロの店内は紫色を基調とした瀟洒な空間で、ラグジュアリー感に満ちていた。キャンドルのような優しい明かりを放つクリスタルのテーブルランプが輝き、純白のテーブルクロスが映えている。非日常が演出されたレストランの高級感に、期待が高まる。

　お仕着せをまとったスタッフの案内で、私たちは個室に通された。

　個室には重厚な大理石のテーブルが鎮座していて、窓から壮麗な景色が見渡せる。雄壮なビル郡の狭間に滲む夕陽が美しい。

　翔真さんは純白の椅子を引いて、私をエスコートした。

　腰を下ろすと、彼も向かいの席に着く。

　テーブルには瀟洒な皿の上に、三角形を描いた純白のナプキンが鎮座している。透明なフルートグラスに、窓から射し込む夕陽の一片が零れ落ちて、きらりと光り輝いた。

　静かに入室したソムリエが、淡いピンク色のワインをグラスにサーブする。

　翔真さんにも同じものが注がれて、グラスを掲げた彼は説明した。

「ノンアルコールのワインだから安心して。ノンアルでも様々な種類があって、厳選して選ばれているよ」

「そうなんですね。翔真さんもノンアルコールでも、いいんですか？」

「もちろん。素面で証明したいことがあるからね。──それじゃあ、乾杯」

「乾杯。いただきます」

　証明したいこととはなんだろうと思ったが、乾杯のため、掲げたフルートグラスの縁を軽く合わせる。

　細やかな気泡がまっすぐに立ち上る薔薇色のワインを、ひとくち含む。

　甘口で酸味のバランスがよく、飲みやすい。爽やかな後味の美味しいスパークリングワインだ。

　ノンアルコールだからジュースのようなものと思っていたけれど、それとも違い、極上の味わいがした。

　フルートグラスを下ろした私は、ほうと息をついた。

「とても美味しいです……」

「それはよかった。今夜のフレンチはシェフの特別料理だよ」

「特別なメニューなんですね。楽しみです」

　翔真さんが特別なコース料理を予約してくれたのだ。

　どんな料理が登場するのだろうかと、胸を弾ませる。

　始まりの一皿は、極上のキャビアから。

　専用のスプーンに盛られた稀少なキャビアをいただく。味わい深い塩気が口中に広がり、爽やかなスパークリングワインと絶妙なマリアージュを織り成す。

　それから米粉で作られたバゲットが提供された。温かいバゲットにホイップバターをたっぷり塗る。

　前菜は、甘いとろとろポークのパテ・ド・カンパーニュ。旬の魚を使用したサワラのソテーにはトリュフソースを添えて。メインは牛フィレ肉のロティ、季節野菜とともに。

　個室での贅沢なフレンチは宝石箱を開けるような、期待と輝きに満ちていた。

　どれも高級な食材を惜しみなく使用した最高の料理に舌鼓を打つ。

　メインを食べ終えた私は、感嘆の息をつく。刻印が入れられたナイフとフォークを、皿にそっと添える。

「ごちそうさまでした。こんなに豪華なお料理を食べたのは生まれて初めてです」

「まだ、ディナーは終わりじゃないよ。特別なデセールを頼んである」

　優雅な仕草で口元をナプキンで拭った翔真さんは、私に微笑みかける。

　デセールとは、フランス料理のコースの最後に提供されるデザートのことだ。通常はケーキや果物などの盛り合わせだと思うけれど、特別なものがあるのだろうか。

　目を瞬かせていると、すぐにスタッフがワゴンを押して個室に入室してきた。

　ワゴンには花々で飾られた特別仕様のホールケーキがのせられている。

「わあ……素敵……」

「婚約記念だ。おめでとう」

　はっとした私は、ケーキ皿の縁にデコレーションされた流麗な文字に気づいた。

『婚約おめでとう』という言葉とともに、今日の日付が入れられている。

　今日は私たちの婚約記念日なのだと、胸に刻まれた。

　急な展開で決まったことなので、まだ実感なんてない。

　けれど、嫌ではなかった。

　翔真さんに熱のこもった眼差しで見つめられて、手をつなぎ、彼の体温を感じると、心の奥底で空白だったものが満たされるのを覚える。

　それにこうしてお祝いしてもらえると、私たちの婚約が特別な輝きをまとっているように思えて、素直に嬉しかった。

「ありがとう……翔真さん」

　テーブルにのせられたケーキを目を細めて見ていると、翔真さんは懐に手を差し入れる。

「実は、もうひとつプレゼントがある」

　彼は懐から、濃紺の小箱を取り出した。

　その蓋を開き、私に向けて見せる。

　小箱の中には、燦然と輝くダイヤモンドの指輪があった。

　デザインリングではなく、ブリリアントカットの大粒のダイヤモンドは、まるで婚約指輪みたいだ。

　瞠目した私は、キラキラと輝く指輪から目線を上げる。

　翔真さんは少し照れたような笑みを浮かべていた。

「婚約指輪だ。受け取ってほしい」

　私の胸が感激に熱くなる。

　誰とも交際したことのない私が、まさか御曹司の翔真さんから婚約指輪をもらえるなんて。

　でも、交際していないからこそ、受け取ってもよいのだろうかという迷いが生じた。

　結婚には、子どもができたらという条件がついている。いわば契約婚のようなものだ。

　そのように関係を始めて、果たしてうまくいくのか。それに処女の私が、翔真さんの子どもを授かるなんて、できるのだろうか。

　私には極上のダイヤモンドを受け取る自信が持てなかった。

「この指輪……私のために……？」

「そうだよ。ずっときみが好きだったから、この日を迎えるために準備していたんだ」

「あの……受け取れません。こんなに高価な指輪……」

　目を伏せた私は、婚約指輪を受け取ることを断った。

　ふと、翔真さんは笑みを収める。

　けれど彼は指輪の入った小箱を下げようとはしない。

「なにか不安なことがある？」

「いろいろあって……」

「そうだよな。今日は騙すような形で両親に紹介して悪かった。だけど俺は真剣にきみと結婚したいと思っている。そうでなければ親に会わせたりしない。決してきみをからかっているわけでないことだけは、わかってほしい」

　翔真さんは真摯な双眸で、はっきりと言いきった。

　彼の誠意が私の胸に染み込む。

「翔真さんが真剣なのはわかりました。あなたが誠実な人柄だというのは、仕事で接していて感じますから。私が不安に思っているのは、自分のことなんです」

「というと？」

「その……」

　私は翔真さんと指輪から目を逸らす。

　処女なので子作りが不安……という話は、ここではしにくい。個室の外にはほかのお客さんもいるだろうし、いつスタッフが部屋に入ってくるかわからない。

　彼は口ごもる私から無理に答えを引き出そうとはしなかった。

「場所を変えようか。ケーキは部屋に運ばせよう。シャワーを浴びてゆっくりしたら、話してくれ。もしやっぱり話したくないなら、無理にはいいから」

「そうさせてください」

　少し時間を置いたら、話す決心がつくかもしれない。

　私の気持ちを汲んでくれる彼に信頼感が増した。

　翔真さんは小箱から指輪を摘まむ。

「それじゃあ、受け取るということではなく、指輪は預かっていてほしい。一時的に預かるだけなら、つけていてもかまわないだろう？」

「そういうことなら……お預かりします」

　もし破談になったら返却するわけなので、指にはめていても受け取ったことにはならない。それなら高価な婚約指輪をつけることに気兼ねしなくて済んだ。

　翔真さんが手のひらを差し出したので、私は左手を彼にそっと預ける。

　彼が指先で摘まんだ指輪が、私の薬指にはめられた。

　ごくりと息を呑んだ私は、照明に手をかざしてみる。

　大粒のダイヤモンドはキラキラと光り輝いている。

　かざした手の向こう側で、翔真さんは愛しげに目を細めて私を見ていた。

「似合うよ。とても綺麗だ」

「ありがとうございます。でも、いただいたわけではありませんから」

　私は少し照れながら言った。仮にとはいえ、素敵な婚約指輪をつけただけで心が舞い上がりそうになる。

「そうだね。一時的に預かってもらうということだ。だけど、いつ指輪をもらってくれても俺はかまわない」

　すい、と私の手を掬い上げた翔真さんは席を立つ。

　燦然と輝くダイヤモンドをつけた手を取られて、私たちはレストランの個室をあとにした。




　再びエレベーターに乗り込むと、翔真さんはポケットから取り出したカードキーをパネルのカードリーダーにかざす。彼が押したボタンは最上階だった。

　到着したエレベーターから下りると、そこは特別な客だけが入れる極上の空間だとわかる。

　なぜなら客室がひとつしかなく、大きな飴色の扉が照明により浮かび上がっていたから。

　翔真さんに手を引かれた私は、ふかふかの絨毯を踏んで、扉の前に立った。

　カードキーをかざした彼は解錠すると、重厚な扉を開く。

「さあ、どうぞ」

　扉の向こうに広がる壮麗な光景に目を奪われる。

　広いリビングルームは吹き抜けになっていて、フルハイトの窓から見える夜景の煌めきは包み込まれそうなほど壮大だ。アイボリーの絨毯は踏み心地がよく、趣のある調度品には気品がある。リビングの天井からはキラキラと輝く豪華なシャンデリアが吊されていた。まるで貴族のお屋敷のような華麗な空間だ。

「……ここはスイートルームですか？」

「そうだよ。特別な日だから、ゆっくり過ごそう。──ああ、着物を飾っておく衣桁が必要だな。持ってこさせるよ」

　隣室へ行った翔真さんがコンシェルジュに電話をかけて、話している声が聞こえる。

　広大な部屋を見回した私は呆気にとられて、すとんとソファに腰を下ろす。革張りのコーナーソファには十人くらいが座れそうだ。

　今夜は、ここにふたりきりで泊まるのかな……？

　まさかこんなに豪華な部屋をリザーブしてくれるとは思わなかった。契約婚にまつわることについて話をするだけだと思ったから。

　でも、翔真さんとなにかあってもかまわないと考えている私がいた。

　もし本当に嫌なら、ご両親と話したあとに私は怒って帰っているはずだ。そうせずに、ここまで来たのは、翔真さんとの契約婚に本気で取り組みたいと思っているからにほかならない。

　だから勇気を出して彼に、処女だと伝えよう。

　彼の反応が怖いけれど……。

　そわそわした私は、翔真さんから預かったダイヤモンドの指輪を、右手でなぞる。

　ややあって、ホテルスタッフがやってきて衣桁を運び込んだ。それに先ほどレストランに残してきたホールケーキも、ワゴンからテーブルにのせられる。

　翔真さんは専属のバトラーらしき人に指示を出していた。

「風呂を入れてくれ。それから紅茶も……いや、紅茶はいい。──沙織、すぐに風呂に入るだろう？」

　命令慣れしている翔真さんを呆然として見守っていると、突然こちらを振り向いた彼に声をかけられる。

　スイートルームでどのように過ごすかなんてわからないので、慌てた私はまともに言葉が出てこない。

「え、えっと……すぐ、でなくても……」

「そうか。まあ、紅茶は俺が淹れよう」

「私が淹れますよ。会社でも翔真さんにコーヒーを淹れてますし」

「いいんだよ、座っていて。プライベートでは、きみをうんと甘やかしたいんだ」

　そう言った翔真さんは、自らティーポットで紅茶を淹れてくれた。その間にバトラーやスタッフが作業を終わらせ、一礼をして部屋を辞する。

　翔真さんは温かな湯気の立ち上る紅茶を、優雅な所作で私の前に置いた。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

「いつも俺のコーヒーを淹れてくれてありがとう。沙織の淹れたコーヒーは格別に美味いよ」

「そんな……誰が淹れても同じ味ですよ」

　褒められて、照れた私の顔が熱くなる。白磁のソーサーを手にして、ティーカップの持ち手に指を絡ませる。

　芳しい紅茶の香りが鼻腔をくすぐる。翔真さんの淹れてくれた紅茶はとても美味しかった。

「違うんだな、それが」

　笑いながら、翔真さんはホールケーキを覆っていたフードカバーを外し、ケーキナイフで切り分ける。

　いちごののったケーキに、フォークを添えられ、すっと私の前に出される。

「すみません。全部、翔真さんにやらせてしまって」

「……怒ってないのか？」

「え。なにをですか？」

　問われた私は目を瞬かせる。

　紅茶のカップをソーサーに戻し、テーブルに置いた。

　翔真さんは不敵な笑みを見せる。彼は挑発するように、自らの皿に盛ったケーキのクリームを指先で掬い上げると、舌を出して舐め取った。

　行儀が悪い仕草なのに、彼がやるとなぜか淫靡さが漂って、どきんと私の胸が弾む。

「俺が強引にきみを婚約者にしたことだよ」

「あ……それは……」

　困惑はまだ拭いきれないものの、もう怒ってはいない。

　それより、婚約者という実感が持てないので、どのように捉えたらよいのかもわからないような状態だ。

　かりそめじゃなくて、私は本当に、翔真さんの婚約者なの……？

　まだ信じられなかった。御曹司の彼が私と結婚したいなんて、まるでシンデレラのようだ。だからこそ儚い夢なのかもしれないと思ってしまう。

　私はとりあえずフォークを手にすると、ケーキを切り崩して口に入れる。ふわふわの甘いホイップクリームが口の中で蕩けた。

「怒ってないです。ただ……困ってます。私……今までに誰とも付き合ったことがないので、急に婚約者なんて言われても、どうすればいいのかわからないんです」

「不安に思っているのは自分のことだって、言ってたね。俺とどんな付き合い方をしたらいいかわからないのが不安かな？」

「それもありますけど……結婚の条件として、子どもができることと、ご両親と約束しましたよね？」

「そうだね。俺はきみと子どもに対して責任を持つから、安心していい」

「あの……子どもを作るには、翔真さんと、そういうことを、しますよね……？」

　恥ずかしくなった私はうつむいて、じっと純白のケーキに目を注ぐ。

　ソファの斜向かいに腰かけている彼は、射貫くように私を見つめていた。

「俺に抱かれたくない？」

「いえ、あの……私……一度も、ないんです」

「ん？　処女ということ？」

　彼が少しだけ首をかしげる仕草をしたのが、目の端に映った。

　私は、こくりと頷く。

　処女は面倒くさいという男性の意見を耳にしたことがあるので、私は処女であることに負い目を感じていた。

「だから、面倒、ですよね……？」

　もし、翔真さんに嫌がられたら、どうしよう……。

　けれど嘘をつくわけにもいかなかった。経験者だと言っても、態度ですぐにわかってしまうだろう。

　きつく唇を噛みしめていると、翔真さんが肩の力を抜いた気配がした。

「まったく面倒なんて思わないな。むしろ、きみの初めての男になれるなんて嬉しいよ」

「え……そうなんですか？」

　驚いた私は顔を上げる。彼は力強く頷いた。

「もちろん。処女だろうと経験豊富だろうと、きみはきみだ。俺は気にしないよ。どんな沙織でも受け止めたい」

　翔真さんが男性経験について気にしないと言ってくれて、ほっと胸を撫で下ろす。

　彼になら、初めてでも安心して身を任せられるという信頼感が湧く。

　真摯な双眸で私を見つめていた翔真さんは、瞬きをひとつして言葉を継いだ。

「もしかして、処女だから、子作りするのが不安だったのか？」

「……そうですね。どうなるのかな、と思うと、少し怖い気もします」

　行為についてはネットの情報などでなんとなく理解しているものの、セックスに対しての価値観や感想などは人によるらしく、ネガティブなことを耳にすると、行為への恐れが湧いた。興味がないわけではないけれど、それよりも未知のものへの不安が大きい。

　腰を上げた翔真さんは、私の隣に移動してきた。

　彼はそっと私の肩に腕を回す。

「優しくするから、心配しなくていい」

「……はい」

「あえて言うけど、俺は、きみを抱きたい。レストランで飲酒しなかったのは、酒に酔った勢いできみに手を出すわけじゃないと証明したかったからだ」

「そうだったんですね」

　翔真さんが「証明したいことがある」とディナーのときに言ったのは、そういうわけだったのだ。彼の誠実な面が見えて、肩に触れている大きな手に温かみを感じた。

「それに、両親に結婚を認めさせたいから子作りするわけじゃない。もちろん、きみと結婚したいけれど、あくまでも条件は付随するものだ。俺はきみが好きだから抱きたい。きみの処女をもらう男は俺しかいないと思っている」

　熱のこもった翔真さんの双眸は激しいのに、蕩けるような優しさが込められている。

　彼と体を重ねるということが、どんどん現実味を帯びて私の胸に迫ってくる。

　私は、今から、翔真さんに抱かれるんだ……。

　そう思うと、緊張と期待が綯い交ぜになり、どきどきと鼓動が早鐘のごとく鳴り響いた。

「わ、私は、翔真さんに処女をもらってほしいです」

　素直な気持ちが唇から零れ出る。

　私を求めてくれる彼に応えたい。それは私の女としての心が彼に惹かれたからだった。

　結婚や子どものことは、まだ混乱していてうまく考えられないけれど、彼に抱かれたいという気持ちは確たるものとして胸のうちにあった。

　だから、流されるわけじゃないと、彼にしっかり伝えておきたかった。

　瞠目した翔真さんだったけれど、すぐに彼は破顔する。

「ありがとう。すごく嬉しいよ。俺は世界で一番幸せだ」

　感激を露わにした彼に、チュと頬にくちづけられる。

　恥ずかしくて嬉しくて、かぁっと顔が熱くなる。

　そんな私に、翔真さんは低い声で囁いた。

「もしかして、キスも初めてかな？」

「……はい。初めて、です」

　私は小さく頷く。

　二十六歳にもなるのに、キスすらしたことがないなんて恥ずかしいと思っていた。

　けれど今は、初めてのキスが翔真さんでよかったと心から感じた。

　きっと彼に捧げるためのファーストキスと処女なのだと、運命的なものすら胸に芽生えた。

　私の頤を掬い上げた翔真さんは、こちらを向かせる。

「それじゃあ、きみのファーストキス、もらうよ？」

　甘く低い声音で囁かれ、綺麗な榛色の瞳が迫ってくる。

　緊張で硬直している私の唇に、そっと雄々しい唇が重ね合わされた。

　これが、私の、ファーストキス──。

　じいんと感動が胸に染みる。

　翔真さんの唇は、熱くて柔らかくて、とても心地よかった。

　キスがこんなに気持ちのいいものだなんて、知らなかった。

　そっと唇を離した翔真さんは、間近から訊ねる。

「どうかな？　俺とのキスは、気持ちいい？」

「……はい。すごく、気持ちいいです」

　うっとりして答えると、長い腕が絡みついてきて、体ごとソファから掬い上げられる。

「きゃ……!?」

「お姫様をベッドにさらうよ。俺の肩に掴まっていて」

　軽々と横抱きにされて、隣の寝室へ連れ去られる。

　慌てて剛健な肩にしがみつくと、足から草履がほろりと抜け落ちた。

　寝室にはキングサイズのベッドが鎮座しており、ほのかな明かりが灯され、薄暗い褥を橙色に染め上げている。

　私の体は優しくベッドに横たえられた。ベッドサイドに腰かけた翔真さんは革靴を脱ぐと、すぐに覆い被さってくる。

　どきどきと脈打つ心臓が、うるさいほどに鳴っている。

　私は今から、最高の男に抱かれる──。

　そう思うと、どうしようもなく高揚した。

「あ、あの、着物を、脱がないと……」

　混乱した私が着物のことを口にすると、彼は悪戯めいた仕草で帯揚げに指をかける。

「俺が脱がせてもいい？」

　動揺しつつも、こくりと頷く。

　すると翔真さんは帯揚げを引き、帯締めと帯をほどいた。金糸を織り込んだ煌びやかな正絹袋帯が外されていく。金箔の九百錦が施された帯が、はらりとベッドサイドに垂らされた。

　そうすると着物の合わせがはだけて、白練の襦袢が見えてしまう。

　着物を着るときはショーツなどの下着を身につけないので、襦袢の下は裸だ。

　私は思わず、着物の前をかき寄せた。

　翔真さんはそんな私の様子を炙るようにじっくり眺めながら、ネクタイのノットに手をかける。

「隠されると、余計に見たくなってしまうな」

　くつくつと喉奥から笑いを零す彼は、ネクタイを外すとジャケットを脱ぎ捨てた。さらにベストとシャツも脱いで、上半身を曝す。

　露わになった彼の体は、神が造形したのかと思うほど美麗だった。

　ほどよく筋肉をまとった肉体は強靱なのに、しなやかで、雄々しい猛獣のようでありながらも気品に満ち溢れている。

　そんな麗しい肉食獣みたいな体をした彼は、ぐっと私に身を寄せてきた。

　着物を脱ぐために少し体を起こしていた私は、とさりと倒れてシーツに背をつける。

　顔の横に手をついた翔真さんが、キスしそうなほど間近から見つめてきた。

「脱がせるよ。きみのすべてが見たい」

　甘く鼓膜に吹き込まれた台詞に、どきんと胸が弾む。

　私の両手から力が抜けて、閉ざしていた着物の合わせが緩んだ。

　チュ、と唇にくちづけを落とした彼は、するりと襦袢の紐をほどく。

「あ……」

　熱い手のひらが素肌に這わせられた。大きな手は触れた肌の感触を確かめるかのように、首筋から胸の膨らみへかけて、ゆっくりと下りていく。

　襦袢が少し開いただけなので、肌のすべてが曝されたわけではないけれど、たまらなく恥ずかしい。

「恥ずかし……ん……」

　翔真さんの端麗な顔が近づき、唇が重なる。

　チュウッと下唇を吸い上げられてから、唇の合わせを舌で舐め上げられた。

　思わず唇を薄く開けると、ぬるりとしたものが口腔へ侵入する。

「ん……ふ……」

　それが彼の舌だとわかり、ぞくりと肌が粟立つ。

　肉厚の舌が口腔を優しく舐る。頬裏をなぞり上げ、口蓋を突かれると、痺れるような快感が体中を駆け抜けた。

　なに、これ……気持ちいい……。

　初めて知る心地よさに陶然となる。無意識に体を捩らせるが、すでに強靱な腕の中に囚われていたので身動きがとれない。

　翔真さんは私の舌を掬い上げると、ねっとりと絡める。

　擦り合わされる粘膜の感触が、たまらない疼きをもたらす。腰の奥がむず痒くなり、熱かった。

「んぅ、ふ、んん……」

　まるで体の芯まで蕩かすようなくちづけに、私の肌はどんどん熱を帯びていく。

　互いの濡れた舌は濃密に絡み合い、くちゅくちゅと淫猥な水音を奏でる。淫らなくちづけを享受し続けていると、じゅわりと濡れたものが股の間から染み出す感触があった。

　え……濡れてる……？

　まさか、愛液が漏れてしまったのだろうか。こんなに濡れてしまうなんて信じられない。

　だけど翔真さんとのディープキスは甘くて心地よくて、夢中で味わってしまう。

　私は求められるままに舌を差し出し、濡れた粘膜を擦り合わせた。

　ようやく唇が解放されると、ふたりの唇を銀糸がつなぐ。

　頭がぼうっとして、体に力が入らない。

「上手だよ。可愛いね」

　間近から色気の滲む双眸で見つめられ、ぞくりと快感を呼び覚まされる。

　翔真さんは耳朶を甘噛みすると、首筋にくちづけを落としていく。まろびでた膨らみが大きな手で揉みほぐされる。そうされると、淡い快感めいたものが胸から湧き上がった。

「どうかな。痛くない？」

「大丈夫です……」

「それじゃあ、もう少しだけ激しく揉んでもいいかな？」

「は、はい」

　翔真さんが私の様子を見ながらうかがってくれるので、安心して体を委ねられた。

　微笑んだ彼は、乳房の感触を確かめるかのように、しっかりと手のひらに収めて、丹念に円を描く。

　気持ちがよくて、唇から甘い吐息が零れる。

　だけどそれは翔真さんが愛撫してくれるから心地よいと感じるのだと思えた。

　自分でしたことがあるのだけれど、そのときはあまり気持ちよくなかったから。

　彼は乳房を揉みながら、ねっとりと胸の突起に舌を這わせた。

「あ……ん」

　濡れた舌の感触に、甘い喘ぎが唇から漏れてしまう。濃密な刺激を受けて、ぴくんと体が跳ねた。そのまま熱い口中に含まれた乳首は、分厚い舌でぬるぬると淫らに捏ねられた。

　翔真さんの舌が蠢くたびに、胸の先端から蕩けるような快感が滲み出てくる。

　愛撫されるのが、こんなに気持ちいいなんて……。

　ふわりと体が甘く溶ける。翔真さんに与えられる快楽に夢中になっていく。

　くちゅくちゅという淫靡な愛撫の音色が寝室に響いた。

　その音にすら鼓膜を舐られ、腰の奥に疼きをもたらす。

　ようやく唇を離した翔真さんは、濡れ光る紅い突起を満足そうに眺める。しゃぶられた右の乳首はすっかり紅くなり、ぴんと張り詰めていた。

「感じてるね。気持ちいい？」

「ん……気持ちいいです」

　恥ずかしながらも素直に告げると、翔真さんは微笑み返した。彼は次に左の尖りを、べろりと舌で舐め上げる。彼が先ほど上等のクリームを舐めたように、淫らで悪戯めいた仕草が目に焼きついて、ドキドキと私の鼓動が駆けていく。

　左胸はさらに深く、乳暈ごと口腔に含まれる。ねっとりと執拗に唇と舌で舐られ、全身に甘い痺れが浸透していく。

「ふ……あ、ん……あぁ……」

　行為の前は緊張に強張っていた私の体は、濃密な愛戯にほどけていった。

　ちゅ、と乳首の突端にキスを落とした唇はみぞおちを下りていく。

　臍を伝い下りた唇が、足の付け根の際どいところに辿り着いた。

　感じやすい内股を何度も淫らになぞられて、ぞくぞくとした甘い疼きが背筋を駆け上がってくる。

　彼の手と唇はそのまま脚を滑り降りた。膝頭を手のひらでくるくると撫で回され、足の甲にくちづけを落とされる。それはまるで主人への誓いのキスのよう。

　胸を躍らせていると、翔真さんは私の足の親指を口に含んだ。

　あまりにも淫猥な行為に、はっとして脚を引こうとするが、がっちりと脛を掴まれていて動かせない。

「翔真さん……！　そんなところを舐めるなんて、だめです……」

「ここも性感帯なんだよ。感じるだろう？」

　ぬるりと舌で親指を舐った彼は、さらに指の股を舌先で突く。

　そうされると、ぞくんとした快感が込み上げてきて、体が甘く痺れた。

「あ……ん……はぁ……」

　淡い吐息を零すと、翔真さんはいっそう熱心に私の足指を舐めしゃぶる。

　人差し指、そして中指と、ひとつひとつの指を口中に含み、飴を転がすように愛でられた。もちろんそれぞれの指の股も、ねっぷりと舐められる。

　初心な肉体は淫猥な愛撫で、とろとろに蕩かされていった。

「んぁ……あぁん……あん……」

　甘い喘ぎが立て続けに零れてしまう。

　翔真さんは執拗に足の指を舐り、離そうとしない。左足を終えたら今度は右足も同じように舐られる。しかも彼は唇と舌を使って巧みに愛撫を与えながら、宥めるかのように手のひらで足の甲を撫でさすった。

　激しいのに優しい淫戯は、まるでぬるま湯に浸かっているよう。

「きみの足の指は最高に美しい。至宝だよ」

　そんなふうに褒められるなんて照れてしまう。

　頬を染めた私が足元に目を向けると、翔真さんの不敵な眼差しと絡み合う。

　彼は貴重な美術品を愛でるように、そっと私の足を指先で撫でた。

　その手はするりと脛を這い上がり、太腿を撫で上げていく。

　濃密な愛撫にすっかり綻んだ体は、花園からとろりと滴るものがあった。

　そうっと触れた指が花襞を探る。

「あっ……」

「優しくさわるから、心配ないよ。体から力を抜いて」

　翔真さんは言った通り、秘所を指先で優しく撫で上げる。

　くちゅりと濡れた音が鳴った。それは、私が彼のキスと愛撫で感じたということを表していた。

「濡れてるね。感じやすいのは、いいことだよ」

　かぁっと顔が熱くなる。

　翔真さんは深みのある声音を耳に吹き込むので、鼓膜まで愛撫されるよう。

　くちゅくちゅと、指先は蜜口をなぞり上げている。今にも指が入ってしまいそうだった。

　指を挿れたら、痛いのかな……？

　痛みを想像し、恐れた私は小刻みに体を震わせた。

　ところが翔真さんは、つと秘所から指を離す。

　ほっとしたような、落胆したような、複雑な思いが胸に渦巻く。

　だがすぐに膝裏に手をかけられ、ゆっくりと両脚を大きく広げられる。

　快感に綻んでいた脚は、まるで羽化する蝶のようにすんなりと開いた。

　彼が頭を下げた途端、ぬるりと花襞を舐め上げる感触がする。

　生温かくて柔らかく、濡れているもの。これは、翔真さんの舌だ。

　彼に秘所を舐められているとわかり、私は目を見開く。

「あっ、だめ、そんなところ、汚い……」

「汚くないよ。きみの体はどこもかしこも綺麗だ」

　丹念に花襞を舐められ、奥の蜜口も丁寧に舌先で蕩かされる。

　そうしてから今度は花芯をぬるぬると舐められる。息を呑むほどの鋭い快感を呼び覚まされ、びくんと腰が跳ね上がった。

「ひぁっ……あ、や、そこ……」

「ここが、いい？」

　淫芯ごと口腔に含まれ、肉厚の舌で包み込むように愛でられる。

　ねっとりと舌が絡みつき、捕らえた花芽を濡らして吸い上げる。きつく吸い上げたらまた、ぬるぬると唾液を擦りつけて舐られる。

　くちゅくちゅと淫猥な水音が響くのは、濃厚な愛撫が行われている証だった。

「はぁ……あ、あ……翔真さん、そんなに、したら……あっ、あぁ……」

　淫らな舌技に攻め立てられ、敏感な淫核はたまらない衝動をもたらす。性急に押し寄せる愉悦の波に抗うことができない。

　なにか、きちゃう……。

　弓なりに背をしならせ、びくびくと小刻みに脚を震わせる。

　やめさせようと伸ばした手が、翔真さんの髪に絡みついた。

　彼は花芯を舐りながら、くぐもった声を出す。

「イッていいんだよ」

　いっそう激しく舌と唇を使って愛芽をしゃぶられる。

　瞬く間に悦楽の頂点へ押し上げられた肉体は、甘い芯に貫かれた。

「あっ、あっ、あんぁあ──……っ、……あっ……ふ……」

　腰の奥に溜まっていた熱の塊が弾け飛んだ。

　びくびくと腰を揺らし、どぷりと愛液を溢れさせる。

　極めた体の熱は冷めない。いつまでも彼から与えられた快楽の残滓が肌に絡みついていた。

　これが、達するということなのだ。

　初めての経験に悦んだ肉体は、甘く引き絞られるように痺れている。

　小刻みに震える唇に、身を乗り上げた翔真さんは接吻した。

「ふ……ん……」

　まるで震えを止めるためのような優しいくちづけに、忘我の境へ飛んだ魂は落ち着きを取り戻す。

　ゆっくり瞼を開けると、滴るほどの色香を湛えた精悍な相貌が眼前にあった。

「可愛いよ。きみを、俺のものにしたい」

　低い声音は切迫した色を帯びていた。

　鼓膜を甘く震わせるその声だけで、達した体は熾火が炙られるかのように燃える。

　ひくつく蜜口は愛蜜を垂らし、雄の昂りに貫かれる準備が整っていた。達したはずなのに空虚な体を埋めたいという欲を、本能で感じ取る。

　濃密な愛撫に蕩けた私は、彼に希う。

「翔真さんが、欲しい……」

　するりと淫らな欲求が唇から零れる。

　口端を引き上げて妖艶な笑みを見せた翔真さんは、スラックスと下穿きを脱ぎ捨てた。

　露わになった雄芯は長大で、天を衝いている。

　そんなに大きなものが体の中に入るのだろうかと思うけれど、凝視していたことに気づいた私はそっと目を逸らした。

　彼はすぐに挿入することはせず、私の頬を大きな手のひらで優しく包み込む。

「俺の気持ちは変わりない。きみが好きだから抱きたいし、いずれ結婚することを望んでいる。いや、必ずきみと結婚する。だから俺を信じてほしい」

「翔真さん……」

　真摯な双眸を向けられ、私の胸が切なく引き絞られる。

　彼は真剣に私との未来を考えてくれるのだという思いが伝わった。

　翔真さんを受け入れたいという気持ちが胸に湧く。

　肉欲に流されるのではない。同情でもない。

　翔真さんを好き……という恋心は表明できるほど固まっていないけれど、彼を信じたいと強く思えた。

「私は、翔真さんを信じます」

　はっきり告げると、彼は安堵したように目を細める。

「ありがとう。きみとの子どもが欲しいから、ゴムをつけないで、きみの中に入らせてほしい。いいかな？」

　妊娠するために、中で出すということだ。翔真さんは初めから私との子どもが欲しいと言っていたし、子どもが結婚の条件になっているのだから、それは当然だと思えた。

　私の心中に戸惑いはなかった。

　彼との赤ちゃんが欲しいな……と思えた。

　それは翔真さんを信じているから。

　たとえ彼と結婚できなかったとしても、彼が私との結婚や子どもを望んでくれているという気持ちに嘘偽りはないとわかっているから、子作りにためらいはなかった。

　微笑を浮かべた私は、こくりと頷いた。

「いいです……。私も、翔真さんとの赤ちゃんが欲しいなって思っています」

　感激したように目を見開いた翔真さんは、きつく私を抱きしめる。

「あぁ……好きだよ。きみと子どもに責任を持つから、安心して俺に身を委ねてほしい」

　強靱な腕に包み込まれ、ほうと安堵の息をつく。

　私は手を回して、彼の剛健な背中を抱きしめ返した。

　話し合ったことで、私の覚悟もついた。もし彼が確認してくれなかったら、行為が終わったあとに妊娠への不安がよぎったかもしれない。

　ふたりで相談して決めたことなら、迷いはない。

　ちゅ、と頬にくちづけを落とした翔真さんは、そっと私の体を褥に横たえる。

　両脚を抱え上げると大きく開き、強靱な腿の上に跨がらせた。

　そうすると、濡れた秘所を猛った雄芯がまっすぐ狙い定める形になる。

「ゆっくり挿れるからね」

「はい……」

　私の腰を撫で上げた翔真さんは、蜜口に熱い先端をあてがう。

　ぐっと太いものが挿し入れられ、濡れた蜜口を押し広げる。

「あっ……あ……あぁ……ん」

　ぷつん、と糸のようなものが切れたのがわかった。

　ずぶずぶと熱くて硬い雄芯を沈められる。

　ゆっくりと、媚肉を優しく舐めるように。

　とてつもない大きさの剛直が襞を押し広げながら、濡れた蜜洞を満たしていった。

　圧倒的な質量が膣内に挿入されていくという凄絶な感覚により、まともに息ができず、はくはくと浅い呼吸を繰り返す。

　すると片手を取られ、指を絡め合わせてつながれた。強靱な肉体が覆い被さり、私の体をすっぽりと隠す。

　つながれた手から伝わる熱が、体の奥深くまで浸透して、惑う心を鎮めさせた。

　ぐっと、奥まで極太の楔を挿入される。すべてを収めきった翔真さんの先端が、とんと最奥を突く。

「んっ」

　甘い刺激に喉を反らせると、優しく髪を撫でさすられた。

　彼の額には汗の粒が煌めいている。

　きっと挿入するほうもつらいのだろう。

　私だけが苦しいわけではない。翔真さんも同じ痛みと、そして甘い心地よさも分け合い、感じているのだと思うと心強かった。

　彼は掠れた声で訊ねる。

「全部、入ったよ。痛くない？」

「い……痛くはないけど、おっきいの……苦しくて……」

「馴染むまで待つから、深呼吸して」

　言われた通りに深呼吸すると、少しだけ苦しさが和らぐ。

　翔真さんは私の背に腕を回して、ぎゅっと抱きしめた。

　彼の体の重みが心地よい。じんわりした熱い体温に包まれて、ほうと安堵の息が漏れた。

　翔真さんが体の中にいるのが、こんなに心地いいなんて……。

　私も腕を伸ばして、強靱な背を抱きしめる。

　そうして抱き合い、心身ともに甘美な陶酔に浸る。

「そろそろ、動いてもいいかな」

　耳元に呼気を吹き込まれ、ぞくりと甘い疼きが走る。きゅうと蜜洞が引きしまり、挿入された楔を包み込んだ。

「ん……動いて……」

　口元に笑みを刷いた翔真さんは、腕を立てて体を起こした。

「きみは極上の女だ。俺がじっくり育ててあげるよ」

　ずりゅ……と、濡れた媚肉を舐りながら、極太の雄芯が引き抜かれる。

　けれどすべては抜かず、先端が蜜口に引っかけられた。

　ぬぷぬぷと亀頭で蜜壺の入り口を愛撫され、たまらない官能が湧き上がる。

「あっ、はぁ、そこは……あ、あぁ……っ」

　感じるままに腰を揺らすと、ずぶりと硬い熱杭に最奥まで貫かれる。

　膣内をいっぱいに満たされたかと思うと、また幹は引き抜かれ、再び押し込まれた。

　ヌチュヌチュと卑猥な水音が抜き差しのたびに溢れる。ずぶ濡れの蜜洞が楔を美味しそうにしゃぶる音だ。その音色にいっそう快感が高められていく。

「あ……あん……すごい、気持ちい……」

　極太の剛直を呑み込んだ蜜壺は、せがむように蠕動する。

　ぐっと先端で最奥を抉られ、嬌声が零れてしまう。

「ひぁっ、あぁ……っ」

「可愛いよ。呑み込むのが、すごく上手だ」

　蕩けるような笑みを浮かべた翔真さんは逞しい腰を蠢かせ、立て続けに子宮口を突き上げた。ずくずくと獰猛な切っ先が奥の口に淫らなキスをして、その濃密さに酔いしれる。

　凄絶な愉悦が体中を駆け巡り、びくびくと腰が震える。

　快感を覚えるほどに、まとっている着物が乱れていく。私は振袖に描かれた桜を散らして、つないでいる翔真さんの手をきつく握りしめた。

「あ、やぁ、奥、やだ……変になっちゃう……」

「いいんだよ。もっと、俺を感じるんだ」

　太い亀頭で何度も奥の口にくちづけられ、目眩が起こるほどの快感の波にさらわれる。

　ズッチュズッチュと、力強い抽挿のたびに淫猥な音が室内に撒き散らされた。

　爪先がぴんと張り詰め、背がしなる。猛烈な熱に焦がされて、快楽の命じるままに、頂点へ駆け上がった。

「あぁ、あっ、あっ、あんん……んぁ──……っ、あっ……あぅ……」

　苛烈な悦楽が走り、甘い芯に貫かれる。

　瞼の裏が白い紗幕で覆われた。極上の快感に浸りきった体が、ふわりと浮き上がる感覚に包まれる。

「中で、出すよ。いいね……？」

「あぁ……出して……」

　甘く痺れた舌で放出を促す。

　低く呻いた翔真さんは、ぐっと腰を押しつけた。最奥で爆ぜた雄芯の先端から、濃厚な精が迸る。

　私は白い世界に没入したまま、彼の精を受け止めた。

　これで彼の子を、孕んでしまうかもしれない。

　その想いを期待をもって迎えられた。胸には愛しさが占めている。

　霞む意識の中でぼんやりしていると、体を重ねた翔真さんは頰を擦り合わせてくる。しっとりとした彼の肌の感触が安堵をもたらした。

「すごく可愛かった。好きだよ」

「あ……」

　とくん、と胸が弾む。

　翔真さんに『好き』と言われて嬉しかった。私の胸にも恋心が育まれているのを感じたから。

　間近から私の顔を覗き込んできた翔真さんは、愛しいものを見つめるように双眸を細める。

　情欲に濡れた瞳に愛しさの欠片がちりばめられているのを目にし、とくとくと鼓動が甘く鳴り響く。

　きつく私の体を抱きしめた翔真さんは、チュと唇に優しいキスをした。

　私の意識は彼の温かな腕の中で、溶けていった。







二章 溺愛御曹司と同棲生活








　ラグジュアリーホテルでの濃密な初体験から、数日が経過した。

　仕事を終えてアパートに帰宅した私は、まだ夢に包まれているかのような気分でいた。とさりと鞄を置くと、ぼんやりしたままソファに座る。

　翔真さんと体を重ねた翌朝、彼は私を恋人のように大切に扱い、何度もキスをした。「体は平気か」と気遣ってくれて、一緒にシャワーを浴びたあとは、インルームダイニングで朝食をともにした。寝乱れた着物はきちんと衣桁にかけられ、その下には草履がそろえられていたので、きっと私が寝ている間に翔真さんが片付けてくれたのだろう。

　だけどレンタルした着物を返却して日常に戻ってきたら、すべてが夢だったような心地になる。

　私と翔真さんが婚約者になったなんて、どうしても信じられない。

　なぜなら、彼は会社ではこれまでと変わらない態度で接してくるからだ。仕事なので当然だけれど、あの日のことに彼がひとことも言及しないので、私も上司として応対している。

　もしかすると、契約婚だとか、ディナーとか、果ては処女を捨てたことまで、すべて私が見た幻想だったのではないか。

　そう思った私はクローゼットを開けて、ジュエリークロスに包んでいるものを、そっと摘まんでみた。大粒のダイヤモンドの指輪は、極上の煌めきを放っている。

　その輝きが、あの日のことがまぼろしではないと伝えてくる。

　だけど翔真さんがあれからなにも言わないので、私のほうからもあえて訊ねるわけにはいかなかった。

　私は彼からなんの言質を取ろうとしているのだろうか。

　好きだとか、責任を取るとか、改めて聞きたいなんて願っていないはずなのに。私は契約婚の相手というだけなのに。

　考え出すと止まらなくなり、不安ばかりが募ってしまう。

「……夕ごはんにしようかな……」

　ぽつりとつぶやいた私は、指輪を元通りクローゼットにしまった。大切な預かり物なので、もちろん会社につけていくことはせず、こうして保管している。

　気を取り直し、ジャケットを脱いで台所に立つ。

　１Ｋのアパートは狭いながらもキッチンがついているので、自炊している。

　冷蔵庫を開けようとしたとき、ピンポーン……と呼び鈴が鳴った。

　大家さんだろうか。流し台から手が届く範囲に扉があるので、私は来訪者に声をかける。

「どなたですか？」

「俺だよ。きみの婚約者、天空寺翔真だ」

　翔真さんが名乗った肩書きに、思わず噴き出しそうになる。

　私は慌てて鍵を外し、玄関扉を開けた。

　そこには微笑を浮かべた翔真さんが凜然と佇んでいる。

　漆黒のスーツ姿は何度見ても惚れ惚れするほど格好いい。会社にいたときと同じスーツなので、職場から直行してきたようだ。

「翔真さん！　なにかご用ですか？」

「お姫様をさらいにやってきた」

「な、なにを言ってるんですか。というか、どうして私のアパートを知ってるんです？」

　悠々と玄関をくぐった翔真さんは、三和土に入ると玄関扉を閉めた。

　狭いアパートなので、彼ひとりが立っただけで三和土はいっぱいだ。

「俺はなんでも知っている。婚約者のきみの住所くらい、知っていて当然だろう」

「婚約者の話、夢じゃなかったんですね……」

　翔真さんは眉をひそめた。

「そんなわけないだろう。もしかして、俺に抱かれたことも夢だと思っていたのか？」

　情事があったことを示唆されて、かぁっと私の頬が火照る。

「だって、会社では翔真さんはなにも言わないし、もしかして私が幻想を見たのかなと思いましたよ」

「会社であのことを話すのは、さすがにね。だからプライベートではきみを大切に扱いたいんだ。婚約者のきみをひとりでここに住まわせておくわけにはいかないから、今すぐに俺のマンションで同棲しよう」

「え……今すぐですか!?」

「そう。今すぐだ。このまま抱き上げてさらってもいいけど、荷物をまとめる時間が欲しい？」

　にこやかに微笑んだ翔真さんが、茶目っ気たっぷりに両手を広げて抱き上げる仕草を見せる。

　驚いていた私だったが、彼の言葉に何度も頷く。身ひとつでさらわれるのは遠慮したい。

「ぜひ。身の回りのものだけでも持っていきたいです」

「わかった。それじゃあ、十分くらい猶予をあげようかな」

　悠々と腕時計を眺めた翔真さんに背を向け、私は大急ぎで出張用のスーツケースに身の回りのものを詰め込んだ。

　強引すぎるとは思うものの、彼は上司であり、私の婚約者なのだ。しかも時間は十分しかない。抗議などしていたら、あっという間に時間が経過してしまう。

「ええと、洗面用具と化粧品と、それから替えのスーツと……」

「どうしてもというものだけでいいよ。沙織が欲しいものはなんでも俺が買ってあげるから」

「そういうわけにはいきませんよ！」

　とりあえず出張するときに必要なものを主に選ぶ。忘れずにクローゼットの中の婚約指輪を取り出して、クロスごとジュエリーケースに入れた。そうして十分以内にスーツケースの蓋を閉じる。

　ジャケットを羽織った私は部屋の照明を消すと、スーツケースを携えて、翔真さんの前に立った。

「お待たせしました。準備ができました」

「それじゃあ、行こうか。念のため言っておくけど、沙織の自由を奪おうというわけじゃない。ここへ荷物を取りに戻りたいときは、いつでも来ていいんだよ。ただし、俺と一緒にね」

「……わかりました」

　とりあえず了承しておく。反抗する理由もないので、ひとまずは彼のマンションへ行き、ゆっくり今後のことについて話し合おう。

　翔真さんは私が想像するより、かなり過保護な性分のようだ。

　彼は私の手からさらりとスーツケースの取っ手を奪うと、軽々と運んだ。

　部屋の戸締まりをした私は、先に階段を下りた翔真さんの背中を追いかける。

　すると、アパート前の道路脇にはとてつもない高級車が停まっていた。純白の高級車のトランクを開けた翔真さんは、そこにスーツケースを積み込む。どうやらこの高級車が彼の車らしい。

　助手席のドアを開けた彼は、呆然としている私を促す。

「さあ、どうぞ。俺の花嫁」

　まだ結婚すると決まったわけではないのに、堂々と私を『花嫁』と呼ぶ翔真さんに微苦笑を零す。

　ここで結婚について話していたら長くなりそうなので、とりあえず私は車に乗り込んだ。

　ドアを閉めた翔真さんは運転席側に回り込む。

　車に乗った彼はシートベルトを締めると、エンジンをかける。飴色のギアは高級感があり、座席は革張りのシートだ。豪華な内装に慣れない私は、落ち着きなく車内を見回す。

　ゆっくりと滑り出した車は軽快に夜の街を走行した。

　ハンドルを握った翔真さんは、ふと口を開く。

「実を言うとね、断られるかと思っていたんだ」

「……え？　マンションへ行くことをですか？」

「それもそうだけど、恋人として両親に紹介したから、そこから否定されるかな、とね」

　あのときは翔真さんになんらかの事情があるのだと察したし、ご両親の前なので話を合わせなければと必死だった。否定するなんて、私は思いもよらなかった。

「あの場で、『恋人じゃありません』なんてご両親に言ったら、大変なことになるかと思いまして。どうにか話を合わせないといけないと思ったから、必死でしたよ」

「そうだね。きみは俺の立場を考えて対応してくれた。でも、俺に抱かれることまでは義理立てすることはなかったはずだ」

「そ、そうかもしれませんね……」

　翔真さんがやたらと、私を抱いたことについて念を押すので、恥ずかしくなってしまう。

　羞恥を覚えた私は熱くなった顔をうつむかせた。

「だから、きみは俺に好感を持っていると、期待してもいいのかな？」

「好感は……持ってます。嫌いな人とああいったことは、しませんよ」

　もし、翔真さんが嫌いだったなら、そもそも見合いの付き添いを頼まれた時点で断っているだろう。

　彼に好感を抱いているからこそ、私は彼の力になってあげたいと思ったのだ。

　義理で抱かれたわけではない。

　彼に抱かれたのは、私の意志だ。

　だからもしも妊娠したら、私は彼と子どもに対して責任を持ちたいと思う。翔真さんが私にそう言ってくれたように、私も同じ思いだった。

　あくまでも、もし妊娠したら……という話だけれど。

　嬉しそうに微笑んだ翔真さんは、前方を見ながら声を弾ませる。

「それじゃあ、俺のマンションで同棲することも、了承してくれるね？」

「了承もなにも、翔真さんが強引に連れてきたんじゃないですか」

「はは。そうなんだけどね」

　困惑はあるけれど、嫌なわけではなかった。

　強引だけれど、私を気遣ってくれる翔真さんに惹かれている自分がいる。

　ややあって、車は高級住宅街に辿り着く。その区域にある豪勢なマンションの地下駐車場に、車は滑り込んだ。

「ここが自宅なんですか……。すごい高級物件ですね」

「コンシェルジュは常駐しているし、防犯面は万全だよ。戸数の少ない低層マンションだから住みやすいと思うな」

　翔真さんの家なのに、彼は住み心地のよさをアピールした。

　車を降りた彼はスーツケースを引くのとは別の手で、私の手を掬い上げる。

　エレベーターに乗り込んだ私たちは、地下から三階へ上がる。

　廊下には瀟洒な絨毯が敷かれていて、高級感が滲み出ていた。

　到着した三階の角部屋には華麗な蔓模様の門がついている。

　門を開けた翔真さんは、カードキーをかざして解錠した。

　重厚な扉が開かれる。

　スーツケースを人質にとった翔真さんは悠然として、私を招き入れた。

「どうぞ、入って。今日からここがきみの家だ」

「……お邪魔します」

　まだ住むと決めたわけではないのだけれど……と言いたいところだが、先ほどの話で私は同棲を了承したも同然なのだった。

　婚約者であることは確かなので、こうなったら翔真さんと同棲するしかないだろう。

　広い玄関は、私が住んでいたアパートの数倍はあった。長い廊下を進むと、三十畳はありそうな広々としたリビングに入る。瀟洒な室内はアイボリーの絨毯やカーテンでまとめられ、オレンジ色のソファがアクセントになっている。まるでモデルルームのような素敵な部屋だ。

　隣室にはシステムキッチンがあり、重厚なダイニングテーブルが鎮座している。

　スーツケースを置いた翔真さんは、豪華な部屋に驚いて呆然としている私に言った。

「家の中は好きに使ってくれていいから。空いてる客間があるから、そこを沙織の部屋にしていいよ」

「ありがとうございます……」

「案内するよ。着替えたいだろう？」

　自室があるということで、安堵した。さすがに着替えをするところなどは見られたくない。

　翔真さんはスーツケースを持つと、廊下にあるひとつの扉を開ける。

「ここだよ。欲しい家具なんかがあったら、いつでも言って」

　部屋を覗くと、使っていない客間らしくシンプルな内装だった。

　家具はないものの、収納はクローゼットがついているので充分だろう。

　けれど、ふと私は肝心なものが必要なことに気づく。

「あのう、ベッドがないですが……クローゼットに布団は入っていますか？」

「ああ、この部屋にはベッドも布団もないんだ」

「それじゃあ、アパートから布団を持ってき……」

　布団を持参するのを失念していた私が部屋から出ようとすると、ぐっと翔真さんに肩を抱かれて引き寄せられる。美麗な笑みを浮かべた彼は、戸惑う私の頤を、くいと掬い上げた。

　彼の端正な顔が眼前に迫ってきて、どきんと胸が弾む。

「俺のベッドで一緒に寝よう。俺たちは婚約者なんだから、当然だろ？」

　強引に距離を縮めてくる翔真さんに、かぁっと私の顔が火照る。

　でも、嫌ではないから困ってしまう。

　添い寝だけでなく、セックスもするのかな……。

　途端にスイートルームでの濃密な一夜を思い起こしてしまい、体が疼きそうになる。

　私は曖昧に頷くと、彼の腕から逃れ、スーツケースを開けてエプロンを取り出した。

「と、とりあえず、夕食にしましょう。なにか作りますね」

　すると、エプロンを着けようとした手を取られる。

　翔真さんは榛色の澄んだ双眸を向けてきた。

「言っておくけど、同棲するのはきみを家政婦にするためじゃない。俺は、家事は女の仕事だとは思ってないんだ。家事をどうするかは、ふたりで相談して分担しよう」

「わかりました」

　私はひとり暮らしをしていたので、家事をするのは慣れているけれど、会社員をこなした上に塵ひとつ落ちていないマンションの掃除をすべてするのは大変だろうと思う。翔真さんが女性である私に家事を押しつけず、分担しようと言ってくれたので、とても心強かった。

「だから今夜の夕食は一緒に作ろうか。俺も少しは料理ができるから、沙織とふたりで作りたいな」

「そうですね。私も共同作業してみたいです」

　私がそう言うと、翔真さんは瞠目した。

　なにか妙なことがあっただろうか、と首を捻る。

「どうしました？」

「共同作業というと、なんだか新婚みたいだ。きみは可愛い人だね」

　はっとした私は、『共同作業』という言葉が、結婚式の披露宴でよく使われる『おふたりの初めての共同作業』を連想させるのだと気づいた。

「えっと、そういうわけではなくてですね……」

「俺の花嫁は夫を煽るのがうまい。今日から楽しみだよ」

　頬を染めた私はエプロンを着けると、キッチンへ向かった。冷蔵庫を開けて、夕食に使えそうな食材があるかチェックする。

　薄切り牛肉のパックがあるのを見つける。野菜庫にはタマネギや人参などが豊富に入っていた。これから買い出しに行くのは大変なので、今夜はありあわせのもので作ってみよう。

「牛丼ができそうですね」

「よし、今夜は牛丼だな」

　夕食は牛丼に決まった。

　腕まくりする翔真さんに、私は牛肉のパックを取り出しながら訊ねる。

「翔真さんは牛丼を食べたことあります？」

「おいおい……俺だって牛丼屋で牛丼を食べるぞ。沙織は俺が毎日フレンチのフルコースを食べていると思ってないか？」

「そんなイメージがあります……」

「これでも自炊してるんだ。浪費家ではないし、酒はほとんど飲まないし、ギャンブルもしない。家事や育児を手伝うから、家庭的だ。きみの旦那さんに向いてるだろ？」

　微笑む翔真さんは、まるで忠実な大型犬が主人に向けるかのように純粋な目で見つめてくる。

「そ、そうかもしれませんね」

　猛烈なアピールに微苦笑が零れる。決して嫌な気分ではなかった。それどころか、これからの生活への安心感が胸に湧く。

　調理台に向かった私はタマネギを刻んだ。その間、翔真さんは白米を研いでくれる。

　ところが彼は炊飯器に釜をセットすると、私の背後にやってきた。彼は長い腕を回し、抱きしめてくる。

「あ、もう、翔真さんったら。危ないですよ」

「今日からいつでもきみに触れていられると思うと、嬉しくてたまらないんだ。もう離さないよ」

「調理中は離してくださいね」

　くすくす笑いながら諫めるが、翔真さんは私に甘えたいのか、腕の力を緩めただけだ。私の肩に、とんと顎をのせるので、彼の髪が頬に触れてくすぐったい。

「くすぐったいです……」

「可愛いな。キスしたい」

　甘い声で囁かれ、優しく鼓膜を撫でられる。

　彼の呼気が頬にかかり、とくんと心臓が跳ねた。

「あの……」

　振り向くと、チュ、と雄々しい唇が私の唇に触れる。

　くちづけは甘くて柔らかくて、蜜の味がした。

　かぁっと頬が熱くなる。愛しげに双眸を細めている翔真さんの視線が絡みつく。

「毎日こうして、キスしようね」

「……毎日ですか」

「負担に思わなくていいよ。俺からきみにキスするから。きみは受け止めてくれるだけでいい」

　苦笑していると、さらに翔真さんは執愛を発揮する。

「セックスも毎日しよう。きみを抱きたくて、たまらなかった」

「えっ、それも毎日ですか？」

「もちろん。俺たちは親が認めた婚約者同士だよね。誰にも咎められない関係だ。俺はきみのことが好きだから、毎日でも抱きたい。きみの体調が優れないときは無理はさせないから、安心して」

「それは……お気遣いいただき、ありがとうございます……」

　説得力の嵐に、反論が思いつかない。

　つい先日まで処女だったのに、今日から毎晩のように彼とセックスするなんて、羞恥と期待が胸のうちで綯い交ぜになる。

　動揺した私はタマネギを、みじん切りにしてしまった。

　それにもかかわらず、翔真さんは出来上がった牛丼を美味しそうに食べてくれた。




　翔真さんと同棲生活を始めてから、二か月が経過した。

　同棲は順調で、私たちは穏やかに暮らしている。

　彼は愛情深く、優しく、そして過保護だった。

　おはようとおやすみのキス、それにおかえりのキスなど、毎日何度もくちづけてくる。それにマンションにいるときは、隙さえあれば私にくっついてくるので、いつも体のどこかを触れ合わせている状態だ。

　それまで人肌がどんなに温かいものか知らなかった私は翔真さんの愛情に包まれ、凪いだ海のような、ゆるりとした気持ちで過ごし、時には彼と愛欲に溺れていた。

　バスルームには一緒に入り、ともに入浴する。彼に体を洗われ、キスされて愛撫され、そのままセックスすることも、ままある。

　今もバスタブの中で抱えられながら、彼の雄芯を蜜壺で咥え込んでいた。

　背中にぴたりと強靱な胸が密着している。彼の腕は私の体に回されて、湯に揺れる胸をゆるゆると揉みしだいていた。

「あ、あん……翔真さん、気持ちい……」

「ここがいい？」

　ぐいっと逞しい腰を突き上げられる。

　蜜洞にすっぽりと収められた肉槍の切っ先が、感じるところを抉る。

　そうされると、体の中心を甘い芯が貫く。

　極上の快感に溺れた私は、淫靡な声を漏らした。

「あっ、あん、すごい……いい……」

「もっと可愛い声を聞かせて」

　淫猥に囁いた翔真さんは、後ろから私の首筋にくちづける。

　ずくずくと剛直で媚肉を擦り上げられながら、きゅっと両の乳首を指先で摘ままれる。

　彼に与えられる凄絶な快楽は、瞬く間に絶頂へと導いた。

「あっ、あっ、あぅ、あはぁ──……っ、ぁ……ん……」

　チャプチャプと湯が激しく波打つ。

　霧が立ち込めているような白い世界に包まれながら、がくがくと腰を揺らす。

　きゅうっと蜜洞が引きしまると、翔真さんが低い呻き声を上げた。

「っく……」

　子宮口にぴたりとくちづけた雄芯が爆ぜた。濃厚な白濁が胎内に注ぎ込まれる。

　彼は最後の一滴まで絞るように、小刻みに腰を動かした。

「まだ、出るよ」

「あ……あん……」

　快楽の尾が長く引いて、私も夢中になり腰を揺らめかせる。

　ようやく温かな湯に身を浸している感覚がよみがえり、体から力が抜けた。

　浅く息を継ぎながら、強靱な胸にもたれる。

　私の体をしっかりと抱き留めている翔真さんは、耳朶を淫蕩に舐め上げた。

「もう一回、いいかな？　まだまだ、きみが足りない」

　そう言うと、彼は熟れた乳房を大きな手のひらで揉みながら、逞しい腰を突き上げた。

　まったく力を失っていない楔は獰猛に膣内を舐る。

　達したばかりの体は再び快感に呑まれていく。弓なりに背を仰け反らせた私は、感じるままに腰を振った。

「あ、あっ、そんな……あぅん……翔真さ……ん、あっ、はぁ……」

「気持ちいい？」

「あっ、はん、いい……気持ちい……」

　愛欲の沼にずっぷりと浸かり、抜け出せない。

　バスルームの淫戯は延々と続けられた。私が彼の子種を、たっぷりと呑み込むまで。




　翔真さんは絶倫で、毎日のように何度も私を求めてきた。

　彼と体をつなぐまで処女だった私だが、同棲してからは濃密な夜を過ごしているので、心身ともに艶めいた気がする。

　なにも知らなかった頃とは比べものにならないほど、男性の体とセックスを知り、愛欲を貪ることを覚えた。

　けれど翔真さんは私の体や、子作りだけが目当てというわけではなく、私を大切に扱ってくれている愛情を感じられた。

　情事のあとに抱き合って、「好きだよ」と囁かれると、女として満たされるのを感じる。

　翔真さんが私に優しく接してくれるのが、彼への信頼につながっていた。

　彼の愛が重いので困ってしまうこともあるけれど、それが愛されている証のようで、嬉しいのも確かだ。

　とはいえ、会社では私が翔真さんの婚約者ということは秘密である。

　あくまでも契約婚みたいなものだから、私はふたりの間柄について誰にも話さなかった。社内では翔真さんも上司として私に接している。

　とある日、役員会議の前に資料を配っていた私は、座っている翔真さんがふとこちらを振り向いたので、どきりとしてしまう。

　次は彼に資料を配るので、妙に意識した。

　ところがテーブルに資料を置いて、手を引こうとしたとき。

　翔真さんが手を動かしたので、誤って彼の手にぶつかってしまう。

　その途端、どきんと鼓動が跳ねるが、平静を装う。

「失礼しました」

「ああ。大丈夫かい？」

　私は軽く一礼する。

　もしかして、翔真さんはわざと手を触れさせたのではないかと邪推した。

　会社ではふたりの仲は秘密だから、思わせぶりなことはしないでほしいのだけれど。

　でも、本当に偶然かもしれない。私は翔真さんに大切にされすぎて、傲慢になってはいないだろうか。

　翔真さんに愛されている……なんて、おごるのはいけない。

　そもそも同棲しているというだけで、本当に結婚すると決まったわけではないのだから。

　私はあくまでも契約婚の花嫁。

　結婚には『子どもができたら』という条件がついている。

　だから、妊娠しなかったら、いずれふたりの関係は終わるのだ。

　翔真さんのご両親もそれを望んでいるようだし、私はひとときの婚約者かもしれない。

　御曹司の翔真さんと、平凡な私が結婚できるわけないよね……。彼を好きにならないよう気をつけないと……。

　本当に彼を好きになったら、別れるときに傷つくのは私だ。

　そんなことを考えていた私は、かぶりを振った。

　仕事中なのだからプライベートなことは考えないようにしないと。

　心の中に抱えているせいか、つい翔真さんとのことを思い悩んでしまう。

　資料を配り終えたので、私は会議室を出た。

　残った資料を抱えてエレベーターホールへ向かう。

　すると、すれ違った男性が、ドンと肩にぶつかってきた。

「きゃ！」

「あっ、すみません！」

　ばさりと床にちらばった資料を、慌てて拾い集める。男性は謝っただけでなく、屈んで拾ってくれた。

　彼は資料を拾っている私の手を、そっと制する。

「どうか、桜井さんは屈まないでください。ぼくが悪かったんですから」

「あ……でも……私の荷物ですので」

　彼は同じ部署の人だった。仕事の話しかしたことはないが、紳士的で親切な同僚だ。

　手早く資料を拾い集めた彼は、私に手渡す。

「急いでいたので、前をよく見ていませんでした。申し訳ありません」

「とんでもありません。私が不注意だったんです」

　互いに頭を下げる。

　話はこれで終わるかと思ったが、彼はふとなにかに気づいたように目を瞬かせた。

「桜井さんは最近、すごく綺麗になりましたよね。なにかあったんですか？」

「えっ？　……いえ、別に、なにもありませんけど……」

　私はそんなに変わったのだろうか。

　確かに処女だったときとは比べものにならないくらい、愛欲を知った。翔真さんに濃密に愛されて、彼とのセックスに溺れているかもしれない。

　自分ではわからないけれど、他人に気づかれてしまうほど以前とは雰囲気が異なるようだ。

　そのとき、エレベーターホールに翔真さんが佇んでいるのに気づいて、はっとする。

　資料を片手にした翔真さんは、硬い表情で私に話しかけてきた。

「桜井さん、この資料なんだが……」

「それでは、ぼくはこれで」

　一礼をした同僚はエレベーターに乗り、去っていった。

　彼の背を見送った翔真さんは、不機嫌な声を出す。

「なにを話していたんだ？」

「なにも……落とした資料を拾っていただいたんです」

「ふうん」

「それより資料について、なにか不備がございましたか？　天空寺専務」

　翔真さんは眉をひそめたが、社内なので上司として接するのは当然だ。

　なにもやましいことなんてないのだけれど、なぜか翔真さんに対して後ろめたい気持ちがあった。

　ぎこちない笑みを浮かべた私は、翔真さんと仕事のことのみを話した。




　その日の業務を終えると、翔真さんの高級車で連れ去られるようにマンションへ帰宅する。今日の彼はなぜか不機嫌を漲らせており、車中では無言だった。

　心当たりがあるので、私は恐る恐る彼に話しかける。

「あの……翔真さん。怒ってるんですか？　エレベーターホールでのこと……」

「当然だ。俺が見たときは、屈んだきみと男性社員がキスしそうなほど顔を近づけていた」

「そんなに近づいてないですよ！　それに資料を拾ってもらっただけですから」

「そうかな？　そのあと彼は沙織に『綺麗になった』などと話していただろう」

　いつの間にか、翔真さんはしっかり聞いていたようだ。

　気まずくなった私は目を逸らす。

「……言われましたけど、単なる社交辞令ですよ」

「男が女性に対して言う『綺麗になった』は口説き文句だ。好意がなかったら出てこない」

「決めつけないでくださいよ。それに、私には翔真さんがいるんですから、ほかの男性に褒められたから好きになるなんて、あるわけないじゃないですか」

　ハンドルを操作しつつ、翔真さんは鋭い目つきでこちらを見た。

　だけどすぐに前方に視線を戻す。

「きみの口からそんな仮定を聞くのさえ、虫酸が走る。きみは俺だけのものだ。俺たちは婚約者なんだぞ」

「わかってますよ。でも、契約婚でしょう？　翔真さんのご両親も、私たちが条件を満たさずに破談するのを望んでいるみたいですし……」

「沙織は、破談にしたいのか？　きみは俺に『好き』と一度も言ってくれたことがない。それなのに仮定の話では、好きになると言えるんだな」

「それは、その……仮の話だから……」

　うろうろと視線をさまよわせた私は、彼になんと言ったらよいのかわからなくなり、口を噤んだ。

　翔真さんに『好き』と言わないのは、私の気持ちが固まっていないからだ。

　いずれ破談になると考えると、恐れみたいなものが湧いてくる。

　だから彼に堂々と好きなんて言えなかった。

「と、とにかく、エレベーターホールでのことは誤解ですから！」

「……わかった」

　翔真さんは硬い声音でつぶやいた。

　同僚の男性とはなにもないわけだし、契約婚のことだって、ありのままを語っただけなのだから、非難される筋合いはない。……と、思う。

　なぜか喧嘩のようになってしまった私たちは、マンションに到着しても、それきり無言でいた。

　ところが玄関に入った途端、翔真さんは私の体を軽々と掬い上げて横抱きにする。

　肩から落ちた鞄が、どさりと床に転がった。

「きゃ……お、下ろしてください！」

　手足をばたつかせるけれど、しっかりと抱えられているので身動きがとれない。

　私を抱えたまま翔真さんは廊下を通り、バスルームの扉を開けた。

「だめだ。俺はとても腹が立っている。きみを抱かないと収まらない」

　彼は大股で脱衣所を越えて浴室に踏み込む。

　そこでようやく私の体が下ろされた。

　ほっとしたのも束の間、翔真さんはシャワーのコックを捻る。

　するとレインシャワーから、勢いよく水滴が降り注いだ。

　雨に打たれたかのように、瞬く間に服が濡れてしまう。ふたりとも、スーツを着たままなので、びしょ濡れになった。

　翔真さんはジャケットを脱ぎ捨てると、壁に手をついて私の体を縫いとめた。

　はっとして顔を上げる。彼の双眸は炯々と光り、情欲を露わにしていた。

　欲情されていることを意識して、体の芯がぞくりとする。

　雄々しい唇が迫り、噛みつくようなくちづけが与えられて、息を呑む。

「ふ……っ」

　性急にもぐり込んできた獰猛な舌に、怯える舌が搦め捕られる。

　きつく吸い上げられ、くらりと目眩が起こる。

　くずおれそうになる体をきつく抱き留められて、水音に混じりながら濃密なキスを交わした。

　濡れた舌を絡め合い、粘膜を擦り合わせる。混じり合う互いの唾液を嚥下した。

「あ……ん……んく……」

　貪るようなキスは雨粒みたいなレインシャワーが降る中、永遠のごとく続けられる。

　やがて唇が離されるけれど、吐息のかかる距離から翔真さんは私を見据える。彼の眼差しには愛しさの中に切なさがこもっていた。

「きみは俺だけを見ていろ。ほかの男を見るな。ほかの男にも触れるな」

　熱情を込めて告げられ、心の奥がきゅんと高鳴る。

　もしかして……翔真さんは嫉妬しているの？

　彼と濃厚に視線を絡めるだけで、体が熱く昂っていく。

「私には翔真さんだけです。どうしたら、わかってくれるんですか？」

　どうすれば信じてもらえるのだろう。私の心は翔真さんだけに向いている。ほかの男性に惹かれるなんて、ありえなかった。

　翔真さんの手が私のジャケットを脱がせ、スカートも引き下ろす。ずぶ濡れになって肌に貼りついているブラウスを、彼は丁寧な手つきで剥がしながら、不敵な目を向けた。

「なんでもできる？」

　こくん、と私は唾を呑み込む。

　できる、と言ったら、とても卑猥なことが待っている気がする。

　けれど戸惑う反面、期待に胸が弾んでいた。私はそんな淫らな女ではなかったはずなのに、どうしてこんなにどきどきするのだろう。

　迷っている間に、翔真さんは私のキャミソールを脱がせる。

　水色のキャミソールが、まるで水溜まりのように床に落ちた。

　このまま返事をしないと、裸にされてしまう。

　彼の手がブラジャーのホックにかかったとき、私は言った。

「な、なんでもできます」

　そう言うと、長い睫毛を水滴で飾った翔真さんの双眸が、すうっと細められる。

　彼はホックから手を離した。

　ほっとした私は、彼の濡れたシャツに手をつく。

　すると翔真さんは自らの手でベルトを外した。

「それじゃあ、俺のものを、しゃぶってくれ」

　低い声音で告げられ、ずくりと腰の奥が疼く。

　何度も体を重ねたけれど、雄芯を口淫するのは初めてだ。

　いつも彼の濃厚な愛撫でとろとろに蕩かされ、楔に貫かれて揺さぶられているうちにわけがわからなくなってしまう。だけど今日は、私のほうから翔真さんを愛するのだ。

　それにこれは、私には翔真さんだけという証明なのだから……。

　どきどきしながら床に跪くと、彼の股間が目の前にあった。すでにスラックスは膨らんでいて、彼が興奮していることを表している。

　ごくりと唾を呑み込んだ私は、覚束ない動きでファスナーに指をかけ、引き下ろす。

　それだけでもう鼓動が逸り、高揚感に包まれた。

　まるで娼婦のように男性に奉仕するなんて、少し前の私ならできなかっただろう。

　でも今は、彼を独占しているという喜びが胸に湧いた。

　顔を上げて翔真さんを見ると、降り注ぐ水滴の向こうに、獣めいたぎらつく双眸が絡みつく。

　目を合わせながら、両手でそっと楔を取り出す。それはすでに屹立していて、雄々しく天を衝いていた。

「裏筋から舐めてみるんだ」

　言われた通り、獰猛にそそり立つ雄芯の裏側に、ゆっくり舌先を這わせる。

　舌で触れた楔は火傷しそうなほどに熱かった。

　つう……と下から上に向かって幹を舐め上げる。すると、ぴくりと剛直が揺れた。

「……っく」

　翔真さんが押し殺した呻き声を上げた。

　私の濡れた髪を、大きな手のひらが優しくかき上げる。

「翔真さん……苦しいの？」

「いや、感じるから声が漏れるんだ。とても上手だよ」

　彼が感じてくれるのが嬉しくなり、大胆になった私は太い先端に唇を寄せる。

　艶めいた亀頭はとても大きく、口を開けていっぱいに頬張った。

　こんなに大きなものが、いつも私のお腹の中に入っているなんて……。

　翔真さんの中心が愛おしい。口腔に含んだ先端に舌を絡めて、ぬるぬると愛撫する。

「すごくいい。可愛いよ」

　褒美のように髪を撫でられ、楔を咥えた私は陶然とした。

　ぬるりと雄芯を喉奥まで呑み込む。唇を窄めて、じゅぷじゅぷと幹を出し挿れした。

　長大な楔のすべてを咥えることはできないけれど、口中の粘膜に擦りつけて懸命に扱き上げる。

　そうすると私の体の芯が燃え立つように昂り、まだ触れられてもいない腰の奥から、じゅわりと愛液が滲み出るのを感じた。

「んっ、ん、んふぅ……」

　夢中で愛でていると、さらに男根が膨らんでいく。ふいに頭上からくぐもった呻き声が聞こえた。

　そのとき、ぐいっと肩を押される。その拍子に唇から猛った雄芯が零れてしまう。

「……あっ」

　びゅく、と先端から噴き出した白濁が私の頰を濡らした。

　翔真さんが、私の口淫で達したのだ。

　見上げると、彼は荒い息を継いでいる。

　放出した雄の色香が漂い、どきんと心臓が跳ねた。

　とろりと滴り落ちる白蜜に指先で触れるけれど、すぐに降り注ぐシャワーの水滴で洗い流されてしまう。

　呆然としている私の前に膝をついた翔真さんは、目線を合わせてくる。

　まだ名残惜しくて、頰を辿る残滓に指を這わせていると、大きな両手で頰を包み込まれた。

　たった今、楔を愛撫していた唇を激しく奪われる。

　ふたりきりの雨に閉じ込められて、私たちは濃密なキスをした。

　翔真さんの舌に搦め捕られるのは、いつだって艶めかしい官能に誘われる。

　チュクチュクと敏感な粘膜を擦り合わせると、いっそう腰の奥が疼いた。

　やがて離れた互いの唇からは銀糸が伝う。それすらも水流に溶けていく。

「俺のものを、達するまでしゃぶったね。きみはもう、永久に俺だけの女だ」

　独占欲を露わにしたその台詞に、体の奥が、ぞくんと甘く悶える。

　ひたりと真摯な双眸に見据えられて、心まで濡れた。

　彼の執着愛に囚われるのは心地よくて、自ら甘美な沼に沈んでしまう。

　愛欲の沼に浸り、私は潤んだ瞳で翔真さんに問いかける。

「私は翔真さんだけのものです。これで、許してくれます？」

「いいや。許さないな」

「えっ、そんな……」

　いつもは紳士的な翔真さんは、セックスのときになると意地悪だ。

　彼は妖艶に微笑みながら、私のブラジャーを外す。白い双丘がまろびでると、水滴に濡れていく。膨らみに顔を寄せた翔真さんは、ちゅっと紅い尖りにくちづける。

「あっ……ん」

「もう硬くなってるな。俺のをしゃぶったら、感じたの？」

「ん……」

　その通りだけれど、恥ずかしいので曖昧に頷く。

　すると、むしゃぶりつくように獰猛に吸いつかれ、乳暈ごと口腔に含まれた。

　硬くなった乳首を激しく舐めしゃぶられる。もう片方の乳房も大きな手のひらに包まれ、きつく揉みしだかれた。

「あっ、あぁ……そんなに、したら……」

　たまらない官能が湧き上がり、強靱な肩にしがみつく。

　けれど彼の濡れたシャツの感触が心地よくて、やめさせるつもりが、引き寄せるような格好になってしまった。

　まるで口淫のお返しのように、翔真さんはねっとりと舌を絡めて敏感な先端をいじる。

　濃厚な愛撫により、乳首は痛いほどに張り詰めた。

「素直な体は可愛いよ。そんなにしたら、どうなるの？」

　そう訊ねた彼は、左の乳首を口に含む。

　すでに勃ち上がっている紅い尖りを、じゅうっと音を立てて吸い上げられた。体の芯を甘く引き抜かれるような感覚に、びくんと肩が跳ねる。

「あぁ……ん、……んっ、濡れちゃう……」

　背を反らせると、雄々しい唇に胸を押しつけるような格好になってしまう。

　遠慮なく舌で舐り回した翔真さんは、片手をショーツの中に差し入れた。

　淡い茂みを探られ、その奥の花襞に長い指が這わされる。

　そこはもう滴るほどの愛液により、ぬるついていた。

「ぐっしょり濡れてるな。奥も確かめてあげよう」

　彼の指が、つぷりと蜜口に挿入される。

　しとどに濡れている蜜洞は、ぬるりと指を呑み込んだ。

「あっ、あ……やぁ……」

　ずちゅずちゅと卑猥な音色を撒き散らしながら、濡れた花筒をさらにほぐすかのように長い指が抽挿される。

　水滴に塗れながら、ぎゅっと翔真さんの肩に掴まって、溢れそうになる快感に身を浸す。

「もっと太いものが欲しくないか？」

　耳元に吹き込まれる熱い吐息に、ゆるゆると首を振る。

　否定しているのか、それとも欲しいのか、自分でもよくわからない。ただ、熟れた肉襞を擦り上げる翔真さんの指に追い立てられて、官能がかきむしられる。その焦燥に耐えるので精一杯だった。

「一度、イッておこうか」

　指を引き抜いた翔真さんは私の前に屈むと、ぐっしょり濡れたショーツを脱がせる。

　再び蜜口に指が挿入され、ぬちっと音を立てた。彼は指を抜き差ししながら、獰猛な舌で花芯を舐る。

　感じるところを同時に愛撫されると、鋭い快感が腰を駆け巡り、立っていた足が乱れた。

「あぁっ、んぅ、それ、だめ……あっ、くぅ……ん、んん……っ」

　ぬちぬちと蜜口をいじられながら、敏感な淫核をねっとりと舐られる。

　切なくうねる甘い疼きが止まらない。熱く爛れた体は悦楽を貪り、頂点へ向かって這い上っていく。

「あ、あん、ふぁ、翔真さん、もう……っ」

「可愛いよ。イッていい」

　たまらず強靱な肩に縋りつくと、いっそう舌と指が激しく淫猥に蠢く。

　じゅぷじゅぷと滑らかに抽挿される彼の指を、きゅんと引きしまった媚肉が食いしめた。そうすると、より肉襞で咥え込んだ指の感触を意識してしまう。

「あ、あ、だめ、こんな……ん、あっ、はぁっ……あぁ……ぁ──……っ」

　びくんびくんと腰を揺らして、快楽を極める。腰の奥に凝った熱が弾け飛んだ。白く霞む視界に、水滴の槍が降っている。

　達した私の体を、翔真さんはゆったりと、舌と指で愛撫し続けた。甘い後戯に、びくびくと蜜壺が収斂する。

　体がくずおれそうになると、ようやく指が引き抜かれる。腰を上げた翔真さんは私の体をきつく抱き留めた。

「気持ちよかった？　すごく可愛かったよ」

　優しく耳に吹き込まれる囁きにも体が反応して、ぴくりと腰の奥が疼いてしまう。

　私は朦朧とした頭で辿々しく言葉を紡いだ。

「気持ちよかった……けど、指は、嫌なの……」

「俺が欲しい？」

「ほ、欲しい……翔真さんを、ちょうだい……」

「よく言えたな。いい子だ」

　褒美のように私の頭を撫でた翔真さんは、濡れた衣服をすべて脱ぎ捨てる。

　強靱な筋肉に覆われた裸体が、しっとりと水滴に濡れていく。その中心は、先ほど放ったばかりだというのに、きつく反り返っている。

　そっと目を逸らすと、体を引き寄せられ、ともに床に屈む。

「四つん這いになるんだ。雌猫のようにね」

　自らの唇を舐め上げる翔真さんの相貌が色悪そうで、ぞくりとする。

　私は言われた通り、両手と両膝をついて四つん這いになる。

　もしかして、雌猫みたいに後ろから貫かれるのだろうか。期待と羞恥が綯い交ぜになり、胸がざわめく。

「こんな格好……恥ずかしいです」

「最高に綺麗だよ。たまにはバックからするのも、いいだろう？」

　するりと大きな手のひらが背中を舐るように這い下りる。両手で尻を掴まれ、揉みしだかれた。

　甘やかされたり、傲岸に命令されたり。飴と鞭を交互に与えられて、悶える心と体がかき乱される。

　翔真さんの指が忍び込み、濡れた花襞を探られる。

　そこはもうしとどに濡れそぼっていて、わずかな刺激にも、とぷりと愛液を滴らせる。

　熱くて硬いものが欲しくてたまらない。蜜口はせがむように淫液を垂らしながら、ひくひくと収縮している。

「挿れるよ」

「ん、挿れて……あっ、あ、あぁうん……っ」

　極太の切っ先が濡れた蜜口に押し当てられた。その獰猛な感触に背をしならせる。

　綻んだ壺口は歓喜するかのように口を開けて、ぬぷりと美味しそうに雄芯を食んだ。

　蜜襞を舐め上げながら、ずぶずぶと太い幹が奥まで沈められていく。

　腰を掴んだ翔真さんは、最奥まで楔を押し込むように、ぐっと逞しい腰を押しつけた。

　先端に奥の感じるところを穿たれ、びりっと全身に悦楽の痺れが走る。

　極上の快感にぶるりと震え、濡れた髪が振り乱れる。

「あぁあ……はぁ……奥が……」

　圧倒的な質量に征服された膣内が熱くうねり、きゅうと収斂する。正常位とは異なる角度で挿入されているためか、いつもとは違った壮絶な愉悦の波が押し寄せた。

「可愛いよ。もっと啼いてほしいな」

　ずるりと引いた剛直の先端を蜜口に引っかけられて、ぐちぐちといじられる。楔を咥えた蜜口の襞が、とろりと綻ぶ。そうしてたっぷりと入り口を舐ってから、またずぶりと奥まで獰猛な肉槍を突き入れられる。

　ねっとりした抽挿を繰り返され、屹立に絡みついた媚肉はさらに淫液を滴らせた。

　逞しい腰を蠢かせ、翔真さんはじっくりと味わうように、ずぶ濡れの蜜道を舐る。

　そうして熾火で炙るかのように、極太の楔で与えられた悦楽は、破裂しそうなほどに膨れ上がる。

「あぁ……っ、翔真さん……」

　喘ぎ声が掠れ、揺らされる腰骨が甘く軋む。体が熱くて、もどかしくて、行き場のない切ない疼きが巡り、やがて耐えきれなくなる。

　がくりと上半身が突っ伏すと、もっとと求めるかのように腰が浮き上がった。

　ぐちっと押し込められた熱杭は根元まで沈み、さらに密着して深くつながる。

　彼の低い声音が蠱惑的に浴室に響く。

「イきたいの？」

　わかっているくせに、意地悪く囁かれて、眦に涙が滲む。

　それすらも官能を極める要素に代わり、ずっぷりと雄芯を咥え込んでいる蜜壺は切なく蠕動した。

「んっ……ん……」

　曖昧に頷くけれど、翔真さんはすぐに欲しいものをくれない。

　ふるりと揺れる乳房を大きな手のひらに覆われて、ゆるゆると揉み込まれる。

　甘美な愛撫に包まれて、淫らに腰を揺らめかせてしまう。

「あ、あぁ……」

「きゅうきゅうに締まってるな。どうなりたいのか、俺を咥えたその口から言ってみて」

　背に覆い被さる強靱な体躯が熱い。煽り立てる翔真さんは、わざと私に卑猥な台詞を言わせたいのだ。

　わかっているけれど、獰猛な雄に抱き込まれて囚われ、逃げる術はなかった。

　熱杭に貫かれている私の思考は朦朧として、水音の中に霞む。

「んん……い、イきたい……」

　ようやく小さな声で口にすると、翔真さんの息遣いが獣のように荒くなる。

　逞しい腰を打ちつけ、力強い抽挿で翻弄する。

　グッチュグッチュと淫猥な水音を鳴り響かせながら、激しく抜き差しする剛直がずぶ濡れの媚肉を擦り上げた。

「あぁっ、あっ、あぅ、あぁあ、あん、あっ……」

　激しい突き上げごとに零れる淫らな嬌声が止まらない。

　パンパンと肌がぶつかり合う音が淫靡な浴室に響き渡る。

　私は感じるままに腰を揺らめかせて欲望を受け止めた。快楽に体中が支配され、耽溺の沼に沈んでいく。

　ぐりっと、太い先端が最奥を抉る。子宮口を擦り上げる楔の感触に、濃密な官能を味わわされた。

「ひぁっ……あ、あぁん、あぁ──……っ……ぁ……」

　快楽漬けにされていた体は、再び頂点を掴む。

　楔を咥えた蜜洞が、ぎゅうっと引きしまり、雄の射精を促す。

　翔真さんは、ぶるりと胴震いをした。押し込まれた剛直が爆ぜ、先端から濃厚な白濁が迸る。

「ああ……最高だ」

　子宮口に押しつけられた楔は熱烈な接吻を続けた。最後の一滴まで、絞り込むように子宮へ注ぐために。

　蜜壺はそれを望むかのように、抱き込んだ雄芯を咥えて離そうとしない。

　はあはあと荒い息を継いでいると、太い腕で抱え上げられ、体を起こされた。

　すると、胡坐をかいた翔真さんの膝に座る体勢になる。下肢はつながったままなので、熱杭の先端が奥の口に押しつけられ、ぐちゅりと淫らに舐め上げる。

　長大な肉槍に突き上げられた体は新たな快感に、びくんと跳ね上がった。

「あっ、あぅん」

「極上の座り心地だろう？　もっと足を開いて味わっていいんだよ」

　両の膝裏を抱えられ、大きく足を広げられる。

　逞しい膝を跨ぎ、熱杭に突き刺された格好はひどく羞恥に襲われるとともに、至高の悦楽を極めた。

「あっ……あぁ……あう……すごいの……当たってる……」

「気持ちいい？」

「いぃ……気持ちい……翔真さん……」

　ずっぽりと深く雄芯が突き込まれ、先端は子宮口にねっとりとくちづけている。極上の椅子と淫らなキスに溺れた。

　小刻みに体を震わせる私の手を取った翔真さんは、つながった下肢へと導いた。

「さわってみて。俺のものが、きみの体の中に入っているだろう？」

　獰猛な雄芯の根元が指先に触れる。その極太の幹は、ずっぷりと蜜口に押し込まれていた。

　結合部に触れたのは初めてで、翔真さんとひとつになっているのだと実感した。

「入って……る……。翔真さんの……太いのが……」

「また中で出してあげるからね。可愛い声を聞かせてほしいな」

　ぐっぐっと逞しく腰を突き上げられ、狂おしい官能に灼かれる。

　快楽に浸っている体は無意識に逃れようと身を捩らせるけれど、背後から伸びた腕にきつく抱き込まれた。強靱な胸がぴたりと背につき、ふたりの体が密着する。

　彼の腕が胸の膨らみに当たっていて、揺さぶられるたびに突起が擦れた。

　熱杭に貫かれながら強靱な腕の中に囚われて、私は絶頂を極め続けた。

「あん、あ、あぅ、あぁん、はぁっ、あ、あぁあん」

　肩を甘噛みされて、鈍い痛みが甘い疼きに代わる。

　熱い吐息を孕んだ艶声が耳元に吹き込まれた。

「きみは、俺の子を産むんだ」

　ぐちゃぐちゃに濡れた花筒の奥で、また剛直が弾ける。たっぷりと濃厚な子種を注がれて、子宮に呑み込まされた。

「あ……あぁ……ぁ──……」

　精を搾り取るように自ら腰を揺らして、私は極上の絶頂からゆっくりと堕ちていく。

　翔真さんは、ゆるゆると乳房を揉みながら、私の耳朶を舌で舐め上げた。

　シャワーに煙る浴室で、甘い後戯は長く続けられた。




　バスルームでの濃密な淫戯のあと、丁寧にバスタオルで体を拭かれた私は、横抱きにされてベッドへ運ばれた。

　今はバスローブに身を包み、ホットミルクを飲んで一息ついている。

　翔真さんが作ってくれたホットミルクはハチミツ入りで、甘く優しい味がした。

　私はカップを傾けながら、形ばかりの文句を言う。

「ひどいんだから、もう……」

「悪かったよ。怒ってる？」

　バスルームで濃厚なセックスに及んだことを、翔真さんは謝った。

　私は彼になにをされても怒ったりしないけれど、ここで怒ったふりをしておかないと、絶倫の彼はもっと淫らな行為をするのではという懸念がある。

　初めは男性社員とのことで嫉妬した翔真さんが怒っていたのだけれど、すっかり立場は逆転していた。

　すっきりした爽やかな笑みを見せてベッドサイドに腰かけた翔真さんは、私の機嫌を取ろうと、優しく髪を撫でている。

「抱いているときのきみは、すごく可愛かった。俺のをしゃぶってくれて、嬉しかったよ」

「や、やだ。そんなこと、はっきり言わないでください」

「いいじゃないか。ふたりきりなんだから」

　翔真さんは愛しげに私のもみあげを指先でかき上げる。耳に熱い指が触れて、きゅんと腰の奥が疼いてしまった。その弾みで、びくんと肩が揺れる。

　翔真さんはそんな私の様子を見て、双眸を細めた。

　もう、意地悪なんだから──。

　でも、そんなふうに悪戯を仕掛けてくる彼が愛しくてたまらない。

　翔真さんは、私の手の中で揺れたホットミルクを奪い去る。カップをサイドテーブルに置くと、彼は手のひらで私の頬をなぞった。

「これからもいろんなセックスをしてみたいな。だけど沙織が嫌がることはしたくないから、嫌なときは遠慮なく言ってくれてかまわないんだよ？　ふたりで相談しながらやっていこう」

「わかりました。……なんて言って、すごい体位でされたらどうしよう」

　苦笑しつつ、上目で翔真さんをうかがう。

　微笑を浮かべた彼は、こつんと額を合わせてきた。

「俺は信用ないのかな。きみが好きだから、愛し合いたいだけだよ」

「だって翔真さんは絶倫だから」

　彼の榛色の瞳が間近にある。吐息が顔にかかって、くすぐったい。

　こんな甘い戯れも、心が温まった。

　ほんの少し顔を近づけたらキスしそう……と思ったら、チュッと唇を奪われる。

　ふいのキスに、驚いた私が目を見開くと、またくちづけが降ってきた。

　唇を離した翔真さんだけれど、くっつけた額は離そうとしない。

「俺はきみの体だけが目的なわけじゃない。それを証明したいな。……そうだ、デートしないか？」

「デート……ですか？」

「そう。俺たちはまだデートしたことがないよね。沙織は行きたいところ、あるかな？」

　言われてみれば、ラグジュアリーホテルでの庭園の散策やディナーを除くと、私たちは恋人のようなデートをしたことがなかった。同棲していると、あえて外出しようという流れにならないのもある。

　翔真さんとデート……してみたいな。

　たまには恋人みたいに、外へ出かけて、手をつないで、テーブル越しに見つめ合ったりして。

　特別な場所へ行かなくてもいい。ただ、外の世界でも一緒にいたい。会社では他人のふりをしている分、デートのときは思いきり甘えてみたかった。

　考えてみたことを、私はすぐそばにいる翔真さんに言った。

「それじゃあ……カフェでお茶したいです」

「カフェでいいのかい？　きみのためなら遊園地や水族館を貸し切ることもできるんだよ？」

「特別なところに行きたいわけじゃないんです。私は翔真さんと一緒にいたいだけなんです」

　瞠目した翔真さんだったけれど、すぐに笑顔に変わる。チュッとリップ音を鳴らして、またキスが降ってきた。

　小鳥のように何度も唇を啄むと、彼は私の頭を抱きしめる。

「なんて健気で可愛いんだ……。大好きだよ。俺の花嫁」

　そのまま褥に押し倒されてしまい、濃密なくちづけを受ける。

「あ……あん、翔真さ……ん、ふ……」

「可愛い。もう一度だけ、抱いてもいいかい？」

「もう……しょうがないですね」

　猛烈な愛情を注がれて、私は彼の強靱な肩に手を回す。

　その日の夜も、感じすぎた私が意識を失うまで、彼の楔に貫かれた。







三章 溺愛御曹司と濃密デート








　次の土曜日、翔真さんと私は車に乗り、デートへ出かけた。

　目的地は雑誌でチェックしていた話題のカフェだ。初めての翔真さんとのデートなので、気合いを入れた私はおしゃれをした。

　ミントグリーンのトップスに、白のチュールスカートという格好で、翔真さんと並んでも釣り合いがとれるように意識したつもりだ。

　本日の彼の服装は、シンプルな白のシャツにベージュのスラックスだけれど、セレブリティの気品のせいか、高級感に満ち溢れている。

　駐車場に車を停めて、目的のカフェへ向かう。カフェまでは徒歩で五分ほどだ。その道すがら、すれ違う女性が翔真さんに視線を注ぐ。彼は高身長で手足が長く、端麗な顔立ちなので目立つのだ。しかも滲み出る品格により、まるで王子様のような高貴さが漂っている。頬を染めた女性が翔真さんを目で追いかけているのを見ると、私は落ち着いていられない。

「……翔真さんは人目を引きますよね。それもあなたが格好いいからですけども……」

　なぜか私の後ろにぴたりとつけている翔真さんに、振り返って言ってみる。

　彼はそれとなく周囲に目を配っていた。

　だけど女性には目もくれない。彼が男性に向ける鋭い視線は、猛獣が威嚇しているかのようだ。

「そうかな。さっきから、すれ違う男がきみのスカートを凝視するのに気を取られていたから、気づかなかった」

「え？　このスカートが、なにかおかしいですか？」

　新品のスカートなので、どこもほつれてはいないし、汚れもないはずだが。

　ふんわりとしたチュールスカートを摘まんでいると、スーツを着た中年男性とすれ違う。さりげなく私の横についた翔真さんは、男性が通り過ぎたらまた私の後ろに移動した。

　男性は私なんて見ていなかったけれど、なぜか翔真さんは警戒している。

「翔真さんたら、過保護すぎですよ。私は人目を引くような美人じゃありませんから」

「あのさ……いや、いい。きみは俺が守る」

「はあ……？」

　よくわからないが、そうしているうちにカフェへ到着した。

　人気のカフェは女性客ばかりで、稀に男性がいても恋人と一緒のカップルだ。

　そこでようやく翔真さんは安堵の笑みを見せた。私の手を掬い上げると、彼はテラス席へ導く。

「テラス席にしよう。緑がたくさんあるから、ほかの男の邪な目からきみを守れる」

「……そうですね」

　翔真さんのほうがよほど異性の眼差しを集めているのに、どうにも彼は私を男性の視界から遠ざけたいようだ。

　恋人が露出した服を着ていると、彼氏は嫌がるそうだけれど、今日の私の服装は手首と足首が出ている程度なので、露出からはほど遠い。

　それだけ翔真さんから愛されている証なのだと思い、気を取り直した私は席に着く。注文を取りに来た店員にカフェラテを頼んだ。翔真さんはコーヒーを注文する。

　店員が下がると、向かいの席に座った翔真さんは目を細めて私を見つめる。

「こうして外でお茶するのは新鮮だな。家でテーブル越しに見るきみも可愛いけど、デート仕様のきみもすごく可愛いね」

「そ、そうですか？」

　翔真さんが率直に褒めるので恥ずかしくなってしまう。

　私は頬を朱に染めつつ、ふと気になっていたことを訊ねた。

「そういえば、翔真さんは私のどこがそんなに好きなんですか？　私は凡庸な女だし、特別な美人じゃありません。それにお金持ちの令嬢でもないから、翔真さんとは釣り合わないんじゃないかなと思うんです」

「ちょっと待ってくれ。それは俺との婚約を破棄したいように聞こえるんだけど？」

　翔真さんは苦笑を零した。

　そのとき、私の足首が柔らかいものに、つんと突かれる。

　え、と驚いてテーブルの下を覗くと、翔真さんが足先で悪戯していた。しかも丁寧なことに、わざわざ靴を脱いでいる。

「そういうわけではないんですけど……あの、足が……」

　指摘しようとしたそのとき、店員が「お待たせしました」と言って、盆にカフェラテとコーヒーを持ってきた。

　慌てて私は口を噤む。だが店員がカップを置いているとき、テーブル下では悪戯な足先が私の足首をそろりとなぞった。

　くすぐったい……！

　口端を引きつらせるが、翔真さんは涼やかな表情を見せている。

　彼は貴公子みたいなセレブなのに、平然として淫らなことを仕掛けるから困ってしまう。

　店員が下がると、悪戯な足も引いた。

　翔真さんは何事もないような顔をして、コーヒーのカップを傾けている。

「今のは自己否定するきみへのお仕置きだよ。きみは凡庸なんかじゃない。特別な、いい女だ」

「そんなことを言ってくれるのは翔真さんだけですよ。嬉しいですけど」

　ラテアートでリーフが描かれたカフェラテを、私は口にする。

　甘い飲み物と、翔真さんの口から紡がれる甘い言葉は、心の芯から温めてくれた。

「俺が残業していたとき、沙織が手伝ってくれたこと、覚えてる？」

　その問いかけに、私は記憶を辿る。

　確か二年ほど前のことだ。金曜日なので社員たちが足早に帰る中、翔真さんがデスクで眉間に皺を寄せていたので、「なにかお手伝いすることはありますか？」と、声をかけた。

　それが挨拶以外で翔真さんと話した初めての会話だった。

　かなり大変な案件ではあったけれど、ふたりで協力して無事に書類の作成を終えた。そのとき翔真さんから「このあと食事でもどうかな」と誘われて、私は断った。

　御曹司の彼に近づくのが目的で手伝いを申し出たと思われるのが、嫌だったのだ。私は困っている翔真さんを助けてあげたいと思っただけなので、食事などでお礼を返されるのは遠慮したかった。

　思い返すと、あのことがきっかけとなり、翔真さんはたびたび私を食事に誘うようになったのだ。

「覚えてますよ。私から声をかけて、一緒に書類を作成したんですよね」

「そう。それなのに食事に誘ったら断るんだから、驚いたよ」

　イケメン御曹司である翔真さんの誘いを断る女性なんて、いないだろう。きっとほとんどの女性が、食事をきっかけに彼と恋人になって、いずれは御曹司夫人になることを夢見るのではないだろうか。

　翔真さんもそれをわかっているからこそ、私から断られたことに驚きを隠せないのだ。

「食事に誘ってもらうのが目的だったわけではないので……翔真さんはたくさんの女性社員が狙ってるから、彼女たちから誤解されないためにも、あなたと必要以上に仲良くなるのは避けたかったんです」

「そうやって逃げられると、追いたくなるのが雄の本能なんだな。もっとも、俺は好きな女しか追いかけないけどね」

「私は獲物ですか……」

　目を逸らしてカフェラテのカップを傾けると、また悪戯な足先が淫靡な仕草で私の足首をなぞってくる。

「あっ、ちょっと……」

「ん？　どうかした？」

　爽やかな笑みを浮かべて小首をかしげる翔真さんは、なんて小憎らしいのだろう。

　けれど決して嫌ではなく、この秘め事を楽しんでいる私がいた。

　素知らぬ顔をして私の足を撫で続ける彼は、コーヒーカップを片手に言葉を継ぐ。

「沙織は、俺のこと好き？」

「それは……」

「好きだよな？　そうでなければ同棲しないし、俺に毎晩抱かれないだろ？　嫌なら両親に紹介されたときに断っているはずだ」

　熱弁を振るう翔真さんは、真摯な双眸で射貫く。

「ちょ、ちょっと待ってください！　外なので……」

　翔真さんの直截な台詞に、人目が気になった私は慌てて周囲を見回した。

　近くの席の若い女性がストローを咥えたまま、目を見開いてこちらを凝視しているのに気づく。

　苦笑を零した翔真さんは、足の悪戯をやめると、コーヒーを飲み干した。

「ごめん。きみとふたりだと、つい熱くなる。──そうだ。これから海へドライブしないか？　今日は晴れてるから、きっと気持ちがいいよ」

「そうですね。海へ行きましょう」

　ひとまず場所を変えたほうがよさそうだ。それに海へドライブするデートも初めてなので、興味がある。ドライブなら車内は密室なので、誰にも会話を聞かれる心配はない。

　カフェラテを飲み干した私は、カップを置いた。

　翔真さんはいつの間にかきちんと靴を履いている。彼は席を立つと、私の腰に手を添えてエスコートした。




　カフェをあとにして車に乗り込むと、渋滞もなく順調に海までの道を走行した。

　窓を開けると潮風が吹き込んできて、心地よい。

　視界いっぱいに広がる海は陽光が反射して、きらきらと光り輝いていた。

　海岸沿いの駐車場に車を停めて、砂浜へ下りてみる。

　海辺には打ち寄せる波の音だけが静かに響いている。辺りには散歩している人がまばらにいた。

　私たちは手をつないで砂浜を散策する。

「綺麗ですね。海を見ると心が洗われます」

「俺もだよ。いい波だな。久しぶりにサーフィンしたくなってくる」

「翔真さん、サーフィンできるんですか？」

「学生のときに、ちょっとね。機会があったら、沙織に披露したいな」

「ぜひ、見せてください。楽しみです」

　そういえば、私たちは会社で知り合ったので、お互いの学生時代のことをなにも知らない。翔真さんが有名国立大を首席で卒業したという情報は知っているけれど、ほかのプライベートなことはさっぱりだ。

　潮風で巻き上げられた私の髪を、そっと手で直した翔真さんは訊ねる。

「沙織の学生時代は、どんな感じだったの？」

「ふつうですね……。大学ではテニスサークルでした」

「ふうん。サークルの男子から告白された？」

「ないですよ。サークルの男子に告白された女子から相談されるタイプでしたね」

「そうか。きみの魅力に気づいたのが俺だけで、安心した」

　微笑んだ翔真さんは、ぎゅっとつないだ手を握りしめる。

　彼の独占欲には困ってしまうけれど、それが心地よくもあった。

「翔真さんが嫉妬するような過去なんてありませんから。むしろ私のほうが嫉妬する側ですよ。だってあなたはこんなに格好いいんですもの」

「嫉妬されるのも悪くはないんだけどね、きみを不安にさせたくない。俺は、ほかの女をいっさい見ない。ほかの女に笑いかけないし、事務的なことしか話さない。俺はきみだけのものだから、安心して俺だけを見ていてほしい」

　端麗な顔が近づいてきて、私は自然に目を閉じる。

　チュ、と柔らかなくちづけが降ってきた。

　彼がくれる言葉とキスは、いつだって私の波打つ心を落ち着かせてくれる。

　見つめ合っていると、波打ち際で遊ぶ子どもの声が届いた。

　間近から榛色の双眸を向けた翔真さんは、苦笑を零す。

「人目があるから、ここではちょっと……だな」

「そうですね」

「でも、もう一回だけ」

　夕陽に照らされた浜辺で、私たちは甘いキスを交わした。




　車に戻ってもふたりの熱は収まらず、車内で濃密なくちづけを続ける。

　翔真さんの大きな手が、チュールスカート越しに膝を撫でる感触で、はっとなる。

「あ……あの、ここで……？」

「煽ったのは、きみだよ」

「え、どうして？」

　切なげな目をした翔真さんは、たった今キスしたばかりの唇で、私の頬をなぞる。彼の手はもどかしげにスカートを撫で上げていた。

「このスカートがね……白だし、薄いから、透けて見えないか心配だった」

　そういえば、カフェに向かう道すがら、彼はやたらとすれ違う男性の視線を気にしていた。スカートが透けているのではと思って、翔真さんは男性の眼差しを遮るように、私の横や後ろについていたのだ。

　なんて過保護なのだろう。それも私を独占したいという翔真さんの愛情と言えるけれど。

　彼の不思議な行動を理解した私は苦笑を零す。

「大丈夫ですよ。薄いのは表面の生地だけで、スカートには裏地がついてますから。それにペチコートを穿いてるので、透けないです」

　透けないことは姿見のチェックで確認済みだけれど、スカートの表面は薄い生地が折り重なっているチュールなので、心配させてしまったようだ。

「そうみたいだね。……でも、中がどうなってるのか、チェックしてみないとな」

　そう言った翔真さんは、するりとスカートを膝までまくり上げる。

　かぁっと私の頬が朱に染まった。

　車内とはいえ、外で行為に及ぶなんて初めてのことだ。

　すれ違う人に見られたらどうしようと思うと、胸のどきどきが止まらない。

「あ、あの、誰かに見られたら……」

「大丈夫。ここは駐車場の角だから人が通らないし、夕陽が射し込む角度で逆光になる。誰にも見えないよ」

「でも……」

「恥ずかしいなら、服を脱がさないから。スカートを穿いたままなら、いいだろう？」

　妖艶な笑みを浮かべた翔真さんは、スカートの中に手を差し入れる。

　彼の熱い手が腿に触れて、どきんと胸が弾む。

　ショーツに手がかかり、するりと引き下ろされた。

「あ……」

「片脚を立ててみて。……そう、いい子だ」

　靴とショーツを脱いで裸足になると、左脚を立たせる。彼の手でゆっくりと両脚を開かれた。スカートが長いので、私の秘所は露わになっていないはずだった。

　でも、見えそう……恥ずかしい。

　服を着たままなのに、秘所は曝しているという格好に羞恥を覚える。どきどきと鼓動が早くなり、いけないことをしているような背徳感に包まれた。

　身を屈めた翔真さんは、スカートの中に頭を入れた。

　彼は両腕で私の腰を引き寄せる。すると、ぬるりと秘所を肉厚の舌が辿る。

「んっ……ぁん」

　ぬるぬると花芯を丁寧に舐め上げられる。甘い快感に襲われて、膝がぶるぶると震えた。

　閉じている花びらの縁を舌が伝うと、愛撫に呼応するように、クチュリと花開く。

「ああ、花びらが開いた。……もう濡れてるな」

「えっ……そんな……」

　股の間から響く低い声に、呆然とする。

　先ほどのキスだけで、そんなに濡れてしまったのだろうか。

　もしかしたら、車内で秘め事をしているという、このシチュエーションにも、胸のどこかで期待感が湧いているのかもしれない。

　だって私の胸は、こんなにもどきどきしているのだから。

　ぬくっと、舌先が蜜口に捩り込まれた感触に、びくんと肩が跳ねる。

「ひゃ……っ、あん」

　スカートで隠れて見えないので、なにをされているのかが感触でしかわからない。

　それはことさらに快楽を煽った。

「あ、あ……そんなこと、されたら……んんぅ」

　声が我慢できなくなってしまう。

　雄々しい舌は、淫らに蜜口をなぞり上げては、また膣内に挿し入れる。

　甘い刺激を受けて、腰の奥からはとろとろと淫液が滴る。

　それを翔真さんは音を立てて啜り上げた。

「んぁ……っ、ふ、ん……んっ……」

「声、我慢しなくていいよ。可愛い声を聞かせてほしいな」

「でも、そんなに、大きな声を出したら……」

　誰かに聞かれてしまうのではないか。

　手のひらで口元を覆った私は、腰を揺らして快感を散らそうとした。

　けれど、いっそう彼の舌を秘所に擦りつけるような動きになってしまう。

「どこまで我慢できるかな？」

　獰猛な舌は惜しみなく快感を与えた。クチュクチュと淫靡な水音が溢れていく。

「んっ……んっ」

　花芽から蜜口にかけて、ねっとりと舐る舌の感触に、腰の奥が疼く。生温かくて、柔らかくて、陶然とするけれど、同時に焦燥感が迫り上がり、小刻みに腰を揺らす。

　快感に炙られるほどに、空虚な蜜洞を意識してしまう。

　もっと……奥まで欲しい……。

　そんなことを考えてしまう自分が恥ずかしくなり、かぶりを振るが、淫猥に蠢く舌の動きが官能を追い立てていく。

「すごいな。どんどん溢れてくる。そろそろよさそうだ」

　そう言った翔真さんは頭を上げ、スカートの中から顔を出した。

　彼が前を寛げると、取り出された極太の雄芯はすでに硬く屹立していた。

　翔真さんも興奮しているのだとわかり、かぁっと顔が熱くなる。

　彼は運転席の背もたれを倒すと、私の腰を取り、シートに仰臥した。

　仰向けになった翔真さんの中心が、隆々と天を衝いている。

「ここに跨がるんだ。騎乗位しよう」

「そんな格好……恥ずかしい」

「スカートを穿いたままだから、それほど恥ずかしくないだろう？」

「ん……」

　私は小さく頷く。

　恥ずかしいのは本当だけれど、もう体はこの淫戯をやめるなんてできなくなっていた。

　ふわりとスカートを持ち上げた私は脚を開いて、彼の逞しい体を跨ぐ。

　彼の中心はスカートで覆い隠された。徐々に腰を落として、雄芯を探る。

「あっ……」

　熱い先端が、淫裂に当たった。

　濡れた蜜口は、クチュリと音を鳴らして、切っ先を咥え込む。

　艶めいた顔をした翔真さんは、私の腰を両手で掴んだ。

「いいよ。そのまま腰を落とすんだ」

「んん……」

　彼に捕らわれた私は腰を落として楔を咥えるしかない。

　けれど自分から肉棒を収めるのは初めてなので、先端を含んだところから進められなかった。少し腰を引いて抜いてしまう。

「おっと……焦らされるとキツいな。俺に体重をかけていいから、腰を落としてくれ」

「ん……待ってください……」

「だめ。待たない」

　口端を引き上げた翔真さんは強靱な腰を突き上げた。

　ヌチッと濡れた壺口に、極太の先端が呑み込まされる。

「あっ……ん」

　腰を蠢かせた彼に、切っ先で蜜口を舐られる。

　ぐちぐちと硬い先端が執拗に入り口の粘膜を擦り上げた。

　空虚な蜜洞は剛直を深く咥えようとして蠕動する。とろとろと滴り落ちる愛液が先端を濡らし、さらに淫らな音色を車内に響かせた。

　陥落した体は腰を落とし、ずぶずぶと雄芯を呑み込んでいった。

「あぁ……あぅ、はぁん……」

　ねっぷりと、獰猛な熱杭がずぶ濡れの媚肉を舐め上げていく。

　蜜壺を満たされていく感触がたまらなく心地よくて、体中が快楽で甘く痺れた。

　やがて膝が耐えきれなくなり、力が抜けてしまう。

　ずん、と屹立の根元まで深く咥え込み、先端に奥まで突かれた。

「あぁうん……っ、はぁあ……あっ……」

　子宮口への接吻は意識が飛びそうなほどの快感を覚える。びくびくと体を震わせて、背が弓なりにしなる。

　脳天まで貫かれるかのような凄絶な快感に、瞼の裏が白く染まった。

「中がすごくうねってる。もしかして、挿れただけでイッたかな」

　嬉しそうに言った翔真さんは、私のトップスに手を差し入れた。

　ブラジャーをずらし、露わになった両の突起を、きゅっと抓る。

「ひぁん、あっ……イッてる……から……」

「可愛いよ。今、すごく締まったね」

　翔真さんは深く押し込んだ楔を蠢かせる。

　達した刺激で、きゅうと引きしまった蜜洞がねっとりと舐られ、新たな快楽を生み出した。

　彼は私の乳首を指先で捏ね回しながら、ぐっぐっと逞しい腰を突き上げる。

　甘い官能の波にさらわれて、意識が蕩けていく。

「あっ……はぁっ……あぁん……」

　蜜洞と乳首を同時に愛撫され、体中が濃密な快感に満たされる。

　ずぶ濡れの肉襞は律動に応えて、じゅぷじゅぷと硬い熱杭を舐めしゃぶった。

　快楽の沼に浸かり続ける体に壮絶な愉悦を注ぎ込まれ、甘い戦慄が背筋を貫く。

「あっ、あっ、あん、あぁん、ぁ──……っ、……ふ、ぁ……」

　腰をがくがくと揺らしながら、真っ白な恍惚に呑まれる。

　愛しい雄芯を、きゅうっと濡れた媚肉が引き絞り、放出を促した。

「最高だ。俺も、イくよ。……っく」

　ずくずくと最奥を突き上げられ、極上の快楽からさらに飛翔する。

　ずっぽりと蜜壺が咥え込んだ楔の先端は、ぴたりと子宮口にくちづけていた。熱い飛沫が迸り、濃厚な白濁は体の奥深くへ注がれる。

　中で、出されてる……翔真さんの赤ちゃん、できちゃう……。

　深い喜悦に浸りながら、彼の精を受け止めた。翔真さんは小刻みに腰を動かして、子種を押し込むようにする。

　強靱な胸に倒れ込んだ私の体を、彼は腕を回して、しっかりと受け止めた。

「可愛い俺の花嫁。たっぷり俺の精を呑めたね」

「ん……いっぱい、呑みました……」

「いい子だ。キスしよう」

　頤を掬い上げられ、唇を重ね合わせる。

　恍惚に浸った私は、うっとりして翔真さんとキスを交わした。

　そうして彼は胸にずっと私を抱きながら、優しく髪を撫でる。

　甘い後戯に身を委ねていると、いつの間にか夕陽は落ちていた。辺りには藍の闇が広がっている。

　抱かれるたびに、彼の情熱的な愛撫と甘い囁きに溺れていく。

　彼の中心を受け入れるごとに、私の体は歓喜して、咥えている雄芯を引きしめる。

　この体は、彼に抱かれて孕むことを望んでいるのだった。

　翔真さんは私の髪にくちづけながら、甘い声で語りかける。

「好きだよ。きみは？」

「……ん」

「いずれ、きちんと聞かせてほしいな。やっぱり好きな女から『好き』って言ってもらいたいんだ」

「もう答えは決まってるじゃないですか……」

「そうだけどね」

　翔真さんは笑いながら、私の髪を梳いて、こめかみにくちづけた。

　彼の熱い唇と、触れる指が心地よくて、強靱な胸にもたれる。

　夜空に数多の星が瞬くまで、私たちは身を寄せ合っていた。




　身支度を整えたあと、車を走らせてマンションの近くまで戻ってきた。

　ふと翔真さんは、私に訊ねる。

「そういえば、沙織の学生時代の卒業アルバムって、とってあるの？」

「ありますよ。高校生のときのは、アパートに持ってきてます」

「それ、見たいな。今からアパートに寄ってもいいかい？」

「いいですけど……高校生の私は今よりもっと地味でした。恥ずかしいな……」

　海で学生時代のことを少し話したので、翔真さんは昔の私がどんなふうだったか気になるらしい。

　微笑んだ翔真さんはハンドルを操りながら、蠱惑的に囁く。

「きみが恥ずかしがることをしたい」

「もう！　翔真さんたら、エッチなんだから」

　カーセックスしたことに今さら羞恥が湧き上がってきたけれど、私の声は弾んでいた。

　行き先を変更した車は、私が住んでいたアパートへ向かった。まだ荷物の整頓が済んでいないので、解約していないからそのままだ。

　アパートに到着すると、階段を上って扉の鍵を開ける。

　部屋の照明を点けると、その狭さに目を見開いた。それほど私が豪奢なマンションでの暮らしに慣れてしまったのだろう。

　三和土で靴を脱いだ翔真さんは、本棚を見やる。

「好きな人の本棚って、気になるよね」

「どんな本を読んでいるかで、人柄がわかるということですか……」

「そう、それ。沙織は恋愛小説が多いんだな。恋愛への憧れが強いの？」

　興味深そうに本棚に並んだタイトルを眺める翔真さんの視線を遮るように、私は手をかざす。

　本棚を見られるのは、かなりの恥辱だ。ちなみに翔真さんの書斎の本棚にはビジネス系や物理学の書籍が並んでいる。

「昔、読んだ本なんです。もったいなくて捨てられないんです。それより卒業アルバムを見るんですよね？」

「そうだったね。ぜひ見せてほしい。どれかな？」

「……これです」

　下段から、濃紅色のアルバムを引き出す。

　アルバムの表紙には高校名が記載されていた。

　丁寧に両手で受け取った翔真さんは、表紙を目にして華やいだ笑みを浮かべる。

「有名なお嬢様学校じゃないか。学校の成績もよかったんだね」

「そんなことないですよ。ふつうの女子校です……」

　アルバムをめくった翔真さんは、クラスごとの撮影写真ですぐに私を見つけた。彼は嬉しそうに指差す。

「この子が沙織だね」

「よくわかりますね」

「わかるよ。この頃も可愛いな。クラスの中で、きみが一番可愛い」

　ふたりきりとはいえ、翔真さんが褒めちぎるので照れてしまう。

　凡庸な私を「可愛い」なんて言って褒めてくれるのは彼だけだ。

　私は照れ隠しに、ひとりの女子を指差した。

「この子が一番人気でしたよ。よく告白されてました」

「え？　女子校だよね。女子が女子に告白するの？」

「そうです。うちの高校では、それが日常的にありましたね」

　驚いた顔をした翔真さんは、なぜか疑心を込めた目を私に向ける。

「それで、沙織が好きだったのは、どの子なんだい？」

　どうやら嫉妬してくれているらしい。

　くすぐったくなった私は、ひとりの女子の写真を指差す。

「恋愛という意味で好きだった人はいませんよ。幼なじみは、この子です。小学校から一緒だったので、一番の親友でしたね」

　しばらく連絡を取っていないので、今は彼女がどうしているのかは知らない。もう結婚しているかもしれない。

　私が指差した親友の写真を、翔真さんはじっと見つめる。

「そうか……。俺は沙織のそばにいてやれなかったけれど、この子がいてくれて、よかった。きっと楽しい学生時代を過ごしたんだろうね」

　彼が、私との過去を惜しんでくれることに、胸が切なく引き絞られる。

　丁寧にアルバムを閉じた翔真さんは、それを私に返した。

　アルバムを受け取った私は、ぎゅっと胸に抱きしめる。

「私たちも、幼なじみだったらよかったですね……。そうしたら、たくさんの思い出を共有できたのに」

「これからふたりで、たくさん思い出を作ればいいよ。未来は自分たちで作っていけるからね」

　そう言うと、翔真さんは眩しいほどの笑みを見せてくれた。

　彼の言う通りだ。過ぎ去った時間は取り戻せないけれど、未来はこれから作っていける。

　私は、この人と穏やかな未来を作り上げていきたい。心からそう思えた。

「そうですよね。私たちの未来のことを考えていきたいです」

　明るい笑みを浮かべると、翔真さんは私の肩を大きな手で包み込む。

「俺はずっと沙織と一緒にいたい。きみといると、心が落ち着くんだ」

「私もです……。翔真さんといると、ほっとします」

　愛しげに目を細めた彼は、ふいに真摯な双眸をまっすぐに私に向けた。

「俺は、見合いが嫌だからきみを婚約者に指名したわけじゃない。沙織が好きだったからだ。初めて見たときから気になっていたけど、残業を手伝ってくれたことがきっかけで、本当にきみを好きなんだと気づいた。それだけは、わかってほしい」

　彼の真剣な想いが、私の心の深いところまで浸透していく。

　庭園で事情を聞いたときは、彼の告白が心に響かなかった。

　けれど今は、翔真さんの告白を、感激をもって迎えられた。

　──彼を好きになったから。

　翔真さんと一緒に過ごすうちに、彼のことをひとつずつ知っていって、その誠実さと愛情の深さ、そして優しさがわかった。

　なにより、ずっと一緒にいたいという気持ちが、私も翔真さんと同じだった。

　少し強引なところもある彼だけれど、そんなところも含めて愛おしい。

　私の胸には、奇跡が起きたかのような輝きが宿っていた。

　胸に込み上げるこの想いを、今すぐ彼に伝えたい。

「私も……翔真さんが好きです。あなたと、ずっと一緒にいたいんです」

　口にすると、その想いはすとんと私の胸に収まった。

　私はもうとっくに、翔真さんを好きになっていたのだった。

　好きな人に「好き」と伝えられるのは、なんて素敵なことなんだろう。

　息を呑んだ翔真さんは、きつく私を抱きしめた。

「沙織……好きだ。きみを必ず幸せにする」

　胸に抱いたアルバムごと抱きしめる彼は、私の過去も、そして未来も、すべてを包み込んでくれるのだと知り、さらに彼への情愛が増していった。







四章 溺愛御曹司と身ごもり結婚








　翔真さんと告白を交わした私は、彼との結婚を本格的に意識し出した。

　これまではどこかに諦めがあったけれど、彼から真摯な想いを打ち明けられたことにより、私自身の気持ちにはっきりと答えを出せた。

　私は、翔真さんが好き──。

　だから彼と結婚したいし、そのために妊娠したいとも思っている。

　翔真さんと体を重ねるたびに、「もしかしたら、赤ちゃんができるかも……」という期待感を持っていた。

　そんなある日、得意先から戻った私は、会社の受付で大声を出している男性を見かける。

「とにかく翔真を呼んでくれ！」

「ですが、アポがございませんと……」

　受付の女性社員は困り果てている。翔真とは、もしかして……。

　彼は何者だろうか。

　スーツをまとった中年男性に、私は声をかけた。

「すみません。天空寺専務にご用でしょうか？」

　振り向いた彼は、ほっとしたような顔で私を手招く。

「ああ、きみ！　翔真の役員室はどこかな？　案内してくれ」

「かしこまりました。どういったご用件でしょうか？」

「用件とかアポとか、そんなものはいいんだよ。わたしはあいつの叔父なんだ」

　彼は翔真さんの叔父らしい。

　天空寺家の親戚ということは、彼もグループ会社の重役かもしれないが、いくら叔父とはいえ、アポイントメントも取らずに訪ねるなんて失礼ではないのか。

　だけど翔真さんのお客様なので、無下に扱うことはできない。

　私は仕事用の微笑を浮かべ、彼を案内した。

「役員室はこちらになります。エレベーターへどうぞ」

「わたしはこの会社に来るのは初めてだが、無礼な受付嬢だったな。わたしを誰だと思ってるんだ、まったく……」

　ぶつぶつとつぶやいた叔父さんは、薄いアルバムのようなものを小脇に抱えている。

　翔真さんに、どんな用があるのかしら……。

　胸に不穏なものが渦巻いたが、平静を装い、エレベーターに乗り込む。

　辿り着いた専務室の扉をノックする。すぐに室内から「どうぞ」と、翔真さんの声が聞こえた。

「失礼します。お客様がいらっしゃってます」

　入室して声をかけると、デスクで書類に目を落としていた翔真さんが顔を上げた。

　後ろにいた叔父さんは私を押しのけるようにして前へ出ると、笑顔で翔真さんに挨拶する。

「やあ、翔真。忙しいところ、悪いな。おまえにいい話を持ってきてやったぞ」

「叔父さん！　なんですか、急に」

　席を立った翔真さんは驚いた顔を見せる。

　デスクの前に置いてある商談用のソファに腰を下ろした叔父さんは、さっそく持っていたアルバムを開いた。そして彼は翔真さんを手招きして、向かいのソファに座らせる。

「ほら、見てみろ。大おお曽そ根ねグループの社長令嬢だ。二十歳だぞ。若くて美人だろう。この縁談がまとまれば、天空寺グループは怖いものなしになる」

「……叔父さん。俺は見合いはすべて断っているんです。もう見合い話は持ってこなくてけっこうですから」

　嬉々としていた叔父さんは、翔真さんの言い分を聞いて真顔になる。

　そして諭すように詰め寄った。

「なにを言ってるんだ。おまえは天空寺家の跡取りなんだから、結婚するのは義務なんだぞ。さっさと上場会社の令嬢と結婚しろ！」

　なんとなく察していたが、叔父さんの用事とは見合いの話だったのだ。

　天空寺グループの御曹司である翔真さんには、きっといろんなところから見合い話を持ちかけられるのだろう。

　これ以上、立ち聞きしているわけにもいかないので、私は礼をして出ていこうとした。

　けれど、それを翔真さんが手を挙げて制する。

「沙織。こちらに」

「は、はい」

　翔真さんに呼ばれた私は、彼の座るソファの隣に立った。

　彼はソファの座面を指し示したが、とても座る気にはなれなくて、頭を下げて断る。

　その様子を、叔父さんは眉をひそめて見ていた。

　一介の社員を名前で呼び、隣に座らせようとするとは、どういうことかと、訝しむ目が語っていた。

　翔真さんは堂々と叔父さんに言う。

「俺が結婚するのは、彼女です。桜井沙織さんです。すでに同棲して、結婚の準備を進めているところです」

　翔真さんは、私が結婚相手だと宣言してくれた。

　心強さが湧くとともに、戸惑いも胸に渦巻く。

　見合い話を勧める叔父さんに、私を紹介していいものだろうか。

　唖然とした叔父さんは私の顔を見ていたが、すぐに目を剥くと身を乗り出した。

「結婚するって、おまえ……この女は会社の部下じゃないか！」

「そうですが、それがなにか？」

「馬鹿を言うな！　平民の女なんか、なんの役にも立たないぞ。資産も後ろ盾もない、ただの家政婦だ。天空寺家の嫁としてふさわしいわけがないだろう！」

　平民の女──という言葉が、ぐさりと胸に突き刺さる。

　私と翔真さんは、身分が釣り合っていない。わかってはいたけれど、ほかの人からはっきり言われると、より身にこたえた。叔父さんの言う通りなので、返す言葉もなく、私はうつむく。

　眉をひそめた翔真さんは、険しい声を出す。

「彼女を罵倒するのはやめてください。俺の両親は認めたんです。叔父さんは口を出さないでください」

「認めたといっても、交際を認めたということだろう。まさか結婚を許すとは言ってないだろうが」

「それはですね……」

「なあ、翔真。目を覚ませ。おまえはこの女に騙されているんだ。名家の令嬢のほうがずっと品があって教養が高い。平民のあばずれ女なんか、ただの遊び相手だ」

　叔父さんの言い分は私を傷つけるものばかりで、とても聞いていられない。

　彼は私が翔真さんを誘惑して、結婚を約束させたと思っているのだ。もしくは甥の名誉を守るために、そういうことにしたいのかもしれない。

　否定したいけれど、私が声を上げたら、叔父さんの言う通り、あばずれに見えてしまうだろう。翔真さんの名誉を傷つけたくない。そう思った私は唇を噛んでうつむいていた。

　眼光を鋭くした翔真さんは、叔父さんを批判した。

「沙織を貶めることを言うのは、やめてください」

「事実だろう！　遊びの女になんか本気になるな。自分の立場を考えろ」

「叔父さん、もう帰ってくれませんか」

「いいや、おまえが見合いすると言うまで帰らんぞ！」

「ですから──」

　ふたりの言い争いは留まるところを知らない。

　私のせいで、翔真さんが叔父と険悪になってしまう。

　私は胸が痞えてきて、この場にいられなかった。

「……失礼します」

　小さく告げると、足早にその場をあとにして、扉を閉める。

　うつむいた私は小走りで部署のフロアへ戻った。

　──どうして私は、名家の令嬢に生まれなかったのだろう。

　身分が高かったなら、誰にも批判されずに、翔真さんと結婚できるのに。

　上流階級の人は、平民とは相容れないという根強い意識を持っているのだ。だから身分を超えて結婚するなんてことはありえない。

　翔真さんはそういった価値観の持ち主ではないので、格差の存在を感じなかった。

　けれど、結局は私の身分では、翔真さんの嫁としてふさわしくない。

　翔真さんのご両親だって、初めから破談を望んでいた。条件付きで結婚を認めると言ったのは、息子を一旦納得させるためというニュアンスが含まれていたように思う。

　だから私は、天空寺家のためにも、翔真さんの将来のためにも、いずれは彼と別れて身を引かなければならなかった。

　わかっていたはずなのに、どうして翔真さんと結婚できるなんて思ってしまったのだろう。どうして彼に「好き」なんて、想いを伝えてしまったのか。

　自分のデスクに着席しても、心はざわめいていた。

　必死にパソコンを見ようとするが、目に涙が溜まってしまう。私は目が霞んだふりをして、目薬をさしてごまかした。

　ハンカチで目元を拭っていると、悲しみが込み上げてくる。

　ただの家政婦、遊びの女──。

　私の立場を示す言葉が、耳奥で渦巻く。

　翔真さんは私に何度も「好きだ」と言ってくれた。私を花嫁として大切にしてくれた。

　けれど、周囲の環境が結ばれることを許さない。

　ここで私が「結婚したい」とごねたりしたら、それこそ財産目当ての女と周りに思われてしまうだろう。そうなったら翔真さんの立場が悪くなってしまうかもしれない。

　私から、身を引こう……。

　彼の負担になりたくない。だから翔真さんへの恋心を、封印しなければならない。

　そう決意した私は涙を拭いて、仕事に没頭した。




　終業後、私は逃げるようにフロアをあとにした。

　いつもなら翔真さんと待ち合わせをして、一緒に車でマンションへ帰宅するのだけれど、私は待ち合わせ場所へ行かなかった。

　かといってアパートへ帰ったら、翔真さんが訪ねてくるかもしれないので、そこへも行けない。

　あてもなく、会社から少し離れた通りを歩いた。

　繁華街を通り抜けて、ビル群の隙間にある公園に入る。

　夜の公園は誰もおらず、寂しく風が吹き抜けていた。

　ベンチに力なく腰を下ろし、ぼんやりする。

　遠くから車のクラクションが響いて、夜の闇に溶けた。

　ふと瞼の裏に浮かぶのは、翔真さんの優しい笑みや、彼と過ごした幸せな日々だった。

「幸せだったな……」

　意識していなかったけれど、翔真さんと同棲していたときの私は確かに幸せだったのだ。

　彼に濃密に愛されて、女として輝けた。

　翔真さんに見出されていなかったら、私はいつまでも処女で、女の喜びを知らないままだったろう。

　セックスだけではない。彼とデートしたり、同棲することで、愛する者同士が互いに支え合い、気遣うことを学んだ。これまでの私は自分のことばかり考えていたけれど、翔真さんを好きになり、彼に思いやりを抱いていた。

　彼が愛してくれたから、私からも愛を返したいと自然に思えた。

　その気持ちはとても満たされた、幸福なものだった。

　だからこそ、翔真さんの将来の幸せを考えたら、私から身を引くべきなのだと思う。

　平民の私が翔真さんをもてあそんだという形になれば、彼の立場は格好がつくはず。そのあとに見合いをしても、彼に傷はつかず、うまくいくだろう。

　でも、本当にそれでいいのかな……。

　私は、後悔しない……？

　彼がほかの女性と結婚するのを、笑顔で祝福できる？

　笑顔の翔真さんが、知らない女性と結婚式を挙げる想像をすると、切なく胸が引き絞られる。かぶりを振ると、溢れた涙が散った。

「できない……。でも、そうするしかないのよ……」

　握りしめた手が震えるのは、寒さにかじかんでいるせい。

　翔真さんと別れるのが、つらいからじゃない。

　それなのに、彼に会いたくて仕方ない。私の心は、翔真さんを求めていた。

「翔真さん……」

　つぶやいたそのとき、こちらに向かって駆け込んでくる男性が目の端に映る。

　ふと顔を上げると、息を切らしてやってきたのは、硬い表情をした翔真さんだった。

「やっと見つけた。アパートにもいないし、電話にも出ないし、捜したよ。大変な目に遭っているんじゃないかと心配した」

「あ……」

　私は鞄から取り出したスマホをチェックする。そこには翔真さんからのメッセージや電話の着信がずらりと並んでいた。退勤してからマナーモードを解除していなかったので、音が鳴らずに気づかなかった。

「ごめんなさい……。事故に遭っただとか、そういうわけじゃないんです」

「そうみたいだね。無事でいてくれて安心したよ」

　私の身を案じた翔真さんは、方々を駆け回って捜してくれたのだ。

　いくら見合いの件でショックを受けたとはいえ、彼にひとこと連絡するべきだったと私は反省する。

　うつむいた私は、小さな声で彼に言った。

「私、もう……翔真さんと一緒に暮らせません」

　表情を引きしめた翔真さんは、ベンチに腰を下ろした。スマホを握りしめる私を、彼は黙って見つめる。

　ややあって、彼は神妙に問いかける。

「それは、なぜだい？」

「……あなたと私は、身分が違うんです。それなのに私は今までそのことに蓋をして、結婚できるのだと思ってしまいました。名家の令嬢でもない私は、翔真さんに釣り合いません」

「それだけかい？」

「え？　それだけって……」

　顔を上げた私に、翔真さんは微笑を見せる。

「沙織は、俺が嫌いになったから別れたいというわけじゃないんだよね」

　ふるりと首を横に振る。

　翔真さんを嫌いになれたら、どんなに話は簡単だろうか。

　彼が好きだから、私はこんなにも悲しいし、諦めきれない気持ちが胸にわだかまっているのだ。

「翔真さんが好きです。……でも、あなたのために、私は身を引いたほうがいいんです」

「ちょっと待ってくれ。沙織はそう言うけど、俺がほかの女と結婚したら、本当に幸せになれると思うのかい？」

　ベンチに座る私の正面に、すっと翔真さんは片膝をついた。

　彼の上質なスーツの膝に、土が付く。

　慌てた私は彼を立ち上がらせようと手を差し伸べるが、翔真さんの大きな手に、ぎゅっと握り込まれた。

「俺は、きみ以外の女性と結婚しても、幸せになれない」

「え……」

「だから、叔父からの見合い話は断ったよ。俺はもう見合いをする必要はない。なぜなら、きみと結婚するからだ」

　私の目をまっすぐに見て言いきった彼は、懐から臙脂色の小箱を取り出した。

　蓋を開けると、そこにはサイズの違う指輪がふたつ入っている。

　白銀に輝く指輪の小さなほうを指先で摘まんだ翔真さんは言葉を継いだ。

「子どもができなければ破談という契約については心配しなくていい。俺は子どもができるまで、きみを離すつもりがない」

　彼は私の左手を取ると、薬指にはめる。

「あ……これ、もしかして……」

　ダイヤモンドの婚約指輪は、マンションの部屋に保管してある。婚約指輪の次に、左手の薬指にはめるのは、結婚指輪しかない。

　白銀の指輪をつけた手をかざすと、月明かりにきらきらと煌めいた。

　はっとして、指輪から彼の顔に視線を移す。

　翔真さんは真摯な表情で、私をまっすぐに射貫いた。

「俺と、結婚してくれ。俺の花嫁はきみしかいない」

「……翔真さん」

　彼の純粋な愛情が私の心に注ぎ込んでいく。

　私は、こんなにも彼に愛されていた。

　身を引かなくてもいい。翔真さんが幸せになるためには、私がいなくてはいけない。

　そして私も、彼なしでは幸せになんてなれないと自覚した。

　感激の涙を浮かべる私は、肩を震わせながら答えを返す。

「私と、結婚してください。私も、結婚するなら、その相手は翔真さんしかいません」

　翔真さんは安堵の笑みを見せた。

　伝う涙を辿るように、頰にくちづけを落とされる。

「ありがとう。それじゃあ、俺の指輪もつけてくれるかい？」

　頷いた私は小箱の台座から、大きなほうの指輪を摘まむ。

　左手を差し出した彼の薬指に、そっと白銀の指輪をはめた。

　私たちの薬指には、そろいのリングがきらりと光る。

「これで俺たちは、夫婦になった。そうだな？」

「はい……そうです」

「ふたりで暮らすマンションに、帰ってきてくれるね？」

　ゆっくりと、私は頷いた。

　翔真さんは私を抱き込むようにして立ち上がると、しっかり肩を抱く。

「こんなに冷えて……可哀想に。帰ったらすぐに温めてあげないとな」

「私……マンションに帰っていいんですね」

「もちろんだ。俺は決してきみを離さないよ」

　愛しい人の体温を感じて安堵の息を零す。

　翔真さんの腕に包まれて、私は幸せを噛みしめながら公園をあとにした。




　車に乗せられてマンションに帰宅すると、玄関に入った途端にきつく抱きすくめられる。

　彼の熱い体温と甘い囁きが、私の身も心も包み込む。

「愛してるよ。俺の花嫁」

「私も……愛してます」

　翔真さんの強靱な背に、腕を回して応えた。

　きつく抱き合うと、私たちは結ばれるのだという実感が湧く。

　翔真さんと一緒なら、この先の人生をともに歩んでいける。純然たる想いが胸に溢れた。

　私は、幸せになれる。翔真さんと結婚して、彼の子を産める。

　幸福感に包まれながら、くちづけを受け止めた。

　しっとりと唇を重ね合わせたあと、吐息の交わる距離で囁かれる。

「抱きたい。花嫁をベッドに連れていくよ」

　小さく頷いて答える。私も翔真さんを体中で感じたかった。

「私も……翔真さんと一緒に、気持ちよくなりたい」

　微笑んだ彼はまたチュッと、私の唇にキスを落とす。

　軽々と横抱きにされた体が寝室へ運ばれていく。

　私の体が、そっと褥に横たえられた。まるで大切な宝石を扱うみたいに。

　藍色を基調とした寝室には、窓越しに街の明かりが射し込んでいた。

　翔真さんは窓際へ向かうと、カーテンを閉じた。彼の広い背中を目にした私は、愛獄に囚われたことを知り、胸を高鳴らせる。

　こちらを向いた彼は、ばさりとジャケットを脱ぎ捨てる。

　ネクタイのノットに指をかけ、滴るような雄の色香を匂わせる。

「──さて。初夜の花嫁をどんなふうに抱こうかな」

　その言葉に、かぁっと私の頬が朱に染まった。

　もう何度もこのベッドで睦み合ったけれど、今夜は特別な営みなのだ。初夜という、素敵な響きが胸に煌めいた。

　ベッドに乗り上げた翔真さんに、着ていたスーツのジャケットとスカートを脱がされる。まるで特上のプレゼントを開くみたいに、丁寧な手つきで。

　キャミソールの紐を外されて、するりと脱がされると、私の身にまとっているものは珊瑚色のブラジャーとショーツだけ。それから、左手の薬指に輝くマリッジリングのみ。

　裸にするのかなと思ったが、翔真さんは私の頬にくちづけを落とすと、潔く自らのシャツとスラックス、そして下着を脱ぎ捨てた。

　名匠が作り上げた傑作の彫像のような見事な肉体が目に眩しく映る。均整の取れた体は薄い筋肉をまとっていて、神々しいほどの麗しさだ。

　そして……彼の凶悪な中心も、とてもセクシーで雄々しい。極太の楔はきつく頭をもたげている。

　何度見ても恥ずかしくて、私はそっと視線を逸らす。

　そんな私を見た翔真さんは、艶めいた笑みを浮かべた。

「可愛いね。恥ずかしいのかい？」

「だって……すごく……大きくて……」

　私は翔真さんしか知らないけれど、想像したよりずっと大きいので、一般的なサイズより彼のはかなり大きいのではないかと思う。

「これをきみの体の中に挿入するんだよ。とろとろに体を蕩かしてあげるから、痛くないからね」

「は……い……」

　いつも彼の極太の雄芯を呑み込んでいるけれど、まるで初夜のように翔真さんが気遣うので、新鮮な気持ちが芽生えてしまう。

　惹かれ合ったふたりは、またキスを交わす。

　上唇と下唇を交互に吸い上げた翔真さんは、ぬるりと獰猛な舌をもぐり込ませた。

　唇を薄く開いて彼の舌を迎え入れ、自らの舌を絡めて応える。

　弾力のある舌から翔真さんの体の勇猛さが伝わり、胸を熱く昂らせる。

　淫靡な夜の始まりに心が躍る。今宵はことさら、愛する人への愛情で満たされた。

「ん……ん……ふぅ……」

　ねっとりと濃厚に粘膜を擦り合わせる。互いの唾液を啜り、性感を高めていく。

　翔真さんは濃密なキスをしながら、私の左肩を撫で回す。大きな熱い手のひらが心地いい。

　やがて銀糸を滴らせながら、唇がほどかれる。

　雄々しい唇は首筋から鎖骨を辿り、手のひらで愛撫していた左肩に辿り着く。

　翔真さんはそこに、ちゅ、ちゅと何度も執拗にくちづけた。キスにより少しずつ淫靡な熱がもたらされていく。

「あ……そんなに、吸ったら……痕が残ります」

「今夜は全身にたっぷりキスマークをつけるぞ。きみが俺のものだという証にね」

　独占欲を発揮されて、くすぐったい心地よさに包まれる。

　傲岸な宣言をした翔真さんは、私の胸の谷間にくちづけを落としていく。きつく吸われて感じる、ほのかな疼痛が心地よい。何度も濃密にくちづけられて、柔らかい肌には、いくつもの紅い花が咲いた。

「私はもう翔真さんのものなのに、どうして所有のしるしをつける必要があるんですか？」

　情事のあと、首元や耳の後ろなどにキスマークがついているのを鏡で見て、驚くことがある。私たちは結婚を約束した仲なのだけれど、翔真さんは私が誰かに取られないかと心配なのだろうか。

　彼はそっとブラジャーの紐を外すと、背中のホックを外した。

　するりと珊瑚色のカップが零れ落ち、白い双丘がまろびでる。

　乳房を両手で包み込んだ翔真さんは、飽きもせず胸の柔らかいところに唇を寄せて吸い上げた。

「浮気防止のためだとか言うわけじゃないけどね。きみが可愛いから、キスマークをつけたいんだ」

　そう言った彼は、悠々と胸の突起に吸いつく。

　じゅうっと強く吸われ、強引な愛撫に慣れた体はすぐに覚えのある官能を呼び覚ます。

　それだけで腰の奥が、ずくんと疼いた。

　私は快感に耐えながら、翔真さんの髪を撫でさする。

「もう……しょうがない人ですね。でも、私が翔真さんのものだと思うと、少し嬉しいかも……んっ」

「可愛いな。そんなことを言われたら煽られる」

　妖艶な目を向けた翔真さんは、チュ、チュッと胸元に優しい接吻を与えた。

　だけど紅い尖りを口に含むと、ジュッときつく吸い上げる。

　途端に体の芯を引き抜かれるような甘い悦楽が走り、背をしならせる。

「あっ、あん……」

「気持ちいい？」

　そう問われて、私は頷くことしかできない。

　つんと勃ち上がった乳首を、ねっとりと舐られる。

　たっぷり唾液を塗り込まれると口中に含まれ、舌先で飴のように転がされた。

　柔らかな官能の被膜に包み込まれて、唇からは甘い嬌声しか零れなくなる。

「あぁ……はぁ……ん……」

　たまらない快感が湧き上がり、体はとろりと蕩けていく。

　もう片方の頂も、指の腹で擦られる。巧みな愛撫を施された乳首は、瞬く間に張り詰めた。

「可愛い声をもっと聞きたいな」

　まるで彼の舌を待ち受けているかのように、紅い実はふるりと震えている。

　獰猛に口を開けた翔真さんは、乳暈ごと口腔に含むと、軽く歯を立てた。

　甘噛みしたまま舌先で乳首をもてあそばれる。鋭いのに甘美な刺激が体中に駆け巡り、しっとりと快楽に浸されていく。

「あぁっ、そんなの……あっん、やぁ……」

　激しく舐られるのとは異なり、じわりじわりと悦楽を塗り込まれていくような愛撫に、もどかしく身を捩らせる。まだ触れられてもいない蜜壺から、熱い花蜜が滲むのを感じた。

　大きな手のひらで乳房を揉み込みながら、紅い尖りは丹念に舐めしゃぶられる。

「はぁ……あぁ……あんん……」

　寝室には淫靡な喘ぎと、愛撫の水音が撒き散らされる。

　ようやく解放された乳首は彼の濃厚な唾液が絡みつき、淫らに濡れ光っていた。

　翔真さんの唇は二の腕の内側を吸い上げると、みぞおちから臍に下りていく。それから脇腹を甘噛みして、腰へ。彼は私の体を唇で辿りながら、いくつもの紅い徴を刻んでいった。

　するりとショーツを脱がせられると、さらに膝裏を抱え上げられた。彼の傲慢な唇は内股にも執拗に吸いついていく。

　翔真さんの与える熱い接吻から甘い快楽が染みて、愉悦の波を広げた。私の唇は切ない喘ぎしか紡げない。

「あぁ……もう、翔真さん……」

「欲しいの？　すごくいやらしい眺めになってるよ」

「や……そんなことない……」

　喉奥で低く笑った翔真さんは、指先で蜜口をいじる。

　ヌチュ、と卑猥な水音が鳴った。そこは彼の言う通り、しとどに蜜液が零れてしまっている。

「……指が吸い込まれていくな」

　咥えるものを見つけた蜜口は、彼の指に縋りつくかのように、ぬるりと呑み込んでいく。

　媚肉を撫で上げられる感触に濃密な快感が込み上げて、ぴくんと腰が揺れた。

「あっ……あ、翔真さん……あん……」

　ゆるゆると指を抜き差ししつつ、翔真さんは花芯にくちづける。

　口腔に含まれた花芽は舌先で掬い上げられ、ねっとりと舐られた。

　肉襞を擦られながら淫芯を舐られるのは、たまらない喜悦を生み出す。ゆるやかな官能の波にさらわれて、淫らに腰を揺らした私は白い世界に没入した。

「あぁ、あっ、あっ……あぅ……いく……あんん──っ……」

　波間に漂うような絶頂に浸されて、下りてこられない。

　きゅうきゅうに引きしまった蜜洞は、抽挿する彼の指を食いしめた。そうすると、より指の感触を意識してしまい、快楽の海に溺れ続ける。

　達しているというのに、翔真さんは花芯から唇を離さない。まったりと執拗に舐られ続ける。だから私はいつまでも愛欲の沼から這い上がれなかった。

　甘い痺れは体の隅々にまで浸透し、小刻みに爪先を震わせる。

「あん、あはぁん……ずっと、イッてるの……あぁ……」

　もどかしくて、シーツを踵で蹴る。ややあって、ようやく挿入されていた指が引いていった。だがすぐには離れず、壺口の襞を指の腹で優しくなぞられる。

　甘やかな愛戯に、とぷりと花蜜が零れてしまう。蜜液に塗れた指が、さらに淫らに濡らされる。

「は……あ……あぁ……」

「かなり深くイッたな。だけど、まだこれからだよ。中を舌で舐めてから、俺のを挿れてあげる」

　翔真さんが煽るように蠱惑的に言うので、胸が期待で弾む。

　だけど翻弄されるままでは、こちらから彼を愛撫する機会を逸してしまう。私のほうからも愛したいから、彼の雄芯を口淫したかった。

　それが、与えられるばかりではない愛情の示し方だと思うから。

　身を起こした私は、翔真さんの腕に触れる。

「あの……私にも、翔真さんのを、舐めさせてほしいです……」

　恥ずかしいけれど、思いきって口にする。

　いつも私を気持ちよくさせてくれるのと同じように、翔真さんを感じさせてあげたい。ぐっと息を詰めた彼は、こらえるような顔を見せた。

「きみにそう言われると、滾るな」

　低くつぶやいて体をずらした翔真さんは、こちらに下肢を向けて寝そべる体勢になった。私とは頭が逆になる形だ。

「俺の体を跨いで、四つん這いになるんだ」

「え……その格好は……」

「シックスナインだね。お互いに口で愛撫してみよう」

　大きな手で腰を取られて、仰臥した強靱な体を跨ぐ。翔真さんの体の脇に膝をついて、身を屈めた。

　すると、逞しく屹立したものが眼前にある。

　改めて間近から見ると、なんて極太で笠が張っているのだろう。こんなに大きなものがいつもお腹の中に入っているなんて信じられない。

　頰を朱に染めたそのとき、私の尻が大きな手のひらで撫でられる。こちらからは見えないけれど、体を跨ぐために脚を開いているから、翔真さんの目の前には淫裂が曝されているのだった。

　ぬるりと、生温かい舌が花襞を舐る感触に、ぴくんと腿が震える。

「あっ……」

「こんなに蜜を垂らして、可愛いな。啜ってあげよう」

　濃厚な愛撫により、すでに花襞は綻んでいた。奥から滴る愛液を、彼は蜜口にくちづけて啜り上げる。

　ずちゅる……と淫靡な音色が響き、鼓膜からも官能に犯されていく。

「はあぁ……っ、あ、あっ……吸っちゃ、嫌……」

　魂が引き抜かれるような感覚に、陶然として背をしならせる。

　びくんびくんと淫らに腰が揺れ、もっとと押しつけるような格好になってしまう。

　溢れる蜜を舐め取った翔真さんは低く笑った。

「気持ちいい？　たくさん零れてきたよ。もっと飲んであげるから蜜を出すんだ」

　そう言うと、また獰猛な舌が淫蕩に花襞を舐め回す。

　このままでは翔真さんの愛撫に溺れてしまい、彼を気持ちよくさせてあげることができない。私は腰から広がる甘い快感に耐えつつ、眼前の雄芯を見やった。

　楔は猛々しく昂り、天を衝いている。

　ごくりと喉を鳴らして、そっと根元に両手を添えた。

　すると、火傷しそうなほどに熱い男根が、どくりと脈打つ。

「あぁ……翔真さん……私にも、あなたを愛させて……」

　うっとりとつぶやき、愛しい楔に舌先を這わせる。

　根元から丁寧に舐め上げて先端に到達すると、また根元へ。

　何度も幹をねっとりと辿り、括れを丹念に舐る。ちゅっと亀頭の先端にくちづけて、孔から溢れる雫を啜った。

　すると、後方からくぐもった呻き声が聞こえてくる。

「いいよ……。すごく上手だ」

「ん……気持ちいい？」

「ああ。最高に気持ちいいよ」

　翔真さんに気持ちよくなってもらえて嬉しい。彼に快感を得てほしい一心で、逞しい雄芯を愛で続ける。

　もっとと促すように、先端の孔に舌先をねじ込む。

　だが翔真さんのほうも、蜜口に舌を挿し入れてきた。

　ぬくっ……と、膣内を甘い芯で貫かれる。たっぷりと愛でられた壺口は、きゅんと引きしまり、咥えた雄々しい舌をしゃぶる。ぶわりと広がる悦楽に身を委ねそうになり、手中の男根に意識を戻した。

　今度は切っ先からゆっくりと、口腔に含んでいく。

　とても大きな肉棒のすべてを頬張ることはできないけれど、懸命に喉奥まで呑み込んだ。

　そうすると、愛しい人を食べてしまったかのような、満たされた心地になる。

　私は、翔真さんの中心を食んでいる……。

　高揚する胸が、どきどきと弾んだ。

　熱い亀頭を頬裏で優しく擦り上げる。雄芯が粘膜に馴染んでいくほど、体が熱く昂った。

　頬を窄めて楔を出し挿れすると、呼応するように蜜洞から花蜜が滴り落ちる。それを彼は音高く啜り上げた。

　じゅぷじゅぷと、互いの性器を舐めしゃぶる卑猥な水音が室内に響く。

　翔真さんの荒い息遣いを、下肢に吹きかけられる呼気で感じた。

　このまま、達してほしい。彼の精液を飲みたい……。

　そう望んだ私は楔に舌を絡め、窄めた唇で扱き上げた。

　ややあって、切迫した翔真さんの声が耳に届く。

「くっ……そろそろ、離していいよ」

「ん、んっ……だめ。このまま……」

　離したくない。彼の精を、一滴たりとも零したくはない。

　ぐっと喉奥まで楔を咥え込む。

　すると、ぶわりと膨れ上がった雄芯が爆ぜた。先端から濃厚な白濁が迸り、喉奥へ流れていく。こくんと嚥下したあと、ゆっくり口腔から屹立を引き出す。唇を窄めて、舌を絡ませながら。

　深い息を吐いた翔真さんは、いたわるように尻を撫でている。

「きみって人は……飲ませるまではしたくなかったけど、この体勢だと、どうにもならないな」

「翔真さんのを、飲みたかったんです。だって、あなたも私の蜜を飲んでくれるでしょう？　同じように愛したかったのだけど……嫌でした？」

　愛しい雄芯を離したくなくて、包み込んだ手のひらでゆるゆると扱く。

　剛直は放ったばかりだというのに、まったく力を失っておらず、獰猛に反り返っていた。

　翔真さんは唇に弧を描いて、美麗な笑みを見せる。

「嫌なわけない。それだけ愛されてるとわかって嬉しいよ。でも俺としては、きみの胎内に放ちたいな。こっちを向いてごらん」

　言われた通りに体の向きを変える。

　仰臥している彼の腰を跨いで、向き合う体勢になった。そうすると、反り返る剛直が私の股に触れる。

「あ……これは、もしかして……」

　騎乗位の体勢だろうか。彼の体を跨ぐのは何度目になっても恥ずかしくて、羞恥に頰が染まる。

　笑みを刷いた翔真さんは、私の腰を両手でなぞった。

「そう、騎乗位だ。腰を上げて、俺のものを呑み込むんだ。そうして馬を乗りこなすみたいに腰を振るんだよ」

「ん……恥ずかしい」

「恥ずかしがるきみは最高に可愛いよ」

　腰を持ち上げられると、漲る亀頭が濡れた蜜口に押し当たる。あまりの熱さに、どくんと鼓動が跳ねた。

　ぬちゅり、と濡れた音色がして、切っ先が膣内に呑み込まれる。壺口を広げられる快感に甘い愉悦が溢れ、体中を駆け抜けていった。

「あぁん……はぁ……っ」

「そのまま、腰を落として」

　膝から力を抜けば、すぐに熱杭は身に収められてしまうだろう。

　けれど、一息に呑み込むのはためらった。ゆっくり腰を落とそうと、強靱な腹に手をつく。

「んっ、あ……あぅ……」

　凶暴な先端が媚肉を舐め上げる感触にたまらなくなり、腰を浮かせた。

　すると、ぐちゅりと楔が抜けて、蜜口に押し当てられた状態に戻る。

　腰を落とせばまた、ぐっと蜜口を拡げて亀頭が押し込まれる。入り口を舐られる悦楽に、唇から甘い吐息が零れた。

「くっ……焦らされると、けっこうな拷問だな」

　切なげに眉を寄せる翔真さんは腕を伸ばし、私の二の腕をなぞり上げる。感じやすい内側を指先でくすぐられ、体が波打った。

　その拍子に、ずちゅんと水音を響かせた蜜口は、肉槍を奥まで咥え込む。

　濡れそぼった隘路をかき分けて、極太の雄芯がずぶずぶと挿入されていった。

　膣内をいっぱいに満たされた恍惚が押し寄せ、甘い嬌声が零れ落ちる。

「あっ、あっ……はぁあ……入って……あん、あぁん……」

　ずっぷりと挿入された剛直の獰猛さに、背がしなる。腕を引かれて、翔真さんの頑強な胸に倒れ込んだ。

　つながりながら唇を重ね合わせると、吐息を呑み込まれる。

「ん……ん、ふ……」

　体のすべてで翔真さんを感じる。

　愛しさが官能に濡れて、熱く狂おしく胸を焦がした。

　濃密に舌を絡ませながら、つながった腰を淫らに揺らめかせる。彼の中心を包み込んでいることを体で実感し、幸福感に満たされた。

　キスの合間に、情欲に塗れた双眸で射貫かれ、ぞくりと背が粟立つ。

「ゆっくり舐めてみて」

「こうですか……？」

　雄々しい唇に舌を這わせると、微苦笑で返される。

　彼は私の舌をぺろりと舐め返しつつ、ぐいと逞しい腰を突き上げた。

　凄まじい快感に貫かれ、弓なりに仰け反る。

「あっん！」

「こっちのことだよ。腰を動かして、しゃぶるように一物を抜き差ししてほしい。すごく気持ちよくなれるから」

「そ、そんなに……？」

　身を起こした私は腹筋が割れた腹に手をつき、ゆっくりと腰を揺らしてみる。

　そうすると咥え込んだ剛直で媚肉が擦り上げられ、新たな快感を湧き立たせた。

「あぁ……あ、あっ……はぁ……あん、気持ちいい……」

　淫靡な律動を刻むことに夢中になり、腰を振り立てる。蜜壺で男根を扱き上げると、さらに媚肉から愛蜜が滲んだ。

　ズチュ、ズチュと淫猥な水音が鼓膜を愛撫し、いっそう愛欲がかき立てられていく。

「はぁ、あぁん、すごい、いい……あぁ、翔真さん、イっちゃう……」

「最高に可愛い。イッていいよ」

　両手を取られ、互いの指を絡め合わせる。

　手をつないで、翔真さんの情欲に濡れた顔を見下ろしながら、淫らに腰を振る。

　甘い嬌声を零しながら、愛しい男の中心を膣内で感じ取った。

「あぁ、んぁ、あっ、あ……いくぅ……あ、はぁ……ぁ──……っ」

　ずぶ濡れの花筒は、きゅうと楔を引き絞る。恍惚に包まれながらも、切なく眉根を寄せる彼の表情をつぶさに見つめた。

「っく……」

　低く呻いた翔真さんが胴震いをする。

　体の深いところで、膨れ上がった雄芯が爆ぜる。迸る白濁が胎内にしっとりと染み渡っていく。

　ほうと、私は淡い吐息をついた。

　愛しい彼の熱い精を呑み込めたことに安堵して、幸福に浸る。

「好きだよ」

　翔真さんは優しい色を帯びた声で、ふいに告げた。

　愛しさが込められた眼差しを向けられ、きゅんと胸が引き絞られる。

　つながれた手を、ぎゅっと握られた。その手を握り返した私は笑みを浮かべる。

「私も、好きです」

　身を起こした翔真さんに背を抱えられ、褥にゆっくり押し倒される。私の脚は彼の強靱な腿を跨ぎ、踵は宙に浮いた。

　つながれた下肢が離れないよう、翔真さんはぐっと腰を押しつける。ずぶ濡れのふたりの結合部が、くちゅりと淫靡な音を立てた。

「可愛いな。もっと愛したい」

「あ……ん。待って。まだ、腰の奥が疼いて……」

「待たない」

　意地の悪い笑みを浮かべる翔真さんは、強引に唇を奪う。

「んっ……ん、ふぅ……んんぅ」

　貪るようにくちづけられて、鼻にかかった声しか出せない。

　淫猥に腰を蠢かせた彼は、しっとりと濡れた蜜洞を屹立で舐るように抽挿した。

　ことさらねっとりした抜き差しは濃密で、再び甘い快感が込み上げてくる。

　舌を擦り合わせながら、媚肉も凶暴な熱杭で舐られる。熟れた体はすぐに悦楽を極めた。

「ん、ふ、んくぅ……んんぅ──……っ」

　逞しい背にしがみつき、長く深い陶酔を味わう。

　またすぐに達してしまった……。

　心地よい倦怠感に包まれていると、翔真さんはようやく唇を解放した。

　彼の指先が、さらりと私の乱れた髪を梳く。

「きみを愛している」

　煌めく彼の言葉が、私の胸を輝かせる。

　私も……と言いかけた唇を、また塞がれた。

「あ……ん、わたしも……あい……んん」

　これは言わせてもらえるまで、もう一度達してしまうようだ。

　背に回した手で、強靱な背中を撫でさすりながら、私は翔真さんの欲情を受け止めた。




　その後、仲直りした私と翔真さんは穏やかな日々を過ごした。

　私たちは同棲して結婚指輪を交わしたけれど、まだ正式に籍は入れていないし、結婚式を挙げたわけでもない。

　結婚する条件は子どもができたらというのが、翔真さんのご両親との約束だったので、ひとまず入籍はのちほどにしようと、翔真さんと相談していた。

　もし、このまま一緒に過ごしても、妊娠しなかったらどうしようという思いはある。そうなっても彼は私を見限ったりしないし、私も彼と別れないという決意をしているけれど、考え出すと不安になった。

　翔真さんは心配しなくていいと言っていたけれど……。

　そんなことを思いながら休日にソファで一息ついていると、突然吐き気が込み上げた。

「うっ」

　慌てて立ち上がり、洗面所へ向かう。

　キッチンにいた翔真さんが気づき、心配そうな顔をしてついてきた。

「沙織、どうした。大丈夫か？」

　洗面台で嘔吐する私の背を、彼は優しくさする。

　ややあって落ち着いたので、コップの水で口をゆすいだ。

「大丈夫みたい……。なんだか、急に気分が悪くなって……」

「もしかして、妊娠したんじゃないか？」

「……え」

　翔真さんの言葉に目を瞬かせる。

　確かに、まだ今月の月経が訪れていない。前の月経があってから、一か月以上が経過していた。

　もしかすると、本当に妊娠なのだろうか。

　そうだとしたら、今のは、つわりなのかもしれない。

　でも、単に体調不良ということも考えられる。月経が遅れてくることもあるので、妊娠したのだという確証はない。

　突然のことに、私は戸惑いつつも、お腹に手をやった。

「妊娠だったらいいですけど……どうなのかな。明日、産婦人科で診てもらいますね」

「そうだね。俺も付き添うよ」

　私の胸には不安が渦巻いた。

　妊娠したのなら、とても喜ばしいことだ。堂々とご両親に報告して、すぐにでも翔真さんと籍を入れられるだろう。

　でも……もしも妊娠していなかったら、彼をがっかりさせることになる。

　翔真さんは初めから「きみとの子どもが欲しい」と言っていたから、子どもが好きなのだろう。私としても、愛する彼の子が欲しいと願っている。

　天空寺家の跡取りが必要とされているから、なおさらだ。

　いろいろなことを考えると、プレッシャーに押し潰されそうだった。

　顔を曇らせる私を見た翔真さんが、きつく抱きしめる。

「心配しなくていい。きっと妊娠してるよ。もし妊娠していないとしても、両親は俺が説得する。きみは俺の妻なんだ。条件を重く考えなくていい」

「ありがとう……翔真さん」

　彼が安心する言葉をくれるので、ざわめいていた心が鎮まる。翔真さんは私の唇に、チュと軽いくちづけを落とす。

　見つめ合った私たちは互いに微笑みを交わした。

「私……翔真さんの子どもが欲しいです」

　彼との子どもが欲しい。その願いを素直に口に出せた。

　どうか、この体に命が宿っていてくれたなら。

　こつんと額を合わせた翔真さんが、また唇を啄む。

「俺も。子どもがいたら、きっと楽しいよ。夜泣きしたら俺があやすから」

「もう、気が早いですよ」

　笑い合った私たちは、またお互いを抱きしめて、何度もキスをした。

　そうすると不安を覚えていた胸のうちはいつの間にか、穏やかに凪いでいた。




　翌日、私は翔真さんとともに産婦人科を受診した。エコー検査をしたあと、診察室に並んで座った私たちに、医師は笑みを浮かべて告げた。

「おめでとうございます。妊娠二か月です」

　驚きと喜びに、私は息を呑む。

　翔真さんは弾けるような笑みを浮かべて、私の肩をしっかりと抱いた。

「よかったな！」

「は、はい……」

　本当に妊娠していたのだ。

　私のお腹には、翔真さんの子が宿っている。

　医師が差し出したエコー写真には、二頭身の小さな赤ちゃんが写っていた。

　奇跡的な生命の誕生に、私たちは胸を躍らせた。




　神社の控え室から見える雅な庭園は、緊張する心を落ち着かせてくれる。

　鏡に目を戻した私は、華やかな正絹の白無垢をまとった自分の姿を改めて見た。

　ふっくらとしたお腹を純白の着物に包み、結い上げた髪には綿帽子をかぶっている。唇に差した紅は弧を描いた。

　妊娠して六か月が経ち、安定期に入ったので、私たちは挙式することになった。

　私の体調を考慮して、披露宴は行わず、親族を招いての神前式のみを行う予定だ。

　妊娠したので結婚の条件は満たしたということになり、翔真さんのご両親から正式に結婚を認めてもらえた。もちろん私の両親も大賛成だった。

「本当に翔真さんのお嫁さんになれるなんて、夢みたい……」

　そのとき、すっと廊下から和装の翔真さんが現れる。

「夢じゃないよ」

　新郎の彼は漆黒の羽織袴をまとっている。

　凜とした立ち姿は勇ましさを感じるのに、包容力をともなっていた。

　手のひらを差し出した翔真さんは、花嫁となった私の手を掬い上げる。

「ずっときみと、結婚したかった。やっと、この日を迎えられるんだな」

　愛しげに双眸を細めた彼は、白無垢をまとう私を見つめる。

　翔真さんと結婚式を挙げて、さらにお腹には赤ちゃんもいる。

　極上の幸せに包まれた私は、旦那様に伝えた。

「私は生涯、翔真さんを愛し、あなたを支えることを誓います」

「俺もだ。生涯をかけて、きみと子を守り抜くと誓う」

　恭しく手の甲にくちづけを落とした彼は、私を支えてゆっくり立ち上がらせる。

「さあ、行こう。俺たちの誓いを、みんなにも聞いてもらわないとな」

「そうですね」

　ふたり並んで明るい陽射しが零れる廊下を歩き、神殿へ向かう。

　結婚式の行われる神殿には、正装した参列者が待っていた。

　和に満ちた神殿は厳かな雰囲気が漂っている。

　神職が祝詞を奏上し、巫女が舞を披露する。そのあとは参列者たちが御神酒をいただいて、挙式は粛々と進行した。

　そしていよいよ、新郎新婦が指輪を交換する儀式が行われる。

　巫女が捧げた台座には、ふたつの白銀の指輪が収められていた。

　私が身を引こうとして逃げたあの夜に、追いかけてきた翔真さんが指輪をつけてプロポーズしてくれたことを懐かしく思い出す。困難を乗り越えた分、彼との絆が結ばれているのが改めて身に染みた。

　翔真さんが小さなほうの指輪を掬い上げて、私の薬指につけたとき──。

「……あっ」

「どうした？」

　小さな声を上げた私を、翔真さんが心配そうな顔でうかがう。

　私は大きなほうの結婚指輪を摘まみ、差し出された翔真さんの薬指にはめながら、そっと伝えた。

「今、赤ちゃんが、動きました」

「そうか。動いたか。元気な赤ん坊だな」

　私たちは微笑みを交わし、結婚指輪をつけた互いの手を合わせた。

　幸福の証である白銀の結婚指輪は、きらきらと永遠の輝きを放っていた。







あとがき








　こんにちは、沖おき田た弥や子こです。

　このたびは『憧れの御曹司と身ごもり契約を交わしました!?　～今夜、最上級の溺愛で抱かれます～』をお読みくださり、ありがとうございます。

　今回の物語は、契約婚と懐妊をテーマに書いてみました。

　イケメン御曹司に溺愛されて困っちゃうな～という状況がワクワクして大好きなので、書いていてとても楽しかったです。

　やっぱりセレブ婚は乙女の永遠の憧れですよね！

　今後も乙女の夢を守るべく、イケメンでセレブリティで愛が重いヒーローとの恋愛をたくさん書いていきたいです。

　読者様に楽しんでいただけたら幸いです。




　最後になりましたが、濃蜜ラブルージュの担当編集様、そして本作にかかわってくださった方々に深く感謝を申し上げます。イラストを描いてくださった、小こ島じまきいち様、素敵な翔真と可愛い沙織に感動いたしました。

　そして読者様に心よりの感謝を捧げます。

　願わくば、みなさまに素敵なことが起こりますように。






沖田弥子
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２０１９年、同作で出版デビューに至る。
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